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一 情報 資料部 一
情報資料部では所蔵貴重書の一部をホー
ムペー ジで公 開 している,こ れは織 田
文庫 の絵 入読 本紹 介のカバーベー ジ
＼
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遺跡 保存のための 日タイ共同研究セ ミナー(1999年3月,バ ンコク)
婦 ・.・'
緒 口
'　i研究所は昨年度において始めて 「東京国 、Z文化財研究所年報1997」を出版 した。 これまで各部の





望外の果実を得た。1998年度版年報は前年版の改善に意を川いているが、折 か ら、政府 の附属機関等
の独 、γ行政法人化の作業が進んでおり、今後、府省に置かれる研究評価委員会の評価を も念頭に、内容
の進化 と充実を図って行 きたいと思 っている。





新 しい研究 として、近代の文化遺産の保存保護のための研究を開始 した。近代産業の生産物や構造物に
っいては文化財として保存の意識は十分 には成長 していない。従 ってその保存修復も、よかれと思って
なしたことが文化財 の価値を失うことにもなりかねないという危険を孕んでいる。近代の文化遺産の保
存修復に関する研究 は、そのような問題意識を持 って始められている。この関連で 「近代の文化遺産の
保存と活用」と銘うった国際シンポジゥムを開催 した。 この種の討論の場が設けられることの期待は予
想以上に大きなものがあ り、当研究所は将来にわたって相応の力を発揮 しなければなるまい。
国際的な交流業務 も確実に行われているが、例年行われているアジア文化財保存セ ミナーで新 しい動
きがあった。1998年度は 「世界文化遺産の保存と活用」という主題で行ったが、 出席者か ら、 このセ
ミナーを海外で行えないかという希望が出されたのである。我が国の予算制度のもとでは、行 うことは






所長 渡 邊 明 義
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研 究 一 覧
中長期研究計画 ・特別研究





















(4)研究会 ・講演 会 など
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所 長 渡 邊 明 義(美術史)
(1)庶 務 課
課 長 與那原 進 会 計 係 長 庄 司 義 則
課 長 補 佐 長谷川 洋 一 会 計 係 員 真 鍋 浩 二
庶 務 係 長 小 関 仁 志 事務補佐員 村 ヒ 浩 子
庶 務 主 任 飯 田 猛 継 事務補佐員 堀 江 祐 子
事務補佐員 松 本 洋f'拝 務補佐員1:藤 幸
事務補佐員 小 林 芽 生 労務補佐員 菊 地 廣 吉






第二研究室 明治以降の日本近代美術とこれに関辿する西洋 美術および日本近 世の洋風美術の調査{肝究、ならびに現
代美術の動向に関する資料の収集と調査をすすめ、その成果の公表を行っている。
美術部長事務取扱 渡 邊 明 義(美 術史)
主任研究官lil梨 絵美r(日 本近代絵画史)
主任研究官 岡 川 健(東 洋彫刻史)
第一研究室長 中 野 照 男(東洋絵画史)
第二研究室長 川 中 淳(日 本近代絵画史)
同 研究員 塩 谷 純(日 本近代絵Illli史)




演劇研究室 歌舞伎 ・浄瑠璃など占典演劇の演技演出について、歴史的な考察 と現在の伝承への具体的な提、iを行 っ
ている。
音楽舞踊研究室 古典音楽 ・舞踊 ・能 ・狂11の技法、演出について伝承と文献の両面から調査研究をすすめている。
民俗芸能研究室 民俗芸能 ・民俗行事を実地に調査 し、それ らの継承 ・復活 ・活用に資するために必要な研究を行 っ
ている。
-2一



































化学研究室 青銅や鉄など金属製文化財を中心に、各種のX線 分析装概や鉛同位体比分析装置などを用いて、材料 ・
錆の化学組成や原料産地などを明 らかにする研究を行っている。









































































































いるが、近年の社会的環境の変化によって保護の必要が生 じた近代の文化遺産の保存 ・修復研究 も行 っている。 さら
に、文化財保護の国際協力として、文化財修復の国際研修や在外日本占美術品の修復協力などを実施 し、国際的な責
務を果たしている。
文化財は複合的な材質で製作される例が多 く、以 ドの研究室 も、修復に際 して1三に問題 とすべき材質別に、便宜的
に3室 としているが、実際の修復 上の問題に対処するためには、室をまたがって取 り組む場合が圧倒的に多い。 とく
に、近代の文化遺産にっいては、3室が連携 して対応 している。
第一修復技術研究室 文化財の修復に際 して、木材、漆などの損傷や修復技術、またそれらを修復資材として扱 うこ
とをLな 研究課題 として取 り組んでいる。第一・研究,_,が研究対象とするおもな文化財には建造物や彫刻、漆工芸品
などがある。
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第二修復技術研究室 文化財の修復に際 して、紙、布またその他の天然 ・人工有機材質などの損傷や修復技術、また
それ らを修復資材として扱 うことを主な問題として取 り組んでいる。修復資材 として必要な合成樹脂 もこの室で扱
う。第二研究室が研究対象 とするお もな文化財には、絵画、文書、衣装、民俗具に加えて建造物などがある。
第三修復技術研究室 文化財の修復に際 して、金属、石材その他無機材質などの損傷や修復技術、またそれらを修復
資材 として扱 うことを主な問題として取 り組んでいる。第三研究室が研究対象 とす るおもな文化財には、建造物 ・
考古資料 ・美術工芸品などがある。
修復技術部長 増 田 勝
第一研究室長 加 藤
第二研究室長 川野邊
第三研究室長 青 木 繁
研 究 員 早 川 典











文化財に関する研究資料の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧等の業務を行い、 さらに当研究所各部所掌の研究資料に
関する情報の統合化をはかっている。
文献資料研究室 文化財に関する図 、愈}・雑誌、調査研究活動によって収集された研究資料各種の整理 ・保管 ・閲覧を
行っている。 また日本 ・東洋占美術関係の文献目録の作成 とともに文献データベースの開発を行 っている。






研 究 員 勝 木
事務補佐員 中 村
写真資料研究室長 島 尾
研 究 員 津 田
専 門 職 員 野久保

















企 画 室 国際協力事業の企画 ・運営、諸外国や関係機関との連絡、調整などの事務を行っている。
環境解析研究指導室 世界の文化財の保存 ・修復に関する調査研究を進め、また国際協力事業の技術的内容にっいて
の調査 ・指導を行 っている。
保存計画研究指導室 国際協力の相手国の伝統材料 ・技術を生かした形での保存 ・修復計画の立案に寄与するため、



































































































研 究 活 動
1.各 部 の研究 活動
美 術 部
(1)美術作品の実証的研究






これまで行 ってきた光学的作品分析の精度を高y)る努力を している。 また、美術部では、情報資料部と共同で研究会
や協議会等を開催 し、当研究所がこれまでに蓄積 してきた研究資料の活用を基盤 とした研究者間のネットワークづ く
りをすすあ、Fl本における新たな美術史研究の方向性を示唆できるようにつとめている。




おける美術史学の成 ・r.と展開」では、明治20年代以降、国家の制度や機構と密接な関係を維持 しなが ら、 日本の文








(4)研 究 成果 の 公 表
調査研究 の結果は、機関誌 『美術研究』(昭不II7年創 「IDやその他の学 会誌 に発表 し、研究報告 書も随時 日」行 してい
る。 また現代美術の動 向に関す る資料の収集 と研究の成果 は、毎年、『日本美術年鑑』(H召不1111年創1:1」)として1二i」行 し
ている。 さらに、情報資料 部と共同で、 毎,i:1回、公開学術 講座を開催 し、研究成果の ・部を 般 に公開 している。
(5)所蔵作品な らびに研究情報 の公開
美術部は黒田清輝の遺産 に基づいて創 、r.された美術研究所を前身とする。現在も黒川清輝のf'll品やその他関連資料
を保管 しており、毎週一回(木 曜午後)、黒川記念室(本館 ㌦階)に おいてそれらを公開 し、さらに昭和52年以降、











現地での実況記録ばか りでなく、実技者を1研究所に招 き、部員の企画のもとに特別に演技や演奏を依頼 して、芸能
部の舞台や録 音室で行 った記録 も多い。 とくに東人、¥修:会の調査をはじめとする寺事(寺院行事 ・寺院芸能)の 研
究は、'Vi芸能部が先鞭をっけた分野であり、その成果の一部であるレコー ド 「東大寺修二会観音悔過(お 水取 り)」
は、1971(ll召和46)年度芸術祭優秀賞を受賞 している。技法の記録は、今後 も引き続いて行いたい。
芸能部は、演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の{室 によって構成されている。日本の伝統芸能は、多
くの種目が演劇 ・音楽 ・舞踊の要素を併せ持 っているので、錯綜 した諸芸能の相 圧交流の様相を明らかにするために、
広 い視野か ら課題を設定することを心がけている。
○中長期研究計画 「伝統芸能の継承方法に関する調査研究」(5年計画1年次)
後継者不足、特殊用具調達の難 しさ、時代感覚の変化に伴 う変質など、伝統芸能にはさまざまな問題が山積 してい
る。そのような芸能の実態に即 して個々の調査を行い、芸能の継承のあり方にっいて考察するものである。演劇研究
室では、文楽の伝承に関 して、歌舞伎に移 された後の変容、国立劇場後継者養成と関わった稽古方法にっいて調査研
究を行い、成果の一部を夏期学術講座で発表 した。音楽舞踊研究室では、能 ・狂言の現代的再生の諸相 と国立能楽堂
後継者養成にっいて問題点を指摘 し、各種講座等で発表 した。また、文化財を支える用具 ・原材料の確保、および大
英博物館所蔵和書 ・和楽器に関する調査研究を行 った。民俗芸能研究室では、第1回 民俗芸能研究協議会をスター ト
させ、成果の一部を 『芸能の科学』27に公表 した。また 「里神楽の技法」をテーマに公開学術講座を行った。
○中長期研究計画 ・特別研究 「近代歌舞伎の伝承に関する研究」(4年計画3年 次)
近代の歌舞伎は俳優の世代交代、社会の急激な変化に伴 う俳優の生活環境や意識の変化、観客の嗜好の変化、興行
のあり方によってその姿を変えっっある。 ヒ演演目の減少と固定化、演技 ・演出の変質等がその例である。 こうした
歌舞伎の歩みの中で、演技の伝承について考察 し提言する。今年度は、近代歌舞伎の一っの到達点である昭和30～50





鼓ノ∫4流の翁 ・三Xの 演奏を撮影録 音し、技法に関する聞き取 り調査を行 った。また、すでに収録済みのシテ方 ・嘩












境の研究 も行っている。 またそれらの研究を基に、文化財保存の現場に生かせる技術開発を行 っている。すなわち文
化財の産地推定など自然科学的手法による歴史的研究 と文化財保存のための科学的研究を軸としている。化学研究室
は青銅や鉄などの金属製文化財を中心に、各種の分析装置を用いて材料 ・錆の組成や原料産地などを明 らかにす る研
究を行い、物理研究室は温湿度 ・空気汚染などを測定 して、文化財公開施設における保存環境を評価 し、文化財の劣





○中長期研究計画 ・特別研究 「文化財施設の保存(収 蔵展示)環 境の研究」
行政施策と保存現場からの強い要望に基づいた研究として、物理研究室を中心とした 「文化財施設の保存(収 蔵展
示)環 境の研究」がある。 この研究は国指定文化財の公開(文 化財保護法第53条)に関わる研究 として文化庁美術
工芸課 と密接な連絡を取 りながら進めているもので、 これまでに室内汚染物質の問題、美術館用免震装置の問題、ハ
ロンに代わる消火剤の問題などを取 りLげてきた。 当初は一般研究費を利用 して研究を行 っていたが、1995年度
(平成7年 度)か ら特別研究としてア算措置された。関辿 した研究が文部省科学研究費補助金などを利川 して実施 さ
れている。
○中長期研究計画 ・特別研究 「無公害な文化財生物劣化防除法の研究」
オゾン層破壊防tl.のために行政iの 緊急性を持 って実施 されている中長期研究が、生物研究室を中心にした 「無公
害な文化財生物劣化防除法の研究」である。1997年のモントリオール議定、豊瀦 約ll4会議で、2005年に先進国では臭
化 メチルの使用を全廃することになり、1999年1月か らは使川1改の25%削減が始まる。 臭化メチルは文化財 の殺虫
煉蒸に広 く利用されている薬剤であるため、文化財の保存に関する研究部を持 った唯…の国 、r.研究機関として、臭化
メチルに代わる薬剤や代替法を文化財材 質や人間の健康への影響 も考慮 し、関係機関と連絡を取 りなが ら研究が行わ









漆工品の保存に関する研究をあげることができる。 この研究は文部省科学研究費補助U(国 際学術)に より 「漆 ・ニ
ス等伝統的天然樹脂塗膜の劣化と保存に関する研究」(1993～95年度)、「文化財の微鼠試料分析法の開発」(1996～98
年度)と 、主に輸出漆器の保存に関 して、修復技術部及び外部の研究者と物理研究室を中心に行ってきた。研究を通
じて、多 くの国々の研究者同士の密接なつながりができたことか ら、在外日本占美術品保イ∫修復協力事業への寄 与が





てきた。 しか し、近年、文化財を取り巻 く社会的環境の急激な変化に伴って、1)文化財の積極的な活用に耐え得 る保
存・修復技術の開発、2)新たな保護対象である近代の文化遺産などの保存 ・修復の概念と技術の開発、3)環境悪化に
よる文化財への影響の評価と対策などが強 く求められるようになった。




文化財の保存 ・修復への援助や研修の要請 も増大の一途をたどっている。その多くは、現地の特殊事情を勘案 した保
存・修復技術の開発・研究が必要なものであり、現地指導も含めて当部の業務の大きな部分を占めている。














て、欧米と日本国内における取り組みを概観 した。 フィール ドの一つの煉瓦焼成用大型窯では、煉瓦壁面崩落原因分
析、地盤、窯本体精密測鼠など、新 しい取 り組みを行っている。
○ 「漆の加熱硬化メカニズムに関する研究」
焼 き付け漆の技法は、占くか ら建築金具や金属工芸品の防錆あるいは下地作 りとして行われてきた。本研究では、
現在伝承されている焼 き付け漆技法の実態を明らかに し、文化財保存技術の観点か ら、技法を確立することを目的と
している。
'ド成9年 度までは、焼き付け漆の塗膜としての物性に視点を潰いた研究を行い、加熱温度 ・時間による差異に注目




多くなっている。特に漆などの近世輸出1:芸品 は、泥 ド地で製作 されるなど従来の文化財とかなり違った方法で製作
されたものが多く、その修復は難 しいものである。 また一般的に、わが国の漆1:芸品の修復は、漆を使用 して行って






の他、文化財の保存修復を行 ううえで基本的な情報整備を行うために、当部が関わ った修復や重要文化財修 復記録の




情報資料部は、前身となる美術部資料室が行ってきた美術に関する研究資料の作成 ・収集 ・整理 ・保管 ・閲覧等の
業務を拡充発展させるとともに、当研究所における5部およびセンターの活動に関わる研究資料の情報の統合化を図
ることを研究活動の目的 としている。当部はこれらの研究資料を広 く内外研究者の利川に供 し、文化財に関する研究
資料センターとしての役割を果た してきている。
近年の学術情報の増人化 と多様化にともない、 これらの現況に対応できる資料の効率的活川を図ることが新たな課
題 となっている。当部では、 こうした課題に取 り組むため、コンピュータを導入 し、研究データの生産 ・蓄積 ・活用
を一貫したシステムのもとで行う体制を整えてきた。 また、逐次、所蔵研究資料のデータ化を進め、その活用の質的
向 上を図るとともに、出版物 とインターネッ トのホームページ等を通 して研究資料の公開にっとめている。また客員
研究員や外部から招へい した研究者を交えた研究会や協議会を開催 し、文化財に関する研究情報の共有化にっいても
提 言を行っている。
当部では、長期研究計画として 「美術情報処理 システムの研究一データの共有化を中心 として一」(1989～98年)、
中期研究計画として 「美術情報における語彙の研究(検 索辞書システムの研究)」(1994～98年)と「デジタル画像
データの蓄積 と活用に関する基礎的研究」(1994～98年)の、3つの柱を中心に して研究を行 っている。
長期研究計画は、当部の研究活動の中核に位置づけられる研究で、将来の文化財研究情報の共有化をめぐる環境の
変化を視野にいれ、逐次、システムの整備と強化を図ることを目的としている。また2000(平成12)年度の新営後
に予定されるシステムの再構築に対 し、その計画 ・立案を準備する役割 も担 っている。
2っの中期研究計画は、長期研究計画に したがって、情報資料部を構成する文献資料研究室と写真資料研究室がそ
れぞれ中心となって行っている。
文献資料研究室は、文化財に関する図書 ・雑誌、調査研究活動によって収集された各種研究資料の整理 ・保管 ・閲
覧を行うとともに、日本 ・東洋古美術関係の文献目録の作成 と文献データベースの開発を行っている。各年ごとの文
献目録は 「日本美術年鑑』(美術部)に 掲載 し、 これを一定期間ごとに総合 ・増補 した 『日本 ・東洋古美術文献 目録』
を刊行 している。中期研究計画 「美術情報における語彙の研究」 は、現在進めている1966(昭和41)年～1985(昭
和60)年分の編集作業と関係 し、文献から抽出された検索語彙間の関連付けを行い、有効かっ円滑 な文献検索の実
現を目指 している。その成果は当部の文化財情報全般の検索 システムに統合 される。
































建造物、遺跡等の屋外イi(レンガ)造 文化財は世界の1要 な文化財であるが、その多くが現在崩壊の危機 に瀕 して







2.研 究 一 覧
中長期研究計画一覧
日本 における美術 史学 の成 、r.と展開
日本における外来の美術の受容にっいての研究
東アジア美術史における造形 と社会
















































































研 究 種 目





基 盤 研 究(B)
























多孔質材料の凍結 ・融解によ る劣化機構の鮮 明 とその防 止対策
新 史料番月刻による花祭 り(ノ)芸能史r内位ll♂1づけ一 メく利1楽か ら花祭 りへ
占代東ア ジアにおける1ワ銅器σ)変遷 に関す る考 占学 的 ・自然科学1内研究
文化財の微厭試料分析法の開発
タイ国 アユ タヤ遺跡0)保存修復に関す る研究
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西洋近代の学を範 として1887(明治20)年前後に始まった日本の美術史学は、近代国家として西洋 に認知 されよ
うとする国情を背景 として、国家的制度や機構と密接な関係を維持 し、日本の文化的ナショナルアイデ ンティティの
構築に寄与 してきた。今日、一般的に用いられる美術史の言葉や思考が、こうした美術史学の歴史のなかで形成 され
てきたことは、美術史研究者がひろく認識すべ き問題 となっている。
本研究は、 このような問題意識にたち、明治以来の美術史学の歴史を振り返 ることを通 じて、美術史学の今 日的な
課題と可能性を問い直すことを目的とする。
成 果
本研究は美術に関する言説の歴史を振 り返ることにもっながるため、基礎 となる資料の収集 とその整理が必要 とな
る。今年度は、明治初期の博物館行政の中心となった町田久成、蜷川式胤、田中芳男等の資料を収集するとともに、
明治期の写真家小川一真の写真集等 も購入、保存することとした。





もっものとして、平成9年12月に開催 した第21回文化財の保存に関する国際研究集会 「今、 日本の美術史学をふ り
かえる」の報告書を刊行 した。(内容の詳細については、7.出版の② シンポジウム等の報告書を参照されたい。)
研究組織
○田中 淳、中野 照男、岡田 健、山梨絵美子、塩谷 純(以上、美術部)



















にもたらされた経路など、具体的な状況について明 らかにされていないことが多い。 また、それ らが 日本でどのよう
に受入れられてきたかを時代をおって跡づけることも不足 している。本研究は、そのような中国 ・朝鮮 ・欧米の美術
の請来 と日本での受容の様相を具体的に把握 し、文化的な背景を含めて研究 しようとするものである。目本にある中









仏教における修行の一つに仏の姿を心中に念 じる1好相丁1'」があるが、 日本では鑑真が 『梵網経』を清来 して以降
盛んになったと考え られる。鑑真はどのような仏の姿を理想としたのか。唐招提 、¥に現存する木彫群と関連作品を通
してその具体的な姿を考察 した。





① 福岡 市美術館等 で開俗lr定σ)「ラファエル ・コラ ン展」 に伴 い、 同美術館学 芸員ほかの研究者 と とも当研究
所所在 の コラン作 品をt.IF]した(98.6.307.2)、,それ によ って、'111研究所 所在0)素描 類 が後 に油 彩で描 か れ た
作品 とどのよ うに関 わ ったかの ・端が明 らか にな った。 また、黒 川清輝 の作占1～との関わ りっ いて も新た な一面
が見 いだされた。
② トリノ市 、γ近代 美術館 および リッツ ィ・オ ッデ ィX術 館 蔵 アン トニオ ・フ ォンタネー ジ伶ll～を凋査 し、両美
術館学芸員 との協議を行 った(98.3.`L1-'19)。これによ り、 フォンタネー ジは、 イタ リア近 代絵 画史上、 いち 早
くフランス画界の動 きを受容 し、 占典的 な歴 史Ilhi神話Illliが1:流をな していた'1/'時の イタリアの画界 にあ って風
景画家 に専心 した とい う意味か らも、 また、作風の点にお いて も独 白の位置 を得 ていることを知 る ことがで き
た。 フォンタネー ジのイ タリアでの弟rた ちと日本 での弟rた ちの作風 の比較、 およびフ ォンタネージにっ い







井乎誠之輔 「『境界」 美術のアイデンテ ィテ ィ 請来仏画研究の 、r.場か ら」(『文化財の保存に関す る国際研究集
会 今、 日本の 美術 史学 をふ りかえ る』99.3.)
研究組織
o中 野 照 男、岡 川 健 、田中 淳、lll梨絵)匂孔、塩谷































中国 ・朝鮮 ・日本という3つの地域分類の枠組みに対応させて分類 ・思考する近代の美術史学の方法に起因すること
を明 らかにした。さらに、 こうした概念1.の「境界」に位置する作品のアイデンテ ィティを、オリジナルな社会的 ・
文化的文脈のなかで明らかにする作業が、相圧に辿関 した ダイナ ミックな東アジア絵画史の構築のために、有効な視
座 と方法を準備することを示 した。(『文化財の保存に関する国際研究集会 今、日本の美術史学をふ りかえる』99.3)
(2)室町時代 におけ る美術 の流通 と価値観の形成
『室町殿行+:`i'一御飾記』を もとに、室 田∫殿 会所に飾 られた唐物 のデー タベー スを作成 し、各室の飾 りの もっ象 徴 的機
能 を分析 す る作 業を ほほ終rし た。成果 は次年度 に公表の 】㌦定で ある,,
(3)技術 と素材についての史的研究




○中野 照男(美 術部)、鈴木 廣之、島尾 新、井手減之輔(以 ヒ、情報資料部)
一18一
美術に関する基礎資料の研究










東京lk1、Z文化財研究所 には、IIJJ'lii・大 ll期の)31:∫史家 らが収 集 した中lkl・朝鮮 ・日本の金イ1文・-L:llfl」'に関す る
拓 本が約3,000枚所 蔵 されている、,これ らは これ までに も数次 の点検伯 業を経て約550袋に整理 されてい るが、 今 回
は全拓本 につ いての調査 カー ドを作1戊し、 貞噴な)ミ術資料 と じご活川するたy)の方法 を検討 している。
本年度 は、すでに咋年度 まで に調 査の終 わ って いる龍門石窟造像銘記2,000枚にっいて、 その 目録 を完 成 す るため
の酋1備と して、『龍門イi%ri(の研究,―1q941年、 東ノ1化 研究所、京都)お よひ 「他門イ1窟碑 刻題記彙録」(1998年、龍
門 イi窟1り1究所糺i、中【kDに所載のイ1刻録 全文をテー タヘー ス化 したr,本年度 までに龍門石窟分 を含む約400袋までの
点検 を完 」'したC,
(2)室!II∫ii与イ℃ノkノる～lilii資*こi
本研究 は、室町時代の水!!.4plijに関す る基礎資料の整備をilli勺と して、1)作品 の調査 ・撮影、2)画家別の関係資料 と
研究 史の整理、 を中心 に外部の研究者の協 力を得 なが ら/1'!・ってい る。 また収集 した資料 はデー タベース化 を進めて い
る。
本年度 は、「Ill水墨の:… ・年 」展(栃 木県 、γ縛 物館 ・神4ミ川 県 、玩歴 史博物 館)お よ び 「禅寺 の絵 師 たち」展
(山li県、Dミ術食ill)に出隙 された1'hl"II約150点を調 査 し、基礎 デー タを蓄積 した。 研究会 は 「禅 寺の絵 師 た ち」 展及
び東福 ぴ所 蔵絵!llllO)調査(京 都府、京都国 、Z博物館協 力)の 成 果を踏 まえて 「東福 寺所 蔵 の肖像画 にっ いて」 「東福
寺の明兆 系1/1品にっいて 」の題で小 シンホ シウムを行 い、 また 「雪 村の印';切編イiこにっ いて」 の題で雪 村印の編 年の
緻密 化を巡y)た,,
研 究組織
○岡川 健(1)O隻術1劉≦)、島尼 *ジ〒(2)、)1・]「㍉り戎之 輔1(2)(以1臨
左'長楽王夫人造像記(495年)拓本

























































































































明治後期か らは美術団体が急激 に増加 し、小団体や短命であ った団体の なか に も日本近 代美術史 ヒ、IE要な動 きを
示 したものが多数認め られ る。 そのため、昨年度 は'11研究所の所蔵す る美術団体 目録の総 リス トを作成 し、欠 けて い
る ものを東京都現代 美術 館等の他機関 で複写 して資料収集 した,,本年度 も、 ひきつづ き資料の収集にっ とめ るとと も
に、本研究の成果を、「人IEIり瑛 術展覧会川llllll目録』(仮称)等 の1:1」行物 と して公 「1」す ることをめ ざ してお り、 その編
集 に先 、γっ作業 と して、すで に論 文や公 「り図 。°}のか た ちで報告 され ている美術団体 に関す る調査 ・研 究につ いての情
報の収集 もあわせて行 った。
また大1}期の動向を史的 に位置づけ るたy)の基礎研究 も・ド衡 してすす めた。本年度のその成果のひとつ として、 フユ
ウザ ン会、i∵q:社、春陽会等の 美術団体 で中心的 な存 在であ った1獅bi家木村荘八(1893～1958)の未公i:1」の 「n記」
があることがわか り、複写収集す るとともに、その 部 を購 入 し、保存す ることと した。 明治 末年 か ら昭和期の美術
史をあ とづ けるために、 貴重な資料 であ り、 その活 川 と公開 がのぞ まれ るため、1911iから13年までの 「日記 」 こ
冊 を試験的 に読み起 こ し、 デジ タノレ人 力を した、 この テー タは、 これ を所蔵す る小杉放捲記念 日光美術館 と共同で、
次年度か ら研究 協議会等を もちなが ら、その活 川と公開 にっ いて協議 をす るr定 であ る。
その他個 々の作家 ・作品研究 と しては、昨 年度 につっ き情報資料部 と」髪同で、作家の自筆文献等 のデー タベー ス化
をすす めた。今年度 は、高村 光雲(『 光雲Illl顧談』)、小山IE太郎(『小llllE太郎先生」)を デジ タル入 ノJし、 岡 田 モ郎
助、和 田英作 につ いて もr1筆文献人 力のたy)の準備伯'業をは しy)た、
また、美術部第:研 究室 で保管す る近 代)ミ術関係rL1料の整理 とテ ジタル化 につ いて は ド記の:項 にっいて着 手した。
(1)林忠it=.宛,1;:翰(約860通)のωi究と公開 を目的 に、 日仏の比較 文学 ・文化を 劇1[1とする小IIIブリジッ ト氏(武
蔵大学助教授)と 共同研究で読み起 こしとデ ジタル人力の作 業に着rし たC,
② 黒 田清輝宛 、1;簡の整理 と目録化を 目的に、黒 川が保管 していた名刺(約2000名)を データ人 力 し、 人 名索 引















その他個別的な実地調査 としては、 ド記の 一三ケ所においておこなった。
(1)堵手県立博物館が所蔵する萬鉄五郎の写生帳の撮影調査。
(2)佐野常民記念館(佐 賀県)に おける万国博覧会関係資料の調査と複写による資料収集。
(3)愛媛県美術館 ・今治市河野美術館(愛 媛県)等 で明治期日本画の作品調査をおこなった。
研究組織














図録の リストに基づき、昨年度から継続 して欠けている資料を他機関の協力を得て資料収集 した。
また明治後期から昭和初期の美術の動きを史的に位置づけるための基礎研究 も平衡 してすすめた。本年度 は、その
成果のひとっと して、 フユウザン会、 草i:社、春陽会等の美術団体で中心的 な存在で あった洋画家 木村荘八
(1893～1958)の未公刊の 「口記」があることがわかり、複写収集するとともに、その一部(「日記」、「生活帖」、「制
作帖」、「手帳」等43冊、関係図書81冊)を騎人 し、保存することとした。明治末年から昭和期の美術史をあとづけ
るために、貴貢な資料であり、その活川 と公開がのぞまれるため、1911年から13年までの 「日記」 三冊を試験的に
読み起 こし、デジタル入力をした。 このデータは、'㌦該の 「日記」を所蔵する小杉放雄記念 日光美術館 と共同で、研
究協議会等をもちなが ら、その活川と公開にっいて次年度から検討を チ定 している。
研究組織




録 目 會 覧 展 回 七 第
年 竃 和 昭 ・期 愈
日 六 廿 月 一 至 日 二 十 月 一 自
館 術 美 晦 京 束 ・ 園 公 野 上 於
白日会第七回展覧会目録 ・昭和5年






近代 の歌 舞伎 は俳優の世代 交代にIJ;・て、lr統な演技 の伝承が危 ぶ まれて いる,,また、制会の急 激な変化に伴 う俳
優の生活環境 や意識 の変化、観客の1嗜好 の変化、興行のあ り方によ って もその姿を変えっっあ る,,i演演 目の減少 ・
固定化 、演技 ・演 川の変質等がその例であ る、,こう した近 代歌棚 支の歩みの中での油技 の伝承にっ いて考察 し提 言す
るたy)に、記録 の作成 おまび11}】き取 り調 査を11'う、
成 果
俳優が演技 を伝 承 してゆ くiで 、 また研究 者が参考 とす る ヒで、舞 台写 し゜ iはr:'皮な資料 とな るものである。そこで、
近代歌舞伎の ・っの到達点であ るII({III.30～50代の歌舞伎舞台写 隻゜↓(石ll・雅 」孔氏撮1;杉・所 蔵)1.900コマ を フォ ト
CI)化した,、これによ'・て今 はLき 名優た ち(市 川猿翁、 卜 ・代lhl∫川IJli郎、尾L多 賀之 丞など)の 舞 台 姿を、 複
数の研 究 占が共同で研究で きるよ うにな っ鵡,こ の作業は本年度 も継続中であ る、,
衰退 の危機に瀕 してい るL方 歌舞 伎については、制 作 ・演 出に携 わる中川 芳 孔氏(関 西権}竹株式 会社常 務取締役)
か ら近 年 まで ヒ演 されて いた演 日の演技 ・演 出や、故人とな った脇役俳優の 嘱糸責、 占い型や技法 の現行 歌舞伎へ の導
人等についての聞 き取 り調査を11:ったi,たとえは、占い作品 や近1'.L演の絶 えて いる作品を復活 ヒ演 す る際 に、研究
者 によ る文学的 ・歴史的考察 もr:臨要だが、 ・ノ∫では興行 と して成 り、γっため に、現代の観客 に訴 え る、新 しい演 出が
たえず1:夫されな ければな らな い、 とい うよ うな課題 のあることが明 らか にされた、,
また近代の 音楽的演出を考察す るための ・和要な資料 で あ る、 芸能 部所蔵 の明治3()年代 ～大1E期前 半 の附帳 写真
282件を整理 して目録 をイノll成し、「芸能の科学」27に公表 した。 これ はr↑楽面 のみ な らず、当時上 演 され て いた作品
の検討 にも、おお いに寄 与す ることにな る。
なおi.記の成果 に関連 して、 フ ォ トCDや 附帳な どを今後 、資料 と して利川 する際 に問題 とな るであ ろう肖像権 ・
著作権等の扱 いについて、浅原恒 男氏(日 本俳優 協会 事務局長)を 講師 とす る研究 会を行 った。
研究組織














「仮名手本忠臣蔵1道 行旅路の花聲(石 井雅子撮影)背 景の違い
(左)9代目市川海老蔵(11代1ヨ団十郎)7代 目尾上梅幸(右)17代 目中村勘三郎7代 目尾上梅幸
〈1960年12月歌舞伎座〉 〈1977年11月歌舞伎座〉
`L:3
「翁」 の 技 法 集 成
(6年計lllliの5年次)
目 的
「翁」 は、現 在、能楽 師が伝承 し1'.演す る演11の中で は最 も占い芸態 を残 して いる。 しか し、従来 、 秘')Eとして扱
わ れ、譜 は公開 されず、流儀 差 も大 きいので、技法 の全容を捉え た研究 は行 われ ていない。本研究 では、 全役籍 全流
儀 の譜 を収集 し、比較総合 して 「翁」 の全体像 を把握 するこ とを目的 とす る。
成 果
今年度 は芸能部舞台 にお いて、小鼓 ノ∫朝荒曽和1ヘリ朗 ・曽和 尚靖、同 幸清流 幸清次郎 ・森沢 勇司、同人倉流人倉源次
郎、 同観 世流宮増純{氏 の翁 ・ 番 隻の演 奏を撮 影録 音L、 技法 に関す る聞 き取 り調 査を行 った。
また、 すでに収録済み のシテノ∫・1難」孔方の全流儀 ・全技法 の うち、T一歳 と こ番 曳を除 く 「翁」部分の所作 と噺fを










































































今U、 各地の無形民俗文化財保護行政において課題 となっている民俗芸能の復活再生方策に関 し、いくっかの伝承
事例にっいて、現地調査および資料調査を行い、現時点での調査検討結果の報告を 『芸能の科学』27に公表した。
文楽の伝承に関する研究(鎌 倉)
奏演者の稽占法の変質にっいて調査した。 太夫(語 り丁)・ こ味線 ともに国 、r.劇場で養成された奏演者が増加 した






復曲能(番 外曲の復活上演)、新作能、薪能 と称する野外能、他 ジャンルとの交流など、能楽 の現代的再生 の諸相
について考察 し、各種講座、研究会で発表 した。





























望まれている。本研究は、温度 ・湿度 ・照明 ・空気汚染をはじめとする広い項目にわたって、関係の研究者の協力を
得ながら、その測定方法や評価方法を検討 し、文化財の保存と公開活用に資することを目的とする。
成 果
本研究 は、従 来'11所の行 って きた文化財の保存の ため科学的 な基礎研究を充実 させなが ら、かっ現場か らの問題提
起を受 けて研究 を拡 充 し、研究成 果をす ぐに現場 に フィー ドバ ックす る、現場 との有機的 なっ なが りを重視す る形を
とってお り、毎年2回 、 研究成 果報告 および他機関 との辿携 のための研究会を開催 して いる。研究項 目は大別 して(イ)
文化 財収蔵 空間の空気環 境、(口)従来の保存]覧法0)見ll'1:し、(・9緊急災t-一,への対応の3つ に眼llをおいて いる。
本年度お こな った研究 会 は ド記 のとお りであるO
平成10年7月3日 テーマ:展 示 ケー スの今後の課題
平成11年2月19日 テーマ:他 機関 との研究 協ノJおよび連携
本年度第1回 目の研究会 は、(イ)に関 す る{、ので、特 に仮没展示 ケー スの問題を取 り ヒげた。欧米 の研究状況、実際
の被害 事例、現場 での材料選定の1F例、 オンタ イムの測定r法 、材料評価 の可能性 につ いて、 報告 を受 けて メンバー
で検討 を行 った。 この(イ〉につ いて は従 来、あ まり基 礎研究 が充実 していなか った保存環境研究 分野 であ り、別途文部
1科学研究 費の援助 を受 けて基礎研究 を行 って いた,,本年度 が科研 費の最終年次 であ り、'1榊月つ定 していた研究内容
を終rし たので 報告 詐を作成 し、特別研究 の研 究会 メン・・一 に対 して も配付 して研究成果 を公開 した、,
本年度第2回Hの 研究 会は、i.年度で'11初の研究r定 を終1'する本特 別研究の 今後 を模索 するためσ)もの で、本研
究の成 果を確認 し、 今後 の研究 協力の ありノノについ て検討 した,,国r.研究機関 の研究 者、 都道府県の行政側の管理者、
都道府 県 、Zおよび公 、Z博物館 ・)ミ術館σ)保存担'11占、私 、γ博物館 ・)ミ術館 における学 芸員など、 さまざまな 、γ場 での
制約 や協ノJの11∫能性 、 ネッ トワー クの充実の ノ∫向につ いて協議 した。基礎研究 と現場へ の即時 の成 果公開が 重要であ
ること、研 究 レベ ルと現場 での管理 レヘルの相違を ・「視す ること、現場 の保存担 当者へ の成 果公開 にあた って多様 な
丁法 が必 要であ ることを確認 した、,
研究組織
○{浦 定俊、平尾 良光、早川 泰弘、
石崎 武志、佐野 千絵、木川 りか
(以一L、保存科学部)










オ ゾン層 の保護のたy)、かねてよ りX化 財煉蒸 ガ スとLて 広範に川い られ てきたh化 メチ ルの全廃 時期 が1997年
9月 に2005年に前倒 しとなることが決 まり、 これに代わ るノ∫法が以 前に も増 して緊急 に求 め られて い る。 本研 究 で
は、 化学物質 をLと す る従>kのノ∫法 に変わ り、 文化財材 質に も影響 が少 な く環境や 人体へ の影響 も考慮 した文化財生
物 劣化防除 法の検討 ・開発を目指 し、具体的 な対処法の策定を目指 す ものであ る、,
成 果
1.展示収蔵施設 における総合的害虫管理法 の策定の準備
欧 米では害虫 、 カ ビなどの生物 被害 を単独 に考えずに総 合的な資料保存の 環 と して と らえ、 きめの細 かい対応 を
行お うとす る総合的害山管理(1['M(lntegratedPestManagement))o)考え 方を 博物館 等 で も採 り入 れ よ うとい
う動 きが既 に開始 されてい る,,今年度 は、総 合的 害虫管理 について、研究会や実地 見学会を通 して海外で実際 に この
方法が どの ように活川 されて いるか知 り、今後わが国の気候や システムにお いて はどの よ うな形のIPMが 可能 な の




殺虫法、:酸 化炭素による殺虫法の両方について、具体的な処理f:様案を策定 した。今後 は、実際に被害の出た材質




目指 し、昨年度より行っている顔料 ・金属に引き続 き、今年度より紙などのr材 にっいても試験サンプルを作製 し、
試験を開始 した。
研究組織

































中国 ・朝鮮半島 ・日本など、東アジア地域における1'f銅製作技術の発達、肖銅製品の生産 ・交流 ・消費の歴史を化
学組成や鉛同位体比等の自然科学的なノ∫法を利川 して、理解 しようとする。従来の考占学的な理解に加えて、自然科
学的な方法を応用 し、より幅広 く、占代のIlf銅に関する歴史的な変遷を解明 しようとする。
成 果
本研究 は5年 間を継続期間 とLてr一 した、,本年度 は第411:次に相当 した。 資料 は各時代の違 い、ll本、朝鮮半島、
中国 とい う地域 の違 いを反映 させた。 この ため本研究で は、
D中 国 における銅 資料。 中国 における銅 文明 に関 しては、西周il芋代の資料、商時代の資料 に関 して測定 を進めた。
今 までに測定 された各時期 ・各地域の資料 に関 して、 まとめ た,,これ ら資料の採取 ・測定 に は文部省科学研究費
の国際学術研究 費を利川 した,,
2)朝 鮮 半島の銅 資料。 朝鮮'卜島は政治ll勺、民族的 な感情 か ら も資料採取が非常に難 しか った。 これか らの問題 と
して残 したい。 それで も、朝鮮'卜島の資料 と して帯 金llに関 して、 発表す ることがで きた,,
3)日 本の銅資料。 日本 に関Lて 金属文化 は弥生時代か ら始 まるUそ こで本研究 にお いて は始めの2年 間 は日本の
弥生時代資料に焦点を しほ り、銅 剣 ・釦1矛などの祭器、銅蹴 ・銅釧 などの装飾品に関 して、 重点 的に きめの細か
い資料集め と測定 を行 った、 今年度を含y)た、次の2年 川 はllゴ墳時代資料 に焦点 を集め、 占墳 時代の出 上馬具や
銅容器な ど、多様化 し始めた1巳∫銅 製llil,に対 して測定 を巡y)ようと した,,
今年度 は日本の弥生時代資*1として、東京lkl、Z博物館1縣茂の銅剣 ・銅 矛など約50点 、 各県教 育 委ti会所 蔵 の銅 資
料約50点 等を初め と し、ICI墳lllf代資*1を含y)て約200点の鉛llljl、琳 比 を測定 した,、今後 も引 き続 き、 資料 集 め と測
定を続 ける。 で きれは化学組成を測定 ごきる%h料を採取 したい,,
研究組織
○'F尾 良光、 早川 泰リノ、(以 ヒ、保存科学 部)、井 ヒ 汀(東 京国 、r.博物館)、難波 洋(京 都lkl立}導物館)














環境汚 染の原因5二なる酸セ1雨なと ご、屋外に展小 〔⊂い る 之fヒ財か腐食 け'り 、建造物の 右1火鴇が溶 けるなどの被
害が急速 に増川 している、,これ らの被害の実態ll占1査を行 うととT')に、 力化L環 境ん 染の村[関関係 を把握 し、文化財 に
あ'・た1凋査法 およぴ修 復法 〔ノ)開/l」に関 よる研究 を行 う ものであ る
成 果
環 境 汚 染 物 質 が 文 化 財 に'採 る 影 響 の 、Jll査フ ィー ル ト と して 鎌 倉 巾 高 徳 院(国 宝 鎌 倉 大 仏)・ 奈 良 市 東 大t=(国 宝
金 銅 八 角 灯 籠)に 観 測 た1・一 シ1ン をILI1置して ノ.iガ ス や 酸 性 雨 σ賄 染 のll畳渡 と'この 季 節 的 変 動 及 び.=xl象と の 相
関 関 係 を 調 査Lて い る 、,
鎌 倉 人 仏 で は 、1998年6月 か ら1999年:31!の年'卜均 はpH4。7～4.51111度(あり 、 降 り は しy)の 雨 の 酸'性度 が 低 く
雨 が 降 る に した カ;_,一(:高くな る 傾1司を ノ」1戯
ま た 、lki宝東 大 ♂f金銅 八f「」灯 漉 の 修 理 に1'1'い、 化 学 紺 成 、X線Jllll査、 ク リ 一ー 一 ン ク ノJ法や 防nt=1'IJ処理 ノIJ7:など の 指
導 を 行 っ た,,と くに 、 防 錆 処PI!ノJ法にJい て は 各 柿 α)樹脂 や ワ ッ ク/,処理 をf1',た試 験 サ ン フ ルを キ ャ ス試 験 な ど の
腐 食 試 験 を 行 い 、 最 も腐 食1耐久 性 に 良 か っ た イ ン ク ノ ノ ・ク と カ ル ナ ハ ワ ッ ク ス を 併 川 し た 方 法 を 開 発 して 適 川 した 。
研 究組織
ICJ木繁人、川野邊 渉、松川 史朗(以i、 修復技術 部)












































































栃木県野木町の重要文化財 ・旧 ド野煉瓦窯の保存に関 して、煉瓦の劣化状況調査 と保存対策に関わる調査を行って
いる。同窯では、煉瓦壁表面に塩類が形成 されることに伴 って、煉瓦の表面崩落が引き起 こされているが、調査では、
その表面崩落のメカニズムを解明することと、それに基づ く保存対策の策定を試みている。
成 果
まず、塩類の成長後退の季節変化をモニ ターした結果、表面の白色物質 として観察 される塩類は、冬場に多 く夏場








・煉瓦表面における塩類の分布鼠は、おおよそ廻 りの湿度のiド や含水率の ヒドと整合的に変化 し、冬場には湿度
が低下 して含水・郭が低 ドして塩類の分布が増 し、夏場には湿度が ト昇して含水奉がL昇 して塩類の分布は減少す
る。
・しかし、壁面崩落峨の増減は、塩類の分布変化とはそれ 程相関せず、む しろその増減は、蒸発猷の変化 と類似
した変化を示す。
このことか ら、壁面崩落は、単純 に環境の乾燥化に伴 う塩類の表面への析出だけで引き起こされるのではなく、む
しろ温度上昇 も関係 した湿度と温度の兼ね合いなどによる蒸発吊増加によって、埼類の析出フロントが煉瓦表面から
煉瓦内部に移行することに伴 って引き起こされるか、あるいは ・旺表llliに析出した塩類rl身が水和する際などの結晶
変化に伴 う体積膨張や既存の塩類の潮解 ・崩落に伴って引き起 こされているかであろう。






また、地盤及び窯本体の精密測鼠を継続 し、それらのデータは極めて安定 しており現状では短期間に大 きな変形を
起 こす可能性は低いことが明らかになった。その一方、温度変化によると考えられる鉄製枠の伸び縮みによって煙突





○増田 勝彦、青木 繁夫、川野邊 渉、早川 典子、加藤 寛、井lI智 ∫(以 ヒ、修復技術部)
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成果を修復現場 において活用することを目的 とする。建造物修復で使用される金具に施 され る焼付漆の技法にっいて、








っいて検討 した。伝統的技法としての漆の焼 き付けの理由は 「常温乾燥では金属に対 しては付着製が悪 く、膜が剥が
れて しまうため」であったが、実験の結果、耐候性試験では常温乾燥 も含めたすべての焼き付け条件で剥離は起こら
なか った。伝統的な焼 き付け法は、炭火を使川 していたために低温焼 き付けを行えなか ったが、120℃で4時 間の焼












めている。 しか し、従来 この分野の研究は国内でも ト分に行われてお らず、詳 しい調査もできていない。
輸出されてか ら百数i・年を経過 して、損傷が顕著になってきたことか ら在外日本美術修復協力事業の対象 として、
近t町二芸品が日本に来る機会を捉えて調査を行 うものである。
成 果
平成10年度は、 ドイツの2ヵ所の美術館か ら3件の輸出漆J二品を継続 して修復事業を行った。 さらに、アメリカ・
メ トロポリタン美術館から4件の武器武具類を輸入 して修復を行 った。
昨年度、ケルン東洋美術館の 「瓢箪蒔絵鞍」は、解体後、雁皮紙の小片を糊付け して塗膜の仮止めを行い、表面全
体のクリーニングをした。今年度は、螺釦i'F文を貼 り戻 し、表面と膜の強化を行って組1vる。また、「桜蒔絵器局」




分から口縁、筒、台の3部分を別々に作 り、組み合わせていることが確認できる。 この作品は、1721年のイ ンベ ン
トリーの最初に紹介 される。すなわち、アウグス ト・ス トロングによって注文 された、製作年代の明 らかな作品の一
っである。陶磁器の形状を模すために特殊な木地構造で作り上げたことがうかがえる。今年度は、破損 した口縁部の
木地の復元と塗 りを行い、展示効果を復旧する。





年度は、乾燥によって破損 している木地を張 り次 ぎ、円筒状に復す。その状態で麦漆を使用 して接着する。野郎形兜
は、17世紀初頭の製作で、左右の吹返 しの ヒに手甲と思われる金具を止あている。後世の修理で取 り付 けられた も
のである。今年度は、鉢、 しころを解体 し、吹き返 しの上の金具を外す。欠失 した眉形としころの波形の復元を行い、





○加藤 寛、川野邊 渉、ff1一川 典 チ(以i、修復技術部)





昭和61年(1986)、東京国立文化財研究所 と敦煙研究院 は、莫高窟壁画、彩塑の保存 ・修復 に関す る共同研究 を開
始 した。 本研究 は、保存 ・修復技術 を確 、r.し、将 来にわ たって理想的な保存 ・修復が行わ れる事 を最終 目標 と し、 平
成2年(1990)12月には正式 に合意 書を交わ した。'F成3年(1991)4月か ら合意書 に則 って、環境 ・病害 ・修復材
料 の3っ の研究班を組織 し、 日中共 同で調 査研究 を行 ってい る。 また、'F成8年(1996)からの第2期3ヵ 年共llil研究




文化庁長官裁定 「敦煙文化財保護に関 す る協力'14実施 要項」 に もとづ き、第1回 「敦煙 莫高窟壁画保存 協力 者会
議」 が10月21口 に開かれ、第ll・1訪中団が昭不ll6且11'.(1986)11月9f1から20日まで、 北京 、 蘭州 及 び敦IF{1:を訪
問 した。以降、 平成2年(1990)までの5力 年 で、協力 占会議 を6回 開催 し、訪ll1団を7回 派遣 した。
平成2年(1992)12月26it付けで、当研究所 と敦煙ω1究院 の間 で、合意 、ll「敦煙 莫高窟第194窟、53窟の保護 に
関するFl中共 同研究」が作成 され た。
第1期
平成3年(1991)～'1え成7年(1995)
平成2年(1992)1211に作成 された合意Ilに基 一)き、'1孔成3年(199Dか ら5力 年 を第1期 と し、 第194窟 と53
窟を フィール ドと して研究 を進 めることとな った、,
日本側研究者は、年間2回 敦煙 をnノ」問 し、調 査、測定、試料採取 を行 った,,Lに、 温度 、湿度、 日照 などの測定機
器の設定、設置、デー タ読み出 し等、 また、病害原因1り院 の たy)の試料採取 を行 った,,
平成3年(1991)5月 と10月の訪 中を含y)て、'1'成7年度(1995)までに計101111の訪IPを行 うとともに、 敦 煙研
究院保護研究所の若丁研究 者は、年間2名 が3ヵ 月間 当研究 所で研修を行 ったfl
協力者会議 は、'1城6年 度(199)ま で3回 開催 した、,
平 成5年(1993)10月 に 、 敦 煙 で 開 催 さ れ たlkl際シ ン ポ ジ ウ ム 「ConservationofnncicntSitesontheSilk
Road」にお いて、共同研究2件 を発表 した、,
平成8年(1996)2月に奈良において、国際 シンf,.シウム
表 を行 った。
「敦煙莫高窟の保存 と関辿の研究」を開催 し、4什 の発
第2期
平成8年 度(1996)～'1え成 0年 度(1998)
平成8年(1996)11月11日作成の合意 、重1;に基づ き、第53窟 をフ ィー ル ドとし、修復材料 に関 する研究 をメ髪同テー
マと して、年 間1回 の訪中、敦煙側研究者の'且1研究所で0)年1昌j2名の2ヵ 月間研修を含み、3力 年継続 して い る。 本





2.赤 外写 真撮影 およびCCD赤 外 カメラに よる、彩色 ドo)変更や ド描 きの探索 を行 ったが53窟 で は発 見で きな
か'・た、,
3.補 修川擬 ヒのノ1髪礎試験用に、現地で補修川擬LO)試料作成 を行 った、,
4.ド 地強化の使 川樹脂 及び技術選定 のたy)の、実験 を、来 日す る敦煙{i耳究 員職t!と東文研で行 一・た。以 ド、3年
川継続,,
5.川 語集の作成 のたy)、語彙 を敦煙研究院 の論 文、 報告ll}から収録 し、意味の記述 を敦i側 に依 頼 した。東京国
、/.X化財研究所 では、 日!'LIII1の語彙の収集 を巡y)た、,以後3年 間継続 す る、,
i成9年 度第2年 次:
1.53窟壁 画の"」二i°工測htを測 墳専lllカメラによ り撮 影す るとともに、撮影地点0)測lllを行 った。
2.壁 画修復 ノIJ(の調 査と して、敦煙研究院 で行 っている修復 方法を、 ビデ オ撮 影 と記録 と して、編集 した。
3.合 成樹脂 によ る試験 施行 を、53窟北壁 ド部0)・部で テス ト施 行(以 前敦畑 肝によ る処 置 が行 われ た箇所)で
行 った。
4.足 場 を設置す ることな く、高所 を調 査、撮影す るための装置 を開発 し、53窟で テ ス ト撮影を行 った。
平成10年 度、第3年 次:
1.現 地 で写ICI測駄を行 一・た壁面 にっ いて、損傷地図 を作成 した,、
2.¥/の ド地 のi壌 学 的検討 として、粒度分 布、 含水比、 水分蒸発、収縮限罪、液性限界、 ・∫塑性 限界、混 合物
等の調 査測定 を行 った。
3.コ ンピュー タによ る当初画像 の復原(色 、図像等)の ために、非接触遠隔測色計 による彩色部分 の測定を行い、
顔料分析 の結 果 と合わせて、ノ1寒礎 デー タを作成 した。











おり、 これはアジアの文化財の保護にとって無視で きない問題である。 この問題は国境を越えた問題であり、アジァ
全体の問題でもある。 これ らの国々と協ノJして文化遺産の保護を進める必要から、1995年(平成7年)度 か ら韓国
国立文化財研究所 と共同研究を開始 した。
成 果
日韓 で文化財 に対す る環境汚 染物質 の影響 を比較研究す るためには、 その基礎 にな る測定方法 を共通化 す る必 要が
ある。 協議の結 果、測定場所、測定項 目、分析 手法 などの共通化 が図 られ、1996(¥1/_成8)年か らソウ ルi,sit福宮 内 に
あ る韓国国立文化財研究所屋Lと 徳寿宮内 にある観測 ステー ションお よび暴蕗台を設置 して観測を行 ってい る。
暴露試験 台において は、金属や人理イ1の共通仕様の サ ンプ ルを共通試験方法で耐久性、試験を実施 して いる。
研究組織
○増 Ⅲ 勝彦 、1曾f木繁夫、川野邊 渉、 大竹 和、松 川 史郎(以i、 修復技術部)






一 デー タの共有化 を中心 と して一
(11年計画の第10年 次)
目 的
人文科学 研究 にお ける学術 デー タベー スの構築例の増大 と、 パーソナル ・コ ンピュータの普及に ともな う研究者個
人によ るデ ー タ生産の 日常化 とが近年顕著で ある。一 方、多様 な目的 ・種類 に有効利用で きるデー タベー スの利 用環
境が充分 に整備 されてい るとは、ζいが た く、 デー タの生産 ・利用 に関す る具体的 システム像を多角的かっ総 合的に検
討す ることが強 く求 め られて いる。本研究 は、 こうした視野 に 、1.ち、 美術史の舷礎資料の デー タベ ース化 と、広範 な
研究者 による相 圧利用 システムの確 、γを通 じ、資料 の共有化 と研究 支援環境 の整備を具体化す ることを 目的 とす る。
本研究 は'}%成10年度 を もって終rす る ア定であ ったが、'r成12年度の新営移転 にと もない新た なシステ ム環境の
検討 ・構築 など、本研究 と関連す る課題が残 されてい るため、'r成11年度 まで継続 す ることに した。研究 の総括 は、







『日本美術年鑑』のデータ化を継続 し、5年分5冊(昭 和44年～48年)を入力 した。 また昭和61年以前の
近代美術関係展覧会情報、同カタログ ・冊 子のデータを入力 し、新営以後の受け入れ作業の準備を進めた。黒
田清輝及び白馬会関係資料 として、高村光雲 ・小山正太郎の自筆文献資料を全文テキス トデータ化 した。中国
1由i論の中から 『画品叢書』について全文テキストデータ化 した。
・画像データ
4×5インチ ・カラーポジフィルム(2500件)をデジタル化 し、CD-ROMを作成 した。
・近代美術frr資料の所在調査ならびに収集
明治期展覧会及び万国博覧会等に関する資料について、佐賀県立図書館、佐野記念館、鍋島報敷会徴古館、
福岡県 、r.図書館、長崎県立図書館、京都府、ヒ総合資料館、京都市美術館で調査 ・収集を行 った。
・貴重美術雑諒等のマイクロフィルム ・CD化
経年劣化の著しい明治 ・大正 ・昭和初期の貴電雑誌から、『美術新論』にっいてマイクロフィルム化をお こ
ない、また明治～昭和初期の美術界関係逐次(=1」行物(E什1」美術通信他)をCD-ROM化した。
・芸能関係研究文献目録の作成
芸能関係研究雑認の中か ら 『謡曲界』にっいて掲載文献をデータ化 した。
(2)パイロッ トシステムの構築
・データベ ースの運用 ・評価
定期 同行物所載 文献 デー タベー ス及 び所蔵図 一#rデータベースは継続 的に運 用中であ る。
・ローカルェ リアネッ トワーク システムの整備 ・巡川 ・評価
マ ッキ ン トッシュ機 とウイ ン ドウズ機 を併川す るネ ッ トワーク環境 の整備 を行 うとともに、異機種 間のマル
チアクセ スが;」能 なデー タベー スの運 用にっ いて実験 を行 った。
・画像 デー タベ ース構 築のための基礎実験
プロフォ トCDマ ス ターに人力 した画像につ いて、1【hi質・容 肚等の諸条件 を検討 する とと もに、 フ ィルム ス
一37一















学術情報セ ンター ・国文学研究資料館など学術利川を目的とする各種データベースの利川を通 じて、将来の
インターネッ ト環境における所蔵データベースσ)公開に向けた諸条件を検討した。
(4)平成12年 度 の新営 に伴 うMfr備
新営 以後の ローカルェ リアネッ トワー クの環境 について、 その スペ ックを検討 する とともに、 具体 的な設計案
を協議 中であ る。情 報資料部の管理 す る図itや新営以後 に新 たに管理 すべ き図(rri・カ タログ類 にっ いて は、新た
な デー タ化や既 存 デー タと図1琴類 との照 合作 業を進 めてい る。情 報資料 部が現在管理 している既存 デー タの新た
な ネッ トワーク環境 にお ける管理 と活 川0)方法 ・手順 にっいては、本研究 で作成 したパイ ロッ トモデルを参照 し
なが ら、適宜、 協議を行 ってい る。
研究組織
○米倉 迫夫、鈴木 廣之、島尾 新、)1手誠之輔、勝木、レ 郎、津川 徹英、中村 節f(以 ヒ、情報資料部)






本研究所に蓄積 される研究資料 は多様な分野に及んでいる。 これらの資料群は順次データベース化が進められてい








けて見通 しをっけることがで きた。また、既刊の 『日本東洋iii術文献U録 ・昭和11年～40年定期刊行物所載』 の
続編刊行を目指 した作業の開始が次年度に 並定 されているが、本研究の成果はこのための有力なモデルになるものと
期待 される。
(1)サンプルデー タと検索項 目
情報資料部文献資料研究室が各種定期刊行物か ら逐次的 に採録 して いる記事 デー タの うち、1993年か ら1995年に
わたる3力 年の1二1」行物の記事3,768件を取 り1二げてサ ンプルデータに した。個 々のデー タには基本 的書誌 デー タの ほ
か、記 事内容 に応 じた① ジャ ンル別 コー ド(美 術 工芸 ・建築 およびその他の分野 を含む)と ②国別な い し地域別 コー
ドな どの コー ド類 が採録 の段 階で付 け られてい るが、今回、検索 の効率化を はか るため に③見出 し語 と④ グル ープ見
出 しの2項 目を新 たに付加 した。
(2)見出 し語 とグルー プ見lllし
見出 し語 は、記事内容 に応 じて適宜付加 した もので、 主と して固有名詞を選んであ る。 また、 グルー プ見出 しは、
見出 し語の種類を特 定す るための もので、 「作者」「神仏」「産地」な ど28種の用語を選 んだ。サ ンプルデー タには、
たとえば 「作者_狩 野探 幽」「神仏_阿 弥陀」「産地_萩 焼」 のよ うに記述 されて いる。
(3)データ検索 の効率化
サ ンプルデータ3,768件のほぼ50%に ④ グル ープ見出 しが付加 されたので、① ジャンル別 コー ドと②国別 ・地域別
コー ドとの組合せに よって高 い検索効廓 が期待 で きるよ うにな った。 また、① ～④ の4項 目すべての値 が一致 する重
複 デー タの件 数を低 く押 さえ ることがで きた。 グループ見出 しに選ばれた川 語の見直 しな ど今後の課題が残 るものの、
以一1:のよ うに検索項 目を整備 した結果、4/15000～5万件規模の デー タ件数を処理 する場合で も、十 分に対 応 で きる
だけの見通 しを ほぼっけ ることが で きた。
研究組織





美術 史研究 においては、 い うまで ≠,なく作品 に関す る視覚情 報が 弔要 になる。 一・ノ∫、近年の コ ンピュー タ開 発は、
デ ジタル画像 デー タの利川 をロ∫能に して いる 、デシ タルplij像は、高性能 コ ンビ3_タ 処理 による活用 によ って、他の
方法 によ っては得が たい能 力が発揮 され よ"1,,本研究 は、将 来の実川化 をに らみ なが ら、 デジタル画像 デー タベー ス
を中心 にすえた1由i像デー タの蓄積 と活川 にっ いて 見通 しをっ けようとす るもので ある。
成 果
1)4×5カ ラ ー ポ ジ フ ィ ル ム の テ シ ク'レ化
昨 年 度 に 引 き 続 き 、 写 真 資 料 研 究 室o)1't;'itiJる4・5イン チ 判 カ ラ ー ボ シ フ ィ ル ム か ら プ ロ フ ォ トCDマ ス タ ー を
作 成 し た 。 本 年 度 は 、2,500枚の フ で・レノ・を 、ベ ノJし、 既 に 登 録 さ れ て い る カ ラ ー ポ ジ フ ィル ム7,500枚0)デ ジ タ ル 化
を 終rし た 。
2)X線 フ ィ ル ム の デ ジ タ ル化
昨 年 度 に 引 き 続 き 、 科 学 研 究 費 ラ ー クへ 一 スil賄 費 に よ る 「有 形 文 化 財 テ ー タ ベ ー ス 」(研 究 代 表 者 東 京 国 、Z博
物 館 資 料 部 ・ll°lj見沢iリ1雄)に 参11111、X線lli11像のCD-ROM化 を 巡y)た 、,今年 度 は700枚 を 人 ノJした,,ま た 、 絵 画 関
係 のX線 フ ィル ム 約X1,0001'トに ・,いて ・一 タ ヘ 一ー ス化 を 終 え た、,
3)「1原氏 牛勿 一'li`lill,1,会巻 」 の 払藁景三と【lll1像〔ノ)ノシ ク ル 化
受 託 研 究 「源 氏 物 語 絵 巻 の 調 査1に1、 り 、 徳lll)ミ{'lll館蔵 「源 氏 物 語 絵 准1に')い て 赤 外 線 ・X線 写 真 等 の 撮 影 を
行 い 、 画 像 の ・部 は デ ジ タ ル 画 像 化L、 蛍 光X線 分 析 の 結 果 笛 と 総rヤ し て ズーvfq,r析を 行 う 準 りlliを巡y)た 。
研究組織
O島尾 新、米倉 辿ノく、鈴木 凪之、
伊與田光宏(客 員研究員)






',川筆 四 季lll水図(東 京国 、°1博物 館)の 館 蔵U」































































する報告を行っている。これ らの報告やセ ミナーの場で交わされた議論は、アジアセ ミナープレプ リント(予稿集。
英文)お よびプロシーディングス(報告書。和文、 一・部英文)に収録されており、プレプ リントについては順次整理
し、国際文化財保存修復協力セ ンターのホームページ上で公開 している。また、セ ミナー参加者から提供された各国
の文化財保存に関わる研究機関や法律、文化財そのものに関する資料を収集、整理 している。
平成10年度のセ ミナーは、「第8回 アジア文化財保存セ ミナー一アジア地域の世界文化遺産:考古遺跡 の活用 しな
が らの保存一」として、アジア9力国の文化財保存の専門家と文化財保存の3っ の国際機関の代表者を招いて平成
11年2月に奈良で開催された。セ ミナーでは世界文化遺産 リス トに登録されている遺跡を中心 とした遺跡の保存 お
よび保存のための活用のあり方について調査、討議が行われた。5日間にわたる議論の結果、アジアにおける世界遺
産の保存に関す る勧告(Conclusion)がまとめられ、国際文化財保存修復協力センターのホームページ上で公開 さ
れた。また、本年度には、平成8年 に実施された 「第6回 アジア文化財保存セ ミナー:考古遺物の保存」の英文プロ
シーディングスが刊行された。
また、 タイ、パキスタンなどにおいて遺跡や遺構の現地調査を行 うとともに、専門家との協議を通 じて、当該国の
文化財保存に関する現状や問題点に関する情報を収集している。
国内監亨門家か らの情報収集





インターネッ トを利用 して、世界各国の文化財保存 に関 わる機関 や、文化財関連 の情 報を掲 載 したホー ムペー ジの
情報 を収集 して いる。 収集 ・整理 した結 果の一iiは、国際文化財保存修復協力セ ンターの ホー ムペー ジで文化財保存
関連情報 リンク集 と して公開 してい る。
研究組織
○宮本長:郎 、西浦 忠輝、松本 修白、朽津 信明、人久保政博、 ㌦神 葉f
(以L、国際文化財保存修復協力センター)
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本研究 は、屋外イ1(レンガ)造 文化財の劣化原因、過 程を地質学 、岩石学 、鉱物学 的に検討す るとともに、気象環
境 と劣化原因 との因果関係を 考察 〔、 さらには実 際の保存修復処1ドllにつ いての実験 な らび に応川研究を行 って、保存
修復対策 につ いての基礎的 デー タを朱積 〔、 イ1ならひに しンガ造 文化財の保 存技 術を向Lさ せ ることに よ って、文化
財保存 に貢献す ることを 目的 とす る
成 果
洞 窟 、 磨 崖 仏 等 の 調 査{りil究を 行 《 い る か 、 北 海 道 余 巾 町 、 国 指 定 史 跡 ・ フ コ ソへ111rl窟に お い て 特 に 詳 細 な 調 査 を
行 ・た,,こ れ ま で の 調 査 で 、 緑 色 微'1物 の 伺1「r、黒 色U)マ ン カ ン酸 化 物 の 沈t,ど が 保 存Lの 問 題 と して 考 え られ た,,
こ れ ら は い ず れ も水 の 影81dJsがあ る いD腸1＼ ね!'!'v)、洞 窟 内 外 で の 含 水 率 変 化 を 連 続['1動。卜測 した,,そ の 糸lli果、 洞 窟
の あ る 岩 体 に 水 が 染 み 込 む 状 況 を 考 そ る ㌧、 雨 ノ}G、り ち融 雪 水 の 方 が 遥 か に 多 肚 に 浸 透 し て い る こ と が う か が え た 、,
従 、て 、 保 存 対 策 と して は 、 融 雪 ノkの浸 透 ん 冷戎1る こ1二か 考 え ら れ る、,たた し、 洞 窟 内 の 含 水 率 変 化 は 洞 窟 外 ほ ど 顕
著:では な く、 実 際 に 水 が 供 給 され る 経 路 ウ 、 《 … ク でム ノクの よ う な も の は 判 ・て いr;い の で 、 今 後 引 き続 き 調 査 す
る こ と に よ り 具 体 的 な 保 存 対 策 を 模 索1る.1、 た 、 緑 色 微 生 物 に 関Lて は 、 ノk以外 に)回)問 題 も 関 係 して い る と 考 え
ら れ る たy)、 そ の 微 生 物 を 特 定1、)Y.学 的 個 質 ろ・調 へ る こ と に1:り 、 生 物 の 繁 茂 〔 に(い)レ 原 お よ ぴ 公 開 環 境 を 考 察
Lて い るo
祐{、1;、しり,髪/J＼lf,jlli∫、 【k甘旨定 史hl亦.揮三「;llゴr;1'で6f」1、ζ『,i;t_、〔τ'ナ∫fl二2―ノく∫lr㌧≡、J占jfやtイ～三i」㌦一)ノこ、iIP瞥1ド1ノ、冒Clk19801:イヒ1こf呆イ∫ll毎ll蔓L」ボ
が 行 わ れ て お り 、 そ の 後 の 状 態 調 査ll,二1」 た1,の て あ る 特 に 析 出 塩 炎IIの分rll李節 変fヒを 観 察 〔、 併 せ て 周 辺 環
境 を 調 査Lた,,そ0)結 果 、 塩 類(t蒸 発 吊 か ノ＼、＼:な る 欣 か ら 冬 に か け て 増 加1、 」∫臼'蒸 発 吊 の 小 さ い 夏 に は 滅 少 す る
傾 向 が 見 ら れ た,ま た 、 宕 体 の 含 水 率㍉川1冷rか∴ 、 改 築 さ れ た}影屋 しノ1)外側 か ら 部 ノ}(,り・供 給 、れ る こ1二に よ 一・て 、 こ の
よ う な 現 象 が 起 き て い る こ と が 観 察1`た,た!'[、 塩 類 のlll出IIIは1%r'f;1棚ll以前 に 」レ ・⊂格 段 に 滅 っ て お り 、 保rf
illl:U)交ヲJ果:はlo余11'.が糸盲過1て'、iり>lllll!l＼ね 、:い!1、1...'1'fitfiされ る、 Lノ'、1櫓li'fノ、〔・)i協、『h乏外 〔ノ)岩に'突駈ミ1'1勺1こ〃色 さ
れ た 保 存 処 置 の 効 果 を 観 察 〔 た,'ね け 、 伺1、な い 宕llq面に 仮 想 右1ノ、る 想 定 〔、 ぞ の 周 り に孔 を3'・け て 擁 水 性 シ リ コ ー
ン樹 脂 を 注 人 、 含浸 し、 宕 体 内 部 に 擁 ノ団 ギドレ句i三成1⊂ 、 地 中 ノkの浸 ぺ をlslLilる二iに1、,て 仮 想 石 仏 の 劣 化 を1坊IL
す る 試 み で あ るU10余 年 が 経 過[!・ 段 階 ⊂ 、 仮 想 イ1仏llllは1"1の部 分 に 比 へ ・二突li口 た 形 、1」il保r∫さ れ て お り 、 含
水 率 も 周 り の 岩 体 に 比 へ て 著Lく 低 い 状 熊 に 矧 持 さ れ て い た,'11初の 目 的1、{・,・た 川 中 ノkの浸 人 をll巨止 す る と い う 効
果 はi・分 に 達 成 さ れ て い る と 評llllレ＼ね る,た た 【 、 樹 脂 含 浸 を 行 わ な か,た 地 人 面 伺 近 ほ 、 含 水 率 が 高 く、 表 層 が 崩
落 し後 退 して い た。
研 究 組 織
○ 西 浦 忠 輝 、 朽 津 信 明 、 宮 本 長
保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)
イ臼[r奇正覧,iL'く(で呆イr不斗'学菖19、拳公・4＼
渡 辺 邦 夫(埼E人 学)、 尾 崎r













屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化と保存修復に関する調査研究[海 外]
(10年計Illliの第8年 次)
目 的
屋外石(レ ンガ)造文化財は建造物、遺跡等世界のL要 な文化財であるが、その多くが現在崩壊の危機に瀕 してお
り、保存対策の策定が急務である。本研究は、海外の屋外石(レ ンガ)造 文化財の劣化原因、過程を地質学、岩石学、
鉱物学的に検討す るとともに、気象環境と劣化原因との因果関係を考察 し、さらには実際の保存修復処置にっいての
実験ならびに応川研究を行 って、保存修復対策についての基礎的データを集積 し、石な らびにレンガ造文化財の保存
技術を向1さ せることによって、世界の文化財保存協力に貢献することを日的とする。
成 果
タイ国 のス コー タイ遺跡、 アユ タヤ遺跡等 において、環境条件 と劣化現象にっいての測定、解 析を継続 的に行 って
きている。 スコー タイ遺跡 では ス リサ ワイ、i-.1'院、 スリチュム 、i・.1'院での気象観測 と解 析を行 ってお り、 また、 ス リチュ
ム 寺院 人仏 の保存 に関 わ る水分 の影響 につ いての測定 とコ ンピュー タシ ミュ レー シ ョンを行 った。 その結 果、地中水
よ りも雨水 の影響 が遥 かに人 きい ことが確認 された。 更に トラパ ン トンラ ン寺院の保存修復 パイ ロッ ト事業を開始す
べ く'JFIJU調査 を行 った。 アユ タヤ遺跡 では ラチ ャプラナ 、畳f院での気象観測 と解析を行 ってお り、 またマハ ター ト寺院
を フィール ドとした レンガ造構造物 の劣化 と水分 の挙動 につ いて の調査、測定、解 析および コン ピュー タシ ミュレー
ションを行 った。 その結 果、雨水が滞留す る場所が集中的劣化(塩 類風化)を 起 こす ことが明 らかに されっっある。
また、東北 部 クメール石造遺跡 の劣化 と保存修復対策 に関す る調査 を継続的に行 ってい る。
パキ スタン国ガ ンダー ラ遺跡群 の調 査を行 った。 ガ ンダー ラ遺跡で は雨水が劣化 の主 原因 であ るが、確 た る保存対
策はな く、 当面の維持策 が課題 であ る。 ガ ンダー ラの ラニガ ト遺跡 にお いて、建造物遺 構への雨 水の浸透 を防止す る
ため、粘f:によ るキ ャッピ ング技術 について、現場実験 を行 って いる。粘土 と擾水性 シ リコー ン樹脂 および強化用 ア
ク リル樹脂 を併 川す ることによ り、良好 な結果:が得 られて いる。
中 央アジァ、 ウズベキ ス タン国の 日 レレンガ造仏教寺院遺跡の保存修復に関す る調査 を行 った。 日干 レンガは水 に
弱い ため、遺跡 の多 くが崩壊、 消滅 しつつ ある。応急的 な処置が必要であ る。
その他 、 カ ンボ ジアの ア ンコール遺跡群、 イン ドの ア ジャンタ、 エ ローラ石窟群、 イ ランのペルセポ リス遺跡、 ト
ルコの ゴール ディオンMM占 墳等 の保存修復 に関す る調査を行 った。
研究組織
O西浦 忠輝、宮本長:郎、松本 修自、朽津 信明(以L、 国際文化財保存修復協力センター)





1.■ ■■ ■ 一
㌣ 畦纏 賦゜ ∵
























6・r:.,:=ご1射 ㌦ ダ 健'










栃木県、重文 ・旧下野煉化窯などのレンガ造建造物をフィール ドにして、 レンガの劣化に関する基礎的な調査、研
究を行った。 その結果、一口にレンガの劣化 とi・ryっても、そのもとの物性によって劣化挙動が大きく異なることが判 っ
た。塩類風化を例に取れば、一般に、透水性が大 きく、保水性が小さいものほど劣化を起こしやすい傾向が観察され
た。すなわち、「レンガの劣化」とか 「レンガの保存対策」 という一元的な発想ではなく、保存対象の レンガの劣化
状況を詳細に調査するのはもちろん、そのレンガの物性を正確に把握することが必要なのである。っまり、 レンガの




ンガの物性に応 じた劣化 しにくい環境を特定 し、その環境に近づけることが必要である。この観点か らの調査、研究
を現在進めている。
海外においては、タイ国のアユタヤ遺跡を中心に同様な調査を行い、日本の事例との比較を行っている。 アユタヤ
遺跡の中心であるマハ ター ト寺院の一部の特にレンガの劣化の著 しい箇所をフィール ドとして、含水量の変化と塩類
の析出にっいて継続的に調査、研究を行 っている。水の供給は雨水であり、雨水が滞留 し徐々に蒸発する場所で塩類
風化が起こっている。従って、 レンガ構造物内の水の挙動を知 り、雨水が滞留 しないよ うに排水を調整することが保
存対策として重要である。地下水(地 中水)の 影響はこの場所に関する限 りほとんどない。 アユタヤ遺跡内に レンガ




○西浦 忠輝、朽津 信明、宮本長二郎、松本 修自(以上、国際文化財保存修復協力セ ンター)
石崎 武志(保 存科学部)、松本 健(国 七舘大学)、肥塚 隆保(奈 良国立文化財研究所)
渡辺 邦夫(埼 玉大学)、尾崎 哲二(青 木建設)、三田 直樹(地 質調査所)
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定 した。銀品位は13～80%にわたり、表面に銀色光沢を残 しているものから、黒色化が著 しいものまで様々である。
これらの資料すべてについて、表面のごく一部を精密 ドリルで研削 して(約 φ1mm、深 さ約0.5mm)金属面を露
出させ、その部分の化学組成を蛍光X線 分析法によって測定 した(入射X線 ビーム径:φ0.2mm)。同様の条件で
測定 した表面黒色部分の結果と比較すると、金属面露出部での銀濃度は黒色部分の銀濃度に比べて一様に低 く、従来
言われていた銀品位の値は両者の中間に位置する資料が多かった。一方、銅および鉛の濃度はまったく逆の傾向を示
し、金属面露出部の方が高い値を示 した。 さらに、黒色部分の測定では多くの資料か ら硫黄が検出され、 これが黒色
化の原因の一つであると考えられた。










紙本や絹本などに生 じた 「汚れ」は保存に大 きな影響を持っだけでな く、修復作業時にその拡散や変質 ・固定によっ
て作業を困難にし、文化財そのものの価値 と寿命に人きな影響を与える。「汚れ」に関 しては、従来か ら種々の分解
物の混合物であろうとの類推が成されてきたが、その化学的な組成や原因物質などについて系統的な研究が行われた
ことはない。また、自然科学的な意味での 「汚れ」すべてが文化財上から除去の対象 となるものであるか必ず しも明
確ではない。自然科学者と文化財関係者の共同研究によってその境界が少 しでも明らかになることは文化財保存技術
により多 くの選択肢を与えることとなる。本研究では、「汚れ」の発生原因 ・機構を解明 し、文化財に及ぼす影響 と
文化財 上での挙動に関する基礎的なデータを収集する。さらにそのデータに基づ き、文化財の質による 「汚れ」の処
置方法を開発 しようとするものである。
本年度は、紙本か ら水を用いて 「汚れ」を採取 し、分析を行 っている。SEM写真によると 「汚れ」の部分 と通常
の表面には明瞭な違いが認め られ何 らかの物質が薄膜Lに 分布 していることが確認できる。 また、「汚れ」部分では、
硫黄、 カリウム、カルシウムがより高い濃度で検出され、この部分に ドウサ由来の成分が濃縮 していることが示唆さ
れた。 また、赤外線スペクトルから多糖類とア ミド類が存在することが推定された。 このことか ら糊類あるいは布海





さ らに絹本における 「汚れ」の分析にも進むr一 である。
GPCによる分 子蹴推定、液体クロマ トグラフィーによる各成分の分取、それぞれの成分の構造決定、より多 くの











削 って木地を作 り、表面に黒漆を塗る。 さらに、金銀の高蒔絵で、梅や牡丹の花枝の文様をあらわしている。
本受託研究では、糊漆、麦漆など漆を中心 とした接着剤による、漆芸品の修復技術の確 、γを探 るために、合成樹脂
の使用を避けて、修復を行 った。
損傷箇所は以 ドの通 りである。1.居木先の木地の欠失箇所。2.前輪の手掛け、海ilI:面、居木との接面にある打痕 と
思われる傷み部分。3.後輪の背面中央と居木との接itiiの損傷箇所および爪先の黒漆剥落箇所。4.全表面の汚れ、およ
び塗膜表面の紫外線による劣化。





以L一の方針に従い、以 ドの処置を行 った。A.組紐の穴に詰まった汚れをクリーニングした。 穴中か ら虫の死骸を
発見 したが、他 に生存 している虫は居ないとして、殺虫燃蒸は行わなかった。B,居木の裏側にあった古 い虫損部分
に刻苧を充填 し、穴埋めを行った。C.前輪lll形中央部、および後輪の内面にあった塗膜 の亀裂及び浮 きの部分 に麦
漆を含浸 し、クランプで圧着し、 きわ錆を付けて塗膜の段差をなくした。D.居木先の欠失部分 は、摺漆の後、麦漆




















インクララックを減圧含浸 して強化を行 った。折損部分はエポキシ樹脂などで補修を行 った。
銀製帯状飾金具は機械的方法で塩化銀を除去し、脱塙処理を行 った。曲がっている部分をなおした後、アクリル樹
脂を含浸 して強化 した。補強が必要な部分には、ガラス繊維を瞬間接着剤で接着して強化 した。
研究組織






徳 川 美 術 館 が 所 蔵'」'る国 宝 「源 氏 物r.絵 盤1に つ い てX線 撮 影 な!ごv))巳"}!:的1凋査 を 行 い 、 作 品 研 究 の 基 礎f`1勺知 見
を 得 る とi司時 に 将 斗(の修 理 ・ノ)た,Y,の情 報 を 得 る こLを 目 的 と4'る,
成 果
[源氏物語 絵巻 口 ・1藍1館こつ いて、通 常撮影 及び赤外線写 真の撮};杉を行い、 よたその う「以 面 につ いてX線 及 び顕
微鏡写 し1妻の撮lll　を、1噛lliに一)いて蛍)1己X線に.kる顔料の 元素う〉析を行 った、,撮影及びデ ー タの収 集 は、 次年 度 も継
続 する,,本格的 なゲー ク解 析 も1欠年 度に行 うが、現段 階で鉛 白 ・朱等 、従 斗(X線写 真等 に よ って推 定 され て いた顔
料0)いくっかを特定 する ことかで き、 よた画面によ る描 方の違 いを推定 するため0)デー タを得 ることが できた。
研究組織
()米倉 辿 た(情 報資料 部)、 孔浦 定俊(保 存科学部)、増 川 勝彦(修 復技術部)、lil川泰弘(保 存科'学部)
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ア メ リ カ の ス ミ ソ ニ ア ン研 究 機 構 は 、 ノリ ア ・一リ噛ッ ク ラ ー)芝1'll∫館 の よ う に 東 洋 の)ミ術iを 集y)た)ミ術 館 や 文 化 財o)
科"1∫:的研 究 を 行 一・て い る 保 存 分 栃 研 究1111なじ様 々 な 博 物 館 、)ミ術f'f;、研 究 所 を 持 つ 、 世 界 最 人 の 文化 財'{lll究機 関 で 、{・,
る 。 そ の 研 究 者 と 文 化 庁 の 博 物 館 ・研 究 リハ・川lll究占 か 、 文 化 財 保 存 に 関 す るIIミ同 研 究 を 行 う こ と を 目 的 と す る,,
成 果
本 研 究 の 始 ま り に は 次 の よ う な 経 紳 か 、1'・る 、iil拝ll63年(1988年)511に之化 庁 の 人i崎仁 ⊥受官 と ス ミ ソ ニ ア ン 研:究
機 構U)ア ダ ム ス長 官(い ず れ も 当[lll)か、 之化 財0)保 存 技 術1こつ い'dl米 か 提 携4'る こ と で 合 意 し、 奈 良lkl、Z文化 財'
研 究 所 、 東 京 国 、完博 物 館 、 国 、刀1沙史 民 俗1,11物館 竹 の 協 ノ」を 得'/、 東 京 国 、ン.文化 財 ω1究所 を 中 心 に 共 同 研 究 を 開 始 した 、,
1こ要 な 成 果 は 奈 良 国 、Z文化 財 研 究 所 か ∴・ノ皮 部 省 科 学{1珪究 費 補 助 金 研:究成 果 報 告,llのlliて報 告 さ れ る 〕つ定 で あ る 、
本 研 究 は 当 初 よ り11要 な 研 究 費 ほ 科{1川費 に よ,て き た,、'ド成8～1(1年 度 に1、引 き 稿匪己き ―陶 磁 器 文 化 の 螢 流 に 関 す る
科 学 的 研 究]と い う課 題 で 国 際 学1'ljlll「llldU・川i究)の 変1・1内定 を 受 け た か 、 研 究 代 表 占 で あ 一、た 西 川 杏 太 郎 所 長
('1時)が 平 成7年311に 退 官 しノ の 、'、代 表 者 を 奈 良 【ki、γ文1ヒll肺li究1り―jl山ll反文fヒ財 セ ン ターv)沢 川il.11召研:究指 導 部
長 に 交 替 し研 究 を 遂 行1て い る.
研 究 組 織
り 孔浦 定 俊(保 存 科 ・学 部)、 川j川';㌔ 、 沢 川
文こイヒ1レ」'1i)ニプご'ヅ〒)、 操fl拷～ 号をit(之lfヒ1〕)、.?等
ヴ ァ ン デ ィ バ ー 、L.A.1-一 ト 、i .i..ト
i昭 、 曲 村 座 、 巽 浮 郎 、 村L隆(以L、 奈 良 国 、γ:
lr臼台(東!;ピ 〕∫'ツ、ノぐL}∫')、L,V.ツ,'し ス ト、R.L.ビ シ1ッ 冒ブ 、P.B.




















日本と トイツ山lkiは、liゴい歴 史とYく の 藁(化ll4を持 一・ている点だ けで な く、第 ㌃次 大戦σ)惨禍か ら急速 に復興 し高
度 に産 業化 された社会を作 りLけ たが、 そU)反llli、占来のX化 や 文化財が衰退 や破壊 の危機に晒 されている点 も共通
して いる、,本研究 は圧いの国の 文化 財保護 に関 ・1る知識や経験 を交換L、 それぞれの国の 文化財保護に資す ることを
目白勺と してい る,,
なお本研究 の背 景には次 のよ うな経糺功・あ る、 日本 と トイッとの川 では、昭和49年(1974{1⇒に科学技 術 に関 す
る学術 交流の たy)の協定11}が調rllされ、医'¥11:・物理学 などをlll心に日独学術交流が行われて きたが、'「成2年(1990
年)の 第13回 日独科1¥1/支術 合1司交流委員会において ドイツ側か ら ―文化財保護 に関 対幽る日独学術 交流」 の提案 が あ
り、・卜成4年(1992年)か ら交流が開始 され た、,日本側で は東京【k泣文化財研究所か、 ドイツ側で は ミュ ンヘ ンの
バ イェ ルン州 、Z文化財研究所が、 それぞれlll務局 とな ってIIく同研究を行 ってい る,,また建造 物の保護に関す る学 術交
流 も行 っていて、 ドイツ側で はヘ ッセ ン州 文化財保護局が111心とな ・て いる、,
成 果
ライプチ ヒの国際 見本市において漆の保存に関 す るセ ミナー、 ミュンヘ ンにお いて1COMoSト イッ国 内 委員会 な
ど との共催 による国際 シンポ シウムなどを開催 し、 この他、漆 の保存 に関す る日独共Illj川1坂のために 日本語 の研究論
文の翻訳 などを行 ったが、詳細 にっ いては 文部iii科学研究費衙II助金(国 際学 術{引二究)「 文化財微 量試料分析法の開発」
の項 目を参照、
研究組織
O補 定俊(保 存科学部)、渡邊 明義(所 長)、
{左1'fT・糸会(f呆イr不斗"γ:18引≦)、加D娠 寛(で修そ夏
技術 部)、宮本長:郎 、松本 修 自(以 卜、 国
際 文化財保 存修復 協力セ ンター)、沢川1日 昭、
木村 勉(以 ヒ、奈良国 、z文化財研究 所)、
li高 薫(国 、ア歴 史民俗 博物 館)、 斎藤 英
俊(東 京芸術 人学)、宮 腰 哲雄(明 治人学)、
北村 昭斎(漆 芸家)、M.ヘッェット、M.キュー
レンタール、K.ヴ ァル ヒ(以L、 バ イエ ル ン







































敦煤 莫高窟 の壁画 の保存 と修復を 目的 と して、 東京国 立文化財研究 所 と敦t:研究院保護研究所の交流を図 る。
昭和61年(1986)「莫高窟壁【由i、彩塑の保存 ・llち復に関す る共同研究 」を開始後、¥1/1成2年(1990)12月1/r成の合
意 書に基づ き、第1期 共同研究 と して、'ド成3年(1991)41]から5カII'.間、環境 ・病害研究 を中'L・に行 った。 現 在
は、 平成8年(1996)か らの第2期3ヵ 年llJ・1研'究と して、 修復材料 をテ ーマ に、修復技 術部が中心 とな って進 めて
いる。
本年度 は、第2期3年 目最終年度に 当た る,、
成 果
第2其月)U司伍牙究。'ド1戊84卜騒芝(1996)～'卜〃父10{口蔓(1998)
現地 で行 った壁面図作成 のための測lltと撮影、国内におけ る図 面化 作業は、 日本側を中心 と して行い、 修復 川合成
樹 脂の実験 は、現地 での実験 とと もに、年川2名2ヵ 月間敦 煙側{り1究者が1{となり'1柵院 所で実施 してい る。選 定 し
た修復 用合成樹脂 にっいての物性試験 を行,た 後、敦 火゜ ;1側か ら提 供 された修 復材料 と しての泥 ヒに合成樹脂 を含浸 し
た場合 の物性 などにっいてそれぞれc」〉 成樹脂の比ll1交実 験を行 ってい る,,
壁 画の保存 と修復 に必 要な語句 をIy)たillli英の術語集のf/r成は、'11研究所 で行 い、敦煙研究院側 がlil国語 を担'%
協力 し、今後 、災語 の語彙 に進 むi由1であ る1,この計画 はさらに語彙 を増 や して採 録す ることが必 要 とされ るため、
今後 も続 けて作業を行 うrで あり、第3期 にお いて も編壌を継続 す る,、
研究組織
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本国際IUIll研究 は、 文化財保 存 ・修復の1!乏先端技術 にっ いて、 この分野の先進研究 所`Cあるベ ルギーE、Z文化 財研
究所 と研究を行 うとllll時に、実際Lの 川題 を 多く抱えつつr)、東南 ア ジアの中で比較 的研究 体1}刈の整 ってい るタイ国
、7.博物館 とも研究 を行 う ものであるO本 研究 は ゐlki川の 房〃Jljl業とLて 、 文化財の保 存技 術の向iを めざ し、 もって
世界の 文化遺産の保存 にド実献 」'ることを目的 とす る、,
成 果
タ イ国 において建造物 、遺跡℃屋外 の 文化財の保存、修復 に川い られて いる合成樹 脂にっ いての調査を、 タイ 　tl政
府 芸術局 考[1調1と共1司で行 った、,特に東北 部の クメール石造辿足勇1、アユ タヤ遺跡 、 スコー タイ遺跡 、 さらに はチ ェン
マ イ、 ソンクラーの木造 寺院の調 査 と現場'疋験 をfJ',た、,//化石材 、 レンカ、 木材の強化保存材料 にっ いて実験 室な
らびに現場実験 を行 一・た,,東南 アシア地域 で1、焔 桝 文化財へ0)ICI=1水の影響が 甚だ 大き く、防水性を1損:視した処理 が必
要である、,この点 は生物 劣化 との関辿 も大きい、,
ベ ルギーE、γ文化財研究 所が巡 めてい る石造建造物 の保 存、修 復に用い られて いる合成樹脂の物性評価法の標準化
にっ いて、種々の情 報を収集 した。 石材U)組成 や物理 的性質 によ 一・て、保存材料(含 浸強化材料)の 効果が人 き く異
な ることが明 らかに されてお り、石灰岩を中心 と した ヨー ロッパ と、凝灰岩、砂岩が多 い口本 との違 いを考慮 した試
験方法の策定を行 って いる。
タイ国等 東南 ア ジアで、 美術L芸 品、考11ゴ遺物 、民 俗資料 、 占文r^iiJ=、博物館、美術館 の収蔵品 を中心 と した、屋
内 に保存 されて いる文化財の保存、修復に川 いられてい る合成 樹脂について の調査 を、 タイ国立博物館保存部 と共同
で行 った,,東南 ア ジアで は天然樹脂 もかな り川い られてお り、合成樹 脂 との使 い分 けや、 その根拠 などにっ いて も調
査を往,て いる。併せて、 タイ国の研究 者を 日本に招 へい し、修復川合成樹脂 の物性 にっ いての研究協議 を行 った。
タ イ国 の屋外 文化財、特 に石造、 レンカ造 辿跡 、建造物の保存 と修復に関 する国際研究 セ ミナーを タイ国 のバ ンコ
クで2日 川 にわ た り開催 した015件 の発表とデ ィスカ ッシ ョンが行われた。 日本か らは ド記の5件 の発表 を行 った。
・「タイlklと日本 との保存の方法論の違 いについて 」宮 本長:郎
・1タイ国 スコー タイ遺 跡の ス リチュム寺院 大仏の保 存処 置」 西浦厄1輝
・「タイ国 アユ タヤ遺跡 におけ る レンガ造構造物 の塩 類風化」朽津イ、1明
・iタイ国の歴 史的建造物 にお ける水分移動 の解析1イ1崎武,占
・―シリアで 発掘 された建造物遺跡0)保r∫:アインダー ラ神殿遺跡(BCIOC)保存 プロ ジェク ト」 西浦忠輝
研 究 組 織
O西 浦 忠 輝 、 宮 本 長:郎 、 松 本4自 、 朽 津 信 明
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最終年度 にあた る平成10年 度 は、 ア ンモ ニア、 ホルムアルデ ヒドに加えて主要な博物館内汚 染物 質 であ るギ酸 ・
酢 酸な どの カルボ ン酸(有 機 酸 と総称 される こと もある)を1.cこ研究対象 と し、(イ旧 本画顔料 への影響 調査、(ロ)室内






起 し、黒色 と白色の生成物を生 じた。また、液体 クロマ トグラフで各顔料への酢酸の吸4fi'kを測定 したところ、胡粉
や黄f:などの他の顔料に比べて鉛 ・銅を含む顔料には多駄の酢酸が吸着 しており、特 に親和性が高いことがわかった。
この結果は、酢酸の気中濃度があまり高 くなくても銅や鉛を含む顔料に酢酸が濃縮する可能性があることを示 してお
り、実際の施設での保存環境の判定には気中濃度だけではなく吸着濃度も考慮すべきであることがわかった。
(ロ)室内濃度 の測定一 精密定 墳と簡 易定Ilt
国 内数 ケ所 の、 あ らか じめ変色試験紙法で酸性 を・」{している博物 館施設 で実際 の気 中濃度 を定 最した。75%RH以
下の環境 で銅板 に被 害が生 じるとされる レベルO.43mg/璽1ゴを越 えている施設が 多数 あり、緊急 に改r・i・が必 要で あ る
ことがわか った。換 気や アル カ リ性 の吸t'1剤を用 いた強制除 去により、3ヵ 月程度 で改 鰐す る施設が 多か ったが 、 中
には、濃度 レベルの ドが らない要注意の状況の ところも、少数ではあ るが残 ったO
㈲ 吸着 鼠の把握.
吸着量 をおおよそ把握 する方法の ・っ と して、変色試験紙Lに
どのよ うな無機 イオ ン ・ギ酸 ・酢酸が吸t'iされているか定眠 した。
今後 は、汚染物質の気中濃度 と吸着 ほとの相関性 を検討す る必 要
が ある。
(ロ)・㈲ については、「保存科学」38号で成 果を公開 した。(イ)に
つ いては、1999年夏 に フラ ンス ・リヨ ンで行 わ れ るICOM-CC
で の発表 を予定 して いる。
年度最後 に、 この3年 間の研究成 果報告nを 作成 、発 岡した。
研究組織
○佐野 千絵、三浦 定俊、木川 りか、1}りll泰弘、石崎
武志(以 上、保存科学部)、二宮 修治(東 京学芸人学)
収 蔵 庫 内 の分 析 例
(a)上段:質 駅数60の 質 母 クoマ トグ ラ ム、 下 段:TIC
(b)上段:溶 出時 間3.8分の ピー クの 質 鼠 スペ ク トル



















密接な関係を維持 し、国民が共有しうる美的価値 と歴史の体系を形成 してきたことを、近年の研究成果は明 らかにし
ている。それは近代国家として西洋に認知 されようとする国情を背景として、日本の文化的ナショナルアイデンティ
テ ィの構築をめざすものであった。今日、一般的に川いられる美術史の、漢 や思考が、こうした美術史学の歴史のな
かで形成 され、意識化 されない制度 として働いていることは、美術史研究者が広 くILL,識すべき問題となっている。






初期の博物館行政の中心になった町田久成(東 京大学史料編纂所)、蜷川式胤(国 会図書館)、田中芳男(伊 勢神宮




前年度に引 き続 き、明治期の博覧会 ・展覧会目録9件 を入力 した。 また次年度の研究に備えるため、長崎 ・福岡 ・
奈良 ・京都等の地方で開催された博覧会の関係資料の現地調査を行い(長崎県立図書館 ・佐賀県立図書館 ・福岡市立
図書館 ・天理図書館 ・京都府総合資料館)、関連資料を収集、次年度におけるデータ化の準備をした。
3.分析 ・報告
前年度 に引き続 き 『京都日の出新聞』(明 治18～24年)の美術及び文化財関連記事(1626件)を収集、冊子化
した。また前年度の国際 シンポジウム 「今、日本の美術史学をふりかえる」の報告書を作成、研究分担者による以下
の論文、および各セクションでの討議内容の総括(田 中淳 ・井手誠之輔 ・島尾新)等 を掲載 した。




岡田 健 「龍門石窟への道一岡倉天心 と大村西崖」
井手誠之輔 「〈境界〉美術のアイデンテ ィテ ィ 請来仏画研究の、ar.場から」
山梨絵美子 「日本近代洋画におけるオリエンタリズム」
長岡 龍作 「〈仏像の語り方〉の境界 『貞観』『弘仁』彫刻の語 りが示すもの」
4.研 究会の開催('r成11年3月10日)
美術 ・美術史学の制度をめ ぐる問題 につ いて より多角的 に検討すべ く、今年 はと くに建築史 の分野か ら研究者を招
へ い し、研究会 と総合討議を行 った。
〈発表者 ・発 表内容>









辿 夫(情 報 資 料 部)、 中 野 照 男 、 川 中 淳 、lh梨 絵)ミf、 岡 田 健 、 塩 谷 純(以L、)ミ 術 部)
∫`廻{之、 、1;占1正二 〕縛〒、 りト1㌃IJ戎八三二車li;、月イ}ノトこli・上便1二(↓ラII・.、'hl∫幸侵資 半こ1・、馳'引≦)
敏r(調 査 員)、 モ輪 英・た(几 州 左'bl∫')、金j"た(茨1戒 人 学)、 北 澤 憲 昭(跡1↓ 女'r・ノく学)
道 信(東 京 芸 術 人 学)、 安 達 直 哉(東 京 【i・hlノ.博物 館)、 高 木 博 志(京 都 人 学)、 長 岡 龍 作(栗 北 大 学)

















































本研究では、U本 が行 った、また現在行 っている文化財保存国際協力事業の実態を総合的に調査、研究 し、問題点







会」を平成10年9月、平成ll年2月の計2回 実施 した。研究会は専門家による国際協力事業の事例紹介 と、発表に
関する質疑応答 ・討議という形で進められ、文化財の保存修復に関する技術的問題についての議論はもちろん、事業
の運営上、財政上の問題を含めた総合的な議論が行われた。また、研究会における報告 ・討議内容をまとめた 「国際




文化財保 存修復 に携 わる専門家 ・技術者 につ いて、MicrosoftAccessによるデータベー スを作 成 し、 検索 を可 能
に した。 また、U本 の専門家が行 った文化財保存修復国際協力事業に関するデー タを収集す る とと もに、GIS(地 理
情報 システ ム)を 利用 した地図情報 と組み合わせたデ ータベー ス構築 のために、 ソフ トウェァ ・ハ ー ドウェァ環境 を
整備 した。
海外 での現地調 査
タイ、 カ ンボ ジア、 パキス タンにお いて、文化財保存修復事業にっいての現状 や問題点 の レビューを行 った。
研究組織
○宮本長 二郎、西浦 忠輝、松本 修(`1、朽津 信明(以}一、国際文化財保存修復協力センター)






財の保存、修復にも応用 され成果を ヒげている。 しか しなが ら、これらの合成樹脂は、優れた性能を有 しているとは
いうものの、 もともと文化財の保存(石 材の強化保存)の ために開発されたものではない。従 って、実際に文化財の
保存、修復に用いるためには、 卜分にその物性を評価 し、状況に応 じた使い方をしなければ、満足な結果が得 られな
いばか りでなく、却 って劣化を速めてしまうこともある。現在、石材の強化保存に有効とされる新 しいタイプの合成
樹脂が多 く開発、販売されており、その使用について修理の現場で混乱をきたしているのが実状である。
古建築の保存を目的として、劣化 した石材に合成樹脂を含浸 し強化する技術は極めて特殊な分野であり、一般r_業
界にはない技術である。従 って、かかる研究を行っているのは東京国 、γ文化財研究所、奈良国 立文化財研究所などご
く一部の研究所のみであり、独創的な研究であるということができる。これ らの研究所では、従来か らこの点にっい
ての基礎的な研究を個々に行 ってきており、研究報告もされている。また、種々の石造文化財についての処置 も実際
には行われている。 しか し、 システマチックな総合的な研究は行われたことはない。 そこで、本研究では、石造古建
築の保存を目的 とした石造強化保存川合成樹脂について、実験室およびフィール ドでシステマチックな評価試験を行









な劣化促進処理を行 って比較検討した。実験フィール ドにおける現場作業性試験では、表面か らの樹脂溶液の浸透性







・樹脂処置された石材の水蒸気透過性にっいては、撮水性 シリコーン樹脂を含浸 した場合かなり低 ドす る。水蒸気
が石材内で液体化することにより、嬢水層を通過できなくなるためと考えることができる。
研究組織
○西浦 忠輝、朽津 信明、松本 修自(以1、 国際文化財保存修復協力センター)




(4年 計 画 の第11!.次)
目 的
X化 財の虫 や カヒな どにkる 生物 被害lt全国 いずオしU)場所において も起 こり、またその巡行 は著:しく速 いため、生
物被害の防除 は極y)て1貢要 な問題 であ る、、LかL、 この ほとオソン層 の保護 のたy)、かね てよ り文化財煙蒸 ガスと し
て広範 に川 いられて きた5↓化 メチノレのlid時期が2005年に前倒 しになることが決 まり、 これに代 わ るノ∫法 の導入 が
現場 か ら強 く要請 されて いる,、Lかしなが ら、h化 メチルの効 果を完 全に代 替で きる適 当な薬剤 は、 世界的 にみて も
未だないというのが現状てあ る、,その状況の なか で、山 ・カビな どの生物被害 を単独に考えず に総合的 な資料保存の
・環 と して とらえ、害虫 とエコロジーに対す る知1識を総合的に活川Lて きめの細か い対応 を行お うとい う総合防除対
策(IPM(lntegratedI'c5tMallagemem))に対する関心が、欧 米な どを中心 として高 ま りっっ ある。
本研究 は、 この ような観点か ら、i化 メチル燃蒸 にX化 財の害虫1h.`,を"1(11(1.1に頼 って きた我が国の従来の体制か
ら、環境 や人体への影響 も考慮 した総合的 な資料保存体ll∫ljへの移行を 目指 し、 具体的 な対処法 を検li寸・開発す ること
を目指す もので ある、,本研究で は、現場の スタッフ1一ともに、収蔵庫 のデザ イン、掃除の仕 方、被害の モニ タリング
び)方法、被害作ll"11の隔離 スヘー スのrど 具体的 な項 目につ いて検 討を行 い、 システムo)モデル作 りを行 うことを
目的 と している,,
成 果
初is度は、欧 米等 において実際 に博物館等 でIPM(IntegratedPestManagement)の、'r_案・実行 に携わ って い る
海外o)研究 者を イギ リス、 ア メリカか ら招聰 し、IPMに ついての レビューを受 けた。 その結果、IPMの 内容 であ る、
きめの細 やかな清掃、被害 のモニ タリング、隔離 スペー スの設置 と不1」用、被害 が川 た ときの応急処置、 ス タッフの教
育などの11'i目が現場 でどのよ うに行われて いるか、欧米の実例 を詳 しく知る ・助 とな った。 これ を もとに議論を行 っ
た結 果、欧米とは気候 条件、 およびLな 収1蔵品の材'ITが異な る日本にお いては、欧 米の方法論 をその まま取 り入れ る
ことは不・∫能 である こと、従 って 日本 に おい ては欧 米の ノ;n,」(:iillllの良 い点 は取 り入 れっっ も、 風 土 に合 った独 自の
IPMを確 、Zして い く必 要があ ることが強 く認 識 された。 そ こで、最初の取 り組み と して、学芸員が被害 の もととなっ
た害虫をlliJ定し、 また的確 に対処 するたy)の助 けとなるlI本0)文化財害虫 目録 が必 要と'=1」断 し、現在製作中であ る。
また、 臭化 メチ ル燃 蒸のい くっか の代 替法、低酸 素濃度処理 、 酸 化炭素処理、温度処理、新規煙蒸剤や防虫 ・防
徽剤 などにっいて、各ノ∫法 のおおまかな使 い分けを ・覧 と して整理 した。 これを今後の実験計画 の基礎資料 と し、活
用 して いきたい、,
研 究 組 織
()こ浦 定 俊 、 木 川 り カ・、liI野 勝 次 、f/1{野 丁・絵 、 イllll奇武,、Lミ(以L、保 存 科"11:剖≦)、ll∫木
究 資 料 館 ・史 料 館)、 岡 部 央GIY馬 県 、Z歴史 博 物 館)、 長 谷 川 孝:徳(イ1川県 、'r歴史 博 物 館)
lPMに つ い て の ワ ー ク







ている。本研究は、澱粉糊の接着力の低 ドを利用 して、下張 り文書の剥離技術に応用 しようとするものである。
成 果
澱粉糊 に関 して、60°Cと70°C、にお いて澱粉糊 は95%以f:の糊化度 の ため、殆 ど老化が起 こらなか った。50°Cか
ら0°C付近 まで は老化 の進 行が進 み、 さ らに1時 間の0°C環境温11に よって、約25%が 老化 す る ことが 判明 し
た。 しか し、低温 インキュベータに よって、0°C～10°Cまでの間で老化進行を測定す ると、 予想 したよ うな変 化 はな
く、低温管理が容易で ある事がf想 された。 ただ し、糊 の含水率 を少 な くしてい くと、 老化速度が急速 に低 ドし、実
際 の15%以下の含水率で は、 老化進行が認 め られなか った。
以上 は、糊 をガラス容器中で実 験 した結 果であるため、実用 に供 するために、和紙 に塗布す る通常の濃度 の澱粉糊
を一度乾燥 させ、再度湿潤状態 に放置 したところ、含水厭は15%し かL昇 せず、 老化 を進 行 させ るにf一分 な 含水率
を得 られ なか った。 冷水 に浸漬す ることでや っと、 老化進行 を期待 で きる含水睾 に達す ることが判明 した。
そ こで、加熱加水 による剥離のノ∫向で、再検討 するこ とと し、刷{三で水を塗布 して、低温 アイロ ンで加熱直後 に、
剥離 を試 みたところ、剥離 を順調 に行 うことが出来た,,
塗布水分量 を少 な くす るために、蒸気加熱 によ り水分 と熱 を同時 に与える条件 での検討 を始め、その機器 を注文製
作 した。
来年度 は、蒸気法 による剥離を,・i1'い、併 せて、剥離 した 文1「審の 整理法 に関 して も検討を行 い、実際の ド張 り文 書の
剥離 と整理 まで を実施す る。
研究組織
増 田 勝 彦(修 復技術部)
川野辺 渉(修 復技術部)
田良島 哲(文 化庁文化財保護部美術il芸課)
青 木 睦(国 文学研究資料餌{史料館)
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一鳥 と人からなる動物を通 してみた東西文化の交流 とその中国的受容一
(3年計画の第1年 次)
迦陵頻伽とは、人の頭をもち、鳥の脚や翅を有する想像Lの 動物である。その形態はインドのキンナラや中国の鳳



























を加えて、その研究成果の一部は泉州糸操 り人形劇 フォーラム(1998年10月8日於東京ウィメンズ ・プラザ)お






京都所在の近世寺院建築を調査 し、迦陵頻伽の持物 として表現された楽器を特定 した。
組 織






地方の 与社 には未調査の楽器が 多1残 さね、最良 とは、ヤえない保存状況 の中で朽 ち果てよ うと して いる、,そのなか
には従 来知 られて いなか った特 異な形fitU)ちの ちあ り、今日の規格 に整 う以 前の過 渡期の姿を留 めた もの も少 な くな
い。 本研究で は鼓 胴に対象を絞 り、胴1楽か ら能 楽に至 る'耳廷器の変遷過程 を明 らかにす ることを 目的 とす る、,
成 果
今 年 度 も 、 昨 年 度 に 引 き 続 き 地 ノノの 」沖1に ケ隻 ＼ね た 鼓 胴 σ)実1也調 査 を お こ な ・た 。
な か で も 興 味 深 か 一tこの は 飛 騨 占[lll・)ir[.城lilllDllllll如)鼓胴 ㌦点 で あ て♪、 こ の 研 究 グ ル ー フ で は 雅 楽 か ら能 楽 の ノ苗 支
胴 に 十 る 過 渡 期 の 遺 物 を 何 点 か ブ邑1、口 く き た か 、/≧回 の ブ邑 ↓で ま た ひ と つ 過 渡 期 の 例 か 増 え た こ と に な るQた だ 、 奈
良 県 イi神 宮 や 香 川 県 神 谷 神 社 が 肋 蔵1る 鼓 胴:L、 素 材 や)1;態、 ・」'法か ほ と ん ど ・致Lて い た たy)、 過 渡 期 の 楽 器 と
昌'えど も あ る 程 度 規 格 が 固 定1て い た 、 【κ そ ・:いたU)た が 、 こ の 仮 説 を 多'レ。lIlr;け れ1よな ら な く な っ た,,荒 城
神 社 所 蔵 の 鼓ll[lijは、 今 ま で 発 見Lた 過 渡 川 の ウ芝胴1は ・」法 や形 丈蛍が ノ↓♪々illllな,Cいた(ノ)であ る,,・点 は ほ とん と111」じ
だ 、た が 、 も う ・点 は ・」'法ら 人 さ:、 仲 の 中 リ芝に 乏＼い 帯 を こ本 突 出 さ11、 邪 楽 鼓 しり面 影 を よ り濃1ソ:に残 し て い た 、,当
.然の`li:だが 、 過 渡 期(ノ)作f夕ljが何 段 ―;皆か 、{・,,たLいう結 論 に な る だ/)う
次 に 、 興 味 深 か ・・た の は 、 細 見)'.1'li館蔵 の 鼓[IIIICある 、 二れ は 形 態 、 之禄 【1、に 教ll.姻K侍 蔵 σ痘 支胴 と ほ と ん ど1・r」
じ で あ 一・た。1司 ・作 音 の ロ∫能'1'Lが考 そ ∴ ね る
ま た 、 フ芝[際に1去hl:σ)lil'1川は 子∫え な か1ノ'!う・、 ノll「∴1ノ殴1/lll餌{'⊂そ∫わ れ た 益1日31t肩着展:ζ こ出ill【IIされ たlf支 楽 壷支川司Ilよ、
形 態 や ・Jr1;の点 で 旭1像を 絶 す る 作f々llへ右,,ノ'従 →なの 昌楽ll三で は 報 告 、＼れ て い な か,た 四 鼓 の 実 例 、 と 考 え ら れ る 、,
今・イrl斐はf彪雪難0)大ウ支川司σ)轟1査ち・il'fl!己(1い、 呂 占'1・〆倉L穿三'「;～:1.ffii'「ノ＼倉'家1ノ、来/　II展1、㌧町稲IIIノぐ'}∫:iiii―拝尊牛勿食自L
催 「川 崎 ノL淵i!lの鼓 胴 、 神lII「lll、11物111'Plli蔵・)歓 砲III,絵ノく鼓 胴 者・、川 査[ノ ・
研 究 組 織







石造文化財として知 られる石仏や磨崖仏が人谷石などの多孔質の岩石で作 られていて、凍結 ・融解作用のもとで著






1.石造文化財及び レンガ造建造物の凍結劣化に関 して、電要文化財に指定されている旧旭川借行社の煙突の レン
ガ、福島県柳津の銀精練所跡のレンガ煙突などで現地調査を行 った。それぞれの文化財において、多孔質材料が、凍
結融解の繰 り返 しにより激 しく劣化 していることが分か った。これらの現地調査か ら、冬季間の水分状況が凍結劣化
の機構と防1ヒ対策を考えるr.で、電要であることが分か った。
2.凍結劣化現象の基本的なメカニズムは、凍上現象である。この凍上現象は、多孔質材料が凍結する際に、凍結
面へ水が吸い寄せられ、そこで氷晶析出することにより膨張 し、 この膨張圧が多孔質材料を劣化さぜる。 この、 メカ




用いた凍結実験(図1)で は、氷晶析出過程を顕微鏡で観察 し(図2)、温度条件を精度良 く測定することによって実




偏微分方程式は類似 している。現在までの研究成果は、 タイの歴史的 レンガ建造物などの塩類風化による劣化機構、
保存対策を考える上で有効であり、今後は、塩類風化現象へ も研究範囲を拡大 していく予定である。
研究組織
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一大神 楽か ら花 祭 りへ一
(3年計画の第1年 次)
目 的
花祭 りに関する文書史料(祭 文 ・呪文類)を所蔵 している7集落(愛 知県北設楽郡豊根村4・東栄町3)の 新史料
を翻刻、その内容を分析 して、それらが花祭 り次第中どのような目的で使用 されていたかを追究する。そのことによっ
て、江戸時代末期に中断 した数集落集合の式年祭である大神楽から各集落の花祭 りへと定着 した過程を明らかに し、
花祭りの芸能史的位置づけをおこなうことを目的とする。
成 果
初年度である今年度は、桜井弘人氏の協力を得て東栄町小林 ・御園 ・大入の電要と思われる古文書約30点の撮 影




古文書調査と併行 して、東栄町各地 ・豊根村各地の現行花祭り調査、過去の花祭 り・大神楽に関する伝承にっいて
















本年度は西周時代資料に関 して遺跡から出Lし た銅製資料約70点にっいて鉛1・1位体比を測定す ることが出来た。
またll本に伝わっている商時代 ・西周時代のllナ銅器約50点に関 して、鉛同位体比を測定することが出来た。 得 られ
た成果は銅器生産 と発展段階を如実に示すこととなり、非常に弔要な結果であった。 これらを総合 して、科学研究費
補助金成果:報告,1}(pp.300)を作成 し、提出した。
中国か ら研究者を招請 し、鉛同位体比測定、および早期中国青銅器の発展に関 して、討議を行 った。3ヵ月に亘り、





○'四ゼ 良 光、早川 泰弘(以L、 保存科学 部)
井L洋 一・、高浜 秀(以 ヒ、東京国 、γ博物館)
TomChase(フリーア美術館)
金il:耀、 鄭 光貴(以L、 中国社会科学 院)






る自然科学的研究が必須 となっていて、様々な分野の研究者が総合的に文化財に取 り組む ことが必要 となっている。
本研究においては、対象 とする文化財の歴史的 ・文化的研究とその課題をふまえた上で、無機質 ・有機質 さまざまな




査を行い、 ドイッ国内ではベル リンやゴータ、ブラウンシュバイクの博物館などにある輸出漆器やイ ミテーションの
調査を行 った。 またこのほか、関連の研究者を通 じて数多 くの輸出漆器の試料を収集 して分析するとともに、 日本国
内では沖縄の琉球漆器の調査や分析を行 った。その結果、 ポル トガルで得た17世紀前後の資料の中には日本 ・中国
産、ベ トナム ・台湾産、タイ ・ビルマ産の3種 の漆をそれぞれ使用 した資料のほかに、 ヨーロッパのラッカーを使用
した資料もあるなど、東西文化交流史の観点から見てきわめて興味深い結果が得 られた。
今年度は最終年度として、10月にライプツィヒの国際会議、1月に研究成果公開費による大学 と科学 シンポジウム




のであると考えられた。このほか、日独共同出版 として研究報告青(英 語、 ドイツ語)を 編集中である。
研究組織
〇三浦 定俊、佐野 千絵(以 止、保存科学部)、渡邊 明義(所 長)、加藤 寛(修 復技術部)、沢 田 正昭
(奈良国立文化財研究所)、日高 薫(国 、r.歴史民俗博物館)、竹内奈美子(東京国 、γ博物館)、宮腰 哲雄(明










人類II,jLv)遺産である ・之化財の保rrのための国際協 ノ」を行 ・〕にっいては、 卜分な調 査、研究 と'1得{「司との緊密 な
連携 か必 要不ll∫欠で、ル、る、,本研究 は、1}堺を代 表 」る しン〃造遺1,亦であ り、ユ ネスヨのμ堺 文化遺産 に登録 されて い
るアユ クヤ遺跡 の保存修復について、 日 ・クでIU司でωドラヒ【、その恒 久的な保 存のたy)の国際 協力事業の推進 に資す
るこ ヒを 目的 とす るf)のであ る。
成 果
本 イiこi斐そ1'一)オこrJlllj"董イ1りi二究71斤虫)1rl圭[、[r己σ)」通`)『C〔む)牙6、,
・ ア ユ タ ヤ遺 跡 に お い て 、 日 ・ タ イ 川 司で 協,護を 行 い 、 呉 体II')to調査 研:究の 巡y)ノJを決 定 した,、実 験 サ イ トと して 、
マ ハ タ ー ト 孝院 と ラチ ャ 『ノラ ナ 与院 を 選 定1たrI
・ ンーh・ブ ラ ノー Jf院に 無1L源(屯 池 稼{ll吻)自動 環 境1,1測ン ス ノム をII突置1 、 、,1測を 開 始 し たC,計 測 項 目 は 人 気 温 度 、
大 気 湿 度 、 雨lll、日 照 強 度 、 レ ン カ 表llli温度 、 レ ン 々内 部 温 度 の6項 目 で 、1時 間 毎(24回/日)o)計 測 デ ー タ
を)一 夕集 積 機 の メモ リ ー に 保 存Lて い る 、
・ マ ・・夕 一 ト 芋院 近 くの ・角 に シ ミ ・レ ー ン1ン 実 験 川 の レ ン 〃造 相 を 設 置 し た 、 1柱 は レ ン ガ 積 み の も の で あ り、
≠,う1柱 は そ れ に モ ル タ ル 被 覆 し た も の で あ る1、こ れ ら構 築 村 の;fi水 分lllの測 定 を 開 始 し た 。 ま た 併 せ て 、 ヒ
中 水 分ll}:およ び 地 ド水 位 の 測 定 ≠)開始 し た 、,
・マ ハ タ ー ト 寺院 の 角 の 牛lfにレ ン カ の 劣 化 の 激Lい 部 分 に つ い て 、 詳 細 な 観 察 と 含 有 水 分 の 変 化 に 関 す る 測 定 を
開 始 し た 。
・ア ユ タ ヤ 遺 跡 に お い て 今 ま で に 行 わ れ た 保 存 修 復 対 策 に つ い て の 資 料 収 集 と追 跡 調 査 を 行 っ て い る 。
・関 連 調 査 と し て 、 ス コ ー タ イ遺 跡 お よ び 東 北 部 の ク メ ー ル 石 造 遺 跡 の 劣 化 と保 存 修 復 に っ い て の 調 査 も行 っ たQ
ま た 併 せ て 、 関 連 の 文 献 資 料'雪の11又集 も行 っ て い る,,
以iの 調 査 研 究 にkり 、 ア ユ クヤ 遺 跡 の レ ン カ鴨造 遺 構 の 劣 化 は1{に 雨 水 に よ る も の で あ り 、 雨 水 に 対 す る 対 策 が 、
保 存 の 基 本 で あ る こ とが1リ1らか に な り つ つ あ る,来 年 度 以 降 は こ の 線 に 沿 っ て 、 よ り 具 体 的 な 調 査 、 研 究 を 進 め るr





研 究 組 織
(,宮 本 長 浪1～、 匹[浦 忠 輝 、 朽 津 信H月 、 松 本 修 「1(/'J,i.、lkl際文 化 財 保 存f修1夏 協 ノ」セ ン タ ー)
イ1[1県}∬叛こ、、玄(f呆r∫ 拳こト'つ∫:菖1二)、/>21ヒ食↑」ノL(4トこ⊥蔓り1し、7.十1昌h;1考評ゴ'.,i:li)　:究1り〒
チ ラ ホ ン ・ ア ラ ニ ャ ノ ク 、 シ リ チ ャ イ ・ ワ ン チ ャ レ オ ン ト ラ ク ル(£ スL、 タ イIIミ1、γ.博牛勿 餌{)
















分析法 として確 立させ るためには、熱分解温度 や試料 母などの熱分解条件 の他、 カ ラム種類 や分離 ガス種類などガ
スクロマ トグラフ分析条件 などを検討 し、再現性 ・精度 を{鵜忍する必 要が あ り、現在 はこれ らの基礎 的な条件 の検 討
をお こなって いる。
(1)染色処理後の絹布のPy-GCMS法 分析条件 の検討
Py-GC-MS法によ るア ミノ酸分析 の定 賦性 と再現性 につ いて熱分解温度 を変化 させ て検討 したが、 芳 香族 ア ミノ
酸 と飽和 ア ミノ酸の熱分解特性が大 きく異な り、 いずれ のア ミノ酸 について も同時 に1・分 な再現性 ・定 礒性 のある温
度帯 は認め られなか った。 絹 タンパ ク質 については、加水分解 を促進 させる反 応熱分解 などの他の 手法 も取 り入れて
分析すべ きであ ることがわか ったU
(2)歴史資料の収集 と分析
修復L房 の協力 によ り、 わずか なが ら収集で きた試料 についてPy-GC-MS法で分析 を行 った(鎌 倉期 また は南北
朝時代、室町時代、鎌倉～室町時代、江戸時代 、江戸 末期のいずれ も絹 本および江戸期の黒染衣裳 の6点)。 占い試
料 ほどTICチ ャー トに熱分解 ピークが 多 く現 れ、特に低温での熱分解で 芳呑族 ア ミノ酸 由来 の熱 分解生 成 物が他 種
類検討で きた。 飽和 ア ミノ酸 にっいて も経年 劣化でU1断が進 みっつ あることが わか った。
これまでの研究成 果をThcFiberSociety全体会、議"lnternationalC()nferenceonAdvancesinFiberandTex.
tileScienceandTechn()logy"、(1997年4月、Mulhouse)にて 発表 した。 また、 文化 財保存 修 復学 会 年次大 会
(1997年6月、Ill形)にお いて、1熱分解一 ガスクロマ トグラフ//"11分析法 を用いた絹 の劣 化状 態の 検討 」 の題 目
で ポスター発表 した。
研究組織
○佐野 千絵(保 存科学部)、メア リー ・
ア ン ・ベ ッカー(外 国人特別研究員)
一68一
7.そ の他 の共 同研 究
シ リア ・アイ ンダー ラ神殿遺跡保存修復 プ ロジ ェク ト
目 的
アイン・ダーラ神殿遺跡は、アレッポの北西約37kmにある石造遺跡で、紀元前10世紀に遡 る重要な遺跡である。
この遺跡を特徴づけるのは、玄武岩でできた神殿の外壁に くまな く彫 られたスフィンクスとライオン像のレリーフや
大理石の足跡石などであり、歴史的のみならず美術的にも極めて価値の高いものである。 しかし、これ らの石彫物は、








の再確認 と仕上げを中心に現場作業を行 った。また、環境計測データの回収 と解析を行 った。最終的に、プロジェク
ト終了後 も継続 して行 うべ き保存、修復、整備の内容と方法についての協議を、 シリア政府考古総局との間で行った。
本プロジェクトの総括報告書の作成に向けて資料の収集、整理を行った。
研 究組織
○ 西浦 忠輝、朽津 信 明(以 上、国際文化財保存修復協力 セ ンター)、井上 洋一(東 京国立博物館)、海老澤孝













青 木 繁 夫AOKIShigeo(修 復技術部)
(1)石ノ形古墳 出土金属遺物の修 復にっいて(青 木 ・犬竹)「石 ノ形古墳」185-19499.3
(2)InfluenceofAirPollutionontheGreatBuddhainKamakura(ShigeoAOKI,SadatoshiMIURA,Wataru
KAWANOBE,ShirouMATUDA)MetalRestorations33-
(2)東京国立文化財研究所所蔵X線 フィルムデー タベースの構築(小 倉、青木、三浦)「保 存科学」38号172-186
99.3
(2)イギ リス ・ドイッの 「近 代の文化遺産」 を訪 ねて 「月 刊文化財 」゜425号51-5599.2
(4)「保存科学 と埋蔵文化財」 栃 木県埋蔵文化財 セ ンター研修会98.06.26
(4)「館 山市大寺 山古墳 出 卜遺物の保存」(森恭、1°f木)「日本 文化財科学 会研究大会特別講演」98.07.18
(4)「博物館 のための保存科学」 千葉県 博物館協会研修98.07.22
(4)「鎌倉大仏 における環境汚染物質の影響」 韓国保存学会研究大 会特別講演98.09.26
(4)「文化財 の修復 と合成樹脂」 修理技術 者構習会98.10.14
石 井 倫 子ISHIITomoko(芸能 部)
(1)『風流能 の時代一金春禅鳳 とその周辺 一』 東京大学出版会98.9
(1)能・狂言鑑賞 入門 『日本の伝統 芸能』 放送 川 テキ ス ト 日本放送 出版 協会98.4
(2)作品研 究 「清経 」『観 世』65巻8号32-3898.8
(2)男装の舞姫 ・白拍子 第九回能劇 の座公演 パ ンフ レッ ト98.10
石 崎 武 志ISHIZAKITakeshi(保存不斗学部)
(1)多孔質材料の凍結 ・融解によ る劣化機構 の解明 と防 止対策、 平成9、10年 度科学研究 費補助金研究成 果報 告書
pp.6599.3
(2)タイ国 アユ タヤの歴史的 レンガ構造 物中の水分移動解析(イi崎 ・朽津 ・西浦 ・シムネック)「保存科学」38号
154-16399.3
(2)タイ国 スコー タイ遺跡 のス リ・チュム寺院大仏の保存修復(1)(西浦 ・石崎 ・チラポン ・キ ッチ ャ)「保存科学」
38号146-15399.3




(3)多孔質材料の凍結劣化過 程の微視的観察 日本文化財科学 会第15回 大会9&7.18




(3)タイの レ ンガ建造物 中の水分、塩分移動の解析、第2回 岩石の風化 に関 する シンポ ジウム 京都人学防災研究
'1斤99.2.20
(3)タイ国 スコー タイ遺跡の スリチ ュム 寺院人仏の保存修復(1)(西浦 ・石崎 ・チラポ ン ・キ ッチ ャ)第20回 文
化財保存修 復学 会人会98.6.6
(3}示差熱騒計を川いた細孔中 にお ける氷の融点測定(内 田 ・海老沼 ・石崎)1998年度li本雪氷学会全国 大会
98.10.13




(4)石造 文化 財の劣化 に対す る多孔質内の水分 ・塩 分移動 の影響 、研究会 「イ1造文化財、 レンガ建造物 の凍結 劣化
と塩類 風化の メカニ ズム」98.11.17
(4)石造 文化財中の塩 分、水分移動 シ ミュ レー シ ョン、研究 会 「石造 文化財、 レンガ建造物 の凍結劣化 と塩 類風化
の メカニ ズム」98.11.17
(4)タイ国 アユ タヤ遺跡 にお ける レンガの劣化現 象(朽 津 ・石 崎)平 成10年 度文化 財保 存修 復研 究協 議会
99.1.14
(4)気候環境 変動 が アジアの遺跡 に 与え る影響 について、研究会 「地球規模 の気候変動 と文化財の保存」99.2.5
(4)文化財の保存 に関す る材料凍結の諸問題f1本 雪 氷学会 凍 土分科会98.10.13





(5)文化財科学 と雪氷学 との接点 日本雪 氷学会 関東 ・中部 ・西 日本支部 ニュース50号98.10
井 手 誠 之輔IDESeinosuke(情報資料部)
(1)『南宋 の絵 画』 故宮博物院(構 成 ・概説)「近景 へのまなざ し一杭州 をめ ぐる絵画」 日本放送出版協会98.5
(1)『1〔代 ・北宋 ・遼 ・西夏』世界美術大 全集 ・東洋編 第5巻(共 同執筆)「西夏の絵 画」 小学館98.12
(2)「境 界」美 術のアイデ ンテ ィテ ィー請来仏画研究の立場か ら 第21回 文化財の保存 に関す る国際研究集会報告
r99.3
(2}第:セ ッシ ョン報告一内 なる他者 と しての東ア ジア 第21回文化財 の保存 に関す る国際研究集会報告 書99.3
(3)明時代の仏伝図一鹿児島県歴史資料セ ンター黎 明館本 をめ ぐって一 美術部 ・情 報資料部研究 会98.6.17
(4)中国文人文化への接近一入元僧以'茅得謙 と禅林 の美術一 第32回 美術 部 ・情報資料 部公開学 術講 座(東 京都
美術館講堂)98.10.21
(5)南宋絵画解説29点 『南宋の絵画』 故宮博物院 ・日本放送 出版 協会98.5
(5}西夏絵画解説10点 『1i代・北宋 ・遼 ・西夏』 世界美術 大全集 ・東洋編第5巻 小学館98.12
(5)五代 ・北宋絵画解説12点 『h:代・北宋 ・遼 ・西夏』 世界美術 人全集 ・東洋編第5巻 小学館98.12
岡 田 健OKADAKen(美 術 部)
(2)東浄毘沙門天像一羅城門安置説 と造 、γ年代 に関 する考察一(ド)『 美術 研究』371号99.3
(2}龍門石窟への足跡一岡倉天心 と人村西崖 第21f　,1文化 財の保存 に関す る国際研究集会報告 書99.3
(4}日本 で国宝 とな った中II4の仏像一京都 ・清涼 寺釈迦如来像の伝 来とその信仰一 文京区区民人学講座 「日本 の
国宝 ・仏像へ のいざない」 文京1)く茗台生涯学 習館98.11.18
(5)兜践毘沙門V.像/毘 沙門天像のひろが り(泉 都 ・教E護 国 孝)『 週 刊朝 日Ilf不斗 日本の国宝』6598.5
一71
勝 木 言一郎KATSUKIGen'ichiro(情報資料 部)
(2)泉州開元寺 における飛天 と迦陵頻 伽 『自然 と文化』59号99⊥15
② 二っ の壁画 を通 して考 えるホータ ン王の フ ァッシ ョン戦略 大東文化大学国際関係学部 ・現代 ア ジア研究所編
『ASIA21基礎教材編』No.899.3
(3)泉州 におけ る地獄 と極楽 のイメージ 泉州糸操 り人形劇 フォー ラム99.10.8
(4)大英博物館事情 ミュー ジアム利用研究会98.6.5
(5)海の シル クロー ド泉州 で出会 った飛人 と迦陵頻伽のハー モニ ー 「泉州糸操 り人 形劇』 プログラム98.10.1
加 藤 寛KATOHiroshi(修 復技術部)
(2)漆芸作品 におけ る修理方法 にっ いての 考 察 「文化財 の微量分析方法 の開発」
(2)膠と漆 によ る輸 出漆器 の修理 につ いて(加 藤 ・川野辺 ・田口 ・五味)「 保存科学」38号39-4799.3
(2)塗料 か ら見た輸 出漆器 の受容 につ いて 「保存科学」38号60-6799.3
(2)漆工品の螺錨技 法の研究一貝 の整形技法 とその1二具につ いて(1)一(加 藤 ・五味)「 保存科 学」38号..
99.3
(2)RestorationofUrushiwareforExportwithAnimalGlueandUrushi(日独学術交流報告書)
(2)GlossaryofUrushiTerms(Ii独学術 交流 報告 書)
(2)HistiricalStudyoftheRestorationofUrushiware([]独学術 交流 報告書)
(3)RestorationofUrushiwareforExportwithAnimalGlueandUrushi(ドイ亀ン連邦共和国 ライプチ ヒ、 国
際文化財保 存修復 メッセ98.10.21)
(4)海外で漆 器を探 す(第13回 「人学 と科学 」 シンポウム 海を渡 った文化財99.1.30)
(4)茶道 の漆 器 にっ いて(日 本茶道 会98.6.19)
(4)ピーボデ イ ・エセックス博物館所蔵 の輸 出漆 器(人 田区教育委 員会1{催98.5.20)
(5)蒔絵絵馬(奥 州藤原 一族 の1L・11-L:IIIIに関 する総 合研究 ・東北大学文学部)
鎌 倉 恵 子KAMAKURAKeiko(芸 能 部)
(2》東京国 、r.文化財研究所 芸能 部所蔵 杵屋栄:旧 蔵 歌舞伎附帳写爽 目録(共 編)『 芸能の科 学』27164-204
99.3
(4)近松門左衛門の浄瑠璃 芸能 部夏期学術1;偉座98.7.7～7.10
(5)討入 りにかかわ った父:人 国 、γ劇場 文楽 公演筋 書98.12
(5)日本的塊儲戯一江戸時代(17～19世糸己中 葉)的 舞 台技 芸 『偶戯乾坤1999雲 林国際偶戯節活動 専輯』29-34
99.3
(5)歌舞伎の幼少期 野郎歌舞伎の時代 『シア ター ・オリンピック ス手帖 別冊劇場文化』70-7999.3
川野邊 渉KAWANOBEWataru(修 復技術部)
(2)膠と漆 による輸 出漆器の修理 について(加 藤 ・川野邊 ・田ti・1i味)「保存科学」38号39-4799.3
(2)(旧)岩崎家住宅壁紙調査報告(1)(井lI・ 川野邊 ・朽津 ・人川)「 保存科学 」38号124-13699.3
(3)九州装飾古墳 の緑 と青 にっいて(朽 津 ・川野邊)文 化財保存修復学会第201・1人会98.6.7
(4)接着 の科学(修 理技術者講習会 ・文化庁美術1二芸課)98.10.14
(4)人工木材 につ いて(主 任技術者研修会 ・文化財建造物保存技術協会)98.10.21
(4)文化財修理 と自然科学(国 宝修理者研修会 ・国宝修理装 こう師連盟)98.11.20
(5)近代 の文化遺産 の保存 と活川 川:1」文化財(425)9-2399.2
木 川 り かKIGAWARika(保 存科学 部)
② 各種 防虫剤、防徽剤、煉蒸剤等の顔料 ・金属 に及ぼす影響(木 川 ・宮澤 ・小泉 ・佐里チ・ 捕 ・後 出 ・木村 ・富
田)「文化財保存修復学 会誌」4312-2199.3
(2)窒素等不活性ガ スによる文化財殺虫処理装置 の試作 と処理例(木 川 ・liI野・ 三浦 ・前llD「保 存科 学」38号
一72一
1-899.3
(2)低酸素濃度殺虫法一処理温度と殺虫効果の検討(木 川 ・永山 ・山野)「 保存科学」38号9-1499.3
(2)八幡宮来宮神社社殿修理工事報告書、生物科学調査 『八幡宮来宮神社社殿修理1:事報告齊』p.6199.3
(3)温度 を利用 した殺虫法(1)一低温処理および高温処理の殺虫効果の検討(木 川 ・永山 ・山野)第20回 文化財
保存修復学会大会98.6.6-7
(3)低酸素濃度殺虫法に関する基礎実験(3)一処理温度についての検討(木川 ・永山 ・山野)第20回 文化財保存
修復学会大会98.6.6-7
(3)各種防虫剤、防徽剤、煉蒸剤の文化財材質へ及ぼす影響の検討(顔 料 ・金属に及ぼす影響)(木 川 ・宮澤 ・小
泉 ・佐野 ・三浦 ・後出 ・木村 ・富田)第20回 文化財保存修復学会人会98.6.6-7
(3)防徽剤ア リルカラシ油揮発成分の顔料に対する変色評価(木 川 ・宮澤 ・小泉 ・.三浦 ・高田 ・関山)第20回
文化財保存修復学会大会98.6.6-7
(3)和歌山 ・大谷古墳出土馬 甲に付着 した毛皮のDNA解 析(木 川 ・小泉)日 本文化財科学会第15回大会
98.7.18
(4)臭化 メチルの規制の動向 と今後の代替策について 東京都三多摩公立博物館協議会 調布市文化会館98.4.24
(4)煉蒸処理に代わる文化財害虫の殺虫法 第20回文化財(書 籍 ・古文書等を含む)の 虫菌害保存対策研修会
財団法人 文化財虫害研究所 自治労会館98.7.16
(4)文化財の虫菌害防除一臭化メチルの使用規制と博物館 ・美術館 ・図書館等における防虫 ・防徽(カ ビ)対策の
今後一 平成10年度文化財セ ミナー(第2回)東 京都立多摩社会教育会館98.9.29
(4)文化財の生物被害と除去 文化庁 指定文化財(美 術工芸品)修理技術者講習会 東京国立博物館98.10.13
(4)文化財の虫菌害防除一臭化メチルの使用規制の動向と防虫 ・防徽対策の今後一 第17回文化財保存研修会
群馬県歴史博物館98.12.4
(4)脱酸素法等代替殺虫法の研究経過報告 生物被害防除研究会 「文化財生物被害防除の今後」 東京国立文化財
研究所98.12.14
(4)酸性紙封筒に落下 ・付着 したカビについて 記録史料の情報資源化と史料管理学の体系化 に関する研究会 国
文学資料館史料館98.12.17
(4)保存施設における害虫の種類 ・生態と防除の今後の展望 第4回記録史料の保存 ・修復に関する研究集会 ブ
リヂス トン美術館99.1.14





(5)文化財の虫菌害防除一臭化メチルの使用規制と博物館 ・美術館 ・図書館等における防虫 ・防徽対策の今後一
新たな文化財保護の方向性を求めて 平成10年度文化財セ ミナー報告書 東京都立多摩社会教育会館99.3
串 田 紀代美KUSHIDAKiyomi(芸 能部)
(2)状況 に埋め込 まれた芸能 の見方一談話か ら分析す る里神楽 はぎわ ら会の現在一 『芸能 の科 学』2733～75
99.3
(2)専門分野(美 術史)に おける読解 のケーススタデ ィ:日 本語学 習 ネッ トワーキ ングをめざ して 『アメ リカ ・
カナダ大学連 合 日本研究 セ ンター紀要』No.2185-10598.9
(4)江戸東京の里神楽一実演 と話一 芸能部公開学術 講座 矢来能 楽堂98.11.5
朽 津 信 明KUCHITSUNobuaki(環境解析研究指導室)





(2)顔 料 鉱 物 の 可 視 光 反 射 ス ペ ク トル に 関 す る基 礎 的 研 究(朽 津 ・黒 木 ・井 口 ・三 石)「 保 存 科 学 」38号108-
12399.3
(2)千 葉 市 ・加 曽 利 貝 塚 遺 跡 に お け る遺 構 保 存 を 目 的 と し た 環 境 調 査(1)(朽 津 ・吉 田 ・青 木)「 貝 塚 博 物 館 紀
要 」26号1-999.3
(2)輸 出 漆 器 の 修 理 材 料 の 分 析(1)(111一川 ・朽 津)「 保 存 科 学 」38号48-5999.3
(2)タ イ 国 ア ユ タ ヤ の 歴 史 的 レ ンガ 建 造 物 中 の 水 分 移 動 解 析(石 崎 ・朽 津 ・西 浦 ・ シ ム ネ ッ ク)「 保 存 科 学 」38
畢ナ154-16399 .3
(2)(旧)岩 崎 家 住 宅 壁 紙 調 査 報 告(1)(受 託 研 究 報 沓 第70号)(井 口 ・川 野 邊 ・朽 津 ・大 川)「 保 存 科 学 」38号
124-13699.3
(3)九 州 装 飾 古 墳 の 緑 と 青 に っ い て(朽 津 ・川 野 邊)文 化 財 保 存 修 復 学 会 第20回 人 会98.6.7
(3)千 葉 市 ・加 曽 利 貝 塚 遺 跡 に お け る 遺 構 保 存 を 目 的 と し た 環 境 調 査(1)(朽 津 ・ 吉 田 ・青 木)日 本 文 化 財 科
学 会 第15回 大 会98.7.18-19
(3)重 要 文 化 財 ・ ド野 煉 瓦 ホ フ マ ン窯 の 風 化 と 保 存Il本 地 質 学 会 第105年 学 術 大 会98.9.27
(3)タ イ ・ ア ユ タ ヤ 遺 跡 の 劣 化 と 保 存 に 関 す る 応 用 地,,,,.1r一的 調 査(朽 津 ・石 崎 ・西 浦)日 本 応 用 地 質 学 会 平 成10
年 度 研 究 発 表 会98.10.21
(3)凝 灰 質 岩 表 面 に 発 生 した ～酸 化 マ ン ガ ン は 微 生 物 が 作 っ た:史 跡 「フ ゴ ッペ 洞 窟 」(余 市 町)(三 田 ・朽 津)
日 本 地 球 化 学 会'F成10年 度 人 会98.10.9
(4)煉 瓦 の 劣 化 に つ い て 近 代 の 文 化 遺 産 保 存 研 究 会 東 京 国 、γ文 化 財 研 究 所98.6.29
(4)SurveyoftheConditionofUeteriorationofaBrickConstrution.(KawanobeandKuchitsu),22nd
InternationlSymposiumontheConscrvalionandRestorationofCulturalProperty,TNRICP98.11.5
(4)タ イ国 ア ユ タ ヤ 遺 跡 に お け る レ ン ガ の 劣 化 現 象(朽 津 ・イi崎)平 成10年 度 文 化 財 保 存 修 復 研 究 協 議 会 東
京 国 、r.文化 財 研 究 所99.1.14
(4>頃 要 文 化 財 ・旧 ド野 煉 瓦 窯 に お け る煉 瓦 の 風 化 第 ㌦回 岩 石 の 風 化 に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 京 都 人 学 防 災 研 究
所99.2.20







児 玉 竜 一KODAMARyuichi(芸 能部)
(1)型の文脈 岩波講座 歌舞伎 ・文楽 第6巻 『歌舞伎o)空間論』(な8被評享店)
(2)初代騰治郎小考 『歌舞伎 研究 と批 評』21%;'15〔-16198.6
(2)初代騰治郎参考文献 『歌舞伎 研究 と批評』2P}116-13098.6
(2)書評 『知 られ ざる芸能史 娘義太夫』(中公新 井)『 文楽道 具帳』(国 、r.文楽劇場)『 歌 舞伎 研究 と批 評』22
号98.12
(2)書評 佐伯知紀 『伊藤大輔』 富 川美香編 『千恵 プロ時代』(フ ィルムアー ト社)「演劇学 」90号99.3
(2)東京国立文化財研究所芸能部所蔵 杵屋栄:旧 蔵 歌 舞伎附帳写真 目録(共 編)『 芸能 の科学 』27164-204
99.3
(4)近世におけ る 『大塔宮畷鎧』 のL演 ・シ ンポジウム 「『人塔宮畷鎧』 の復活1演 をめざ して」 歌舞伎学会フォー
ラム98.10.10
(5)解題 「雑誌 『演芸 月刊』」 『歌 舞伎 研究 と批評』21号98.6
(5)解題 「雑誌 『演芸世 界』」 『歌 舞伎 研究 と批評』22号98.12
(5>脚注 「座談会 義 太夫狂言」歌舞伎学会編 『歌舞伎 の歴史一新 しい視点 と展 望一』(雄III閣)98.12
-74一
L_一 一 一____一____一 一___」1
(5)大蔵卿転生諏一浄瑠璃か ら歌舞伎へ一 国立劇場歌舞伎公演プログラム99.1
(5)郡司正勝業績一覧(昭 和59年以降)・追悼文 『劇評集』のあいまに 『演劇学』 郡司正勝追悼特別号99.3
佐 野 千 絵SANOChie(保 存科学部)
(1)『文化財収蔵庫 の庫 内空気環境調査法 の公定化のための基礎的研究』{F成8～10年 度 文部省科学研究費補助金
基盤研究(A)(2)研究成果報告 書pp.17699.3
(2)変色試 験紙iに 捕捉 された化学種一陽 イオ ン、陰 イオ ンと有機酸一 「保存科学」38弓15-2299.3
(2)博物館 等施設の室内空気汚染一酢酸 ・ギ酸濃度一 「保存科学」38号23-3099.3
(2)展示公開施設の館内環境 調査報L1;_17'1'成9年度一(佐 野 ・{浦)「 保存科学」38≒}187-19199.3
(2)各種防 虫剤、防微剤、煽蒸剤 等の顔料 ・金属 に及ぼす影響(木 川 ・宮沢 ・小泉 ・佐野 ・三浦 ・後 出 ・木村 ・
富田)「 文化財保存修復学 会誌」43号12-2199.3
(2)ホルムアルデ ヒ ドによる無機顔料 の化学変化(小 瀬戸 ・佐野 ・一三浦)「 文化財保存修復学会誌」43号22-30
99.3
(3)ホルムアルデ ヒ ドの 日本画に 与え る影響(小 瀬戸 ・佐野 ・三浦)文 化財保存修復学会第20回 大会98.6.6
(3)近代 日本画家の用 いた絵絹の構造(馬 越 ・BACKER・佐 野 ・小 谷野)文 化 財保 存修 復学 会第20回 大会
98.6.6
(3)空気環 境調査法一特 に ホルム アルデ ヒドの濃度測定にっいて(佐 野 ・小瀬戸 ・一{浦)文 化財保存修復学 会第
20回大会98.6.6
(4)文化財の保存 と環境 指定 品(美 術 工芸品)修 理技 術者講 習会 文化庁文化財保護部美術工芸課98.10.12
(4)文化財 と保存科学 武蔵大学98.11.4
(4)文化財 と自然科学一科学 の フロンテ ィア シ リー ズー 学習 院大学98.11.21






島 尾 新SHIMAOArata(情 報資料部)
(1)第三セ ッシ ョン報告一語 る現 在、語 られ る過去 一 第 ニー回文化財の保存 に関す る国際研究集会 「今、 日本 の
美術史学 をふ りかえ る」報告 書99.3
(2)室町水墨画の再評価一 え益斎 図 と聴松軒 図にっいて一 『国華』123198.4
(2)禅の仏画 と東福寺 「禅寺の絵 師たち」展 カタログ 山口県 立美術館98.10
(2)雪舟等楊の研究(三)一 「秋冬山水図」 の情報学(ヒ)一 『美術研究』37299.3
(4)雪舟筆 「秋冬山水図」について 美術部情 報資料 部研究会98.12.16
(4)デジタル ・アーカイヴスの現状 と問題点 静岡大学情報社会学科99.2.24
(5)煎茶vs抹 茶?『 茶道 の研究』44-299.2
鈴 木 廣 之SUZUKIHiroyuki(情報資料部)
(5)ステフ ァン ・タナカ 「見いだ された もの一 日本 と西洋 の過 去と しての 日本美術 史」(翻訳)東 京国立文化財研
究所編 『文化財の保存 に関す る国際研究集会 ・今、 日本の美術 史学 をふ りか える』56-7099.3
高 桑 いつ みTAKAKUWAIzumi(芸 能部)
(1)舞楽の 楽器一 その意匠 と展開一 『日本の美術 舞楽装 束』(共著)No.383至 文堂98.4
















能 ・狂言鑑 賞入門NHK教 育 テ レビでの放送98.5～99.1
能の音楽の しくみ1・ Ⅱ 横浜国立大学公開講座 『能の世界』98.7.17.24
シ ンポジウム 「道成寺」 の乱拍 子 能劇 の座第九回 公演98.10.29
「恋 の祖父」 の 「ぢはや し」 『鎮仙』No.46398.5
大鼓の世界一その歴史 とF楽 一 花伝 の会特 別公演 パ ンフ レッ ト98.8
乱拍子 の技法 とその源流 第九回能劇 の座 公演 パ ンフレッ ト98.10
新春能 ・狂言曲 目解説 ほかNHK教 育 テ レビでの放送99.1.1～3
曲 目解説第五回 ルネ小 平能 ・狂 、艦 賞 会99.2.28
一調一管 「江 口」・長唄 「八 重霞賎機帯」曲 目解説 国 立劇場第20回 音楽公演 パ ンフレッ ト98 .4
能楽 『高校 の音楽2指 導の手び き』 音楽之 友社99.3
田 中 淳TANAKAAtushi(美 術部)
(2)後期印象派 ・考(中 の一・)「美術研究」3694i.98」1
(2)後期印象派 ・考(中 の:)「 美術研究」372号99.3
② 第一 セ ッシ ョン報告一近代 と美術/近 代 と美術史 第21回 文化財 の保存 に関す る国際研究集会 「今、 日本の
美術史学 をふ りか える」/i:-111'99.3
(4)「後期印象派」受容の講相 所 内総 合研究会98.4.14
(4》1930年代の洋画 石橋 美術館98.5.16
(4)和田英作とその時代 鹿児島 市、/.美術館98.10.4
(4)黒田清輝 の生涯 と芸術 成羽町 美術館98.11.3
(4)松本竣 介の眼ざ し 愛知県 美術館98.1,23
(4)翻訳 ・紹介 ・感想 木村イll八美術 ・情報資料部研究会99.2.17
(4)東文研 美術 部 ・情 報資料部 のデ ジタル化計画 東京1団、Z近代 美術館99.3.30
(5)日本美術院100年展を見て 共lllj通信社 「岩 丁～日報」98.4.11
津 田 徹 英TSUDATetsuci(情 報資*こ}部)
(4)横須賀市民 人学 講座 ・'r安鎌倉 のX術 「中 世の聖 徳 太r像 」(横 須賀 市教 育 委員 会)
99.1.23
(4)「中 世の童子形 と神」(横須 賀市教 育委員会)横 須賀市 、Z博物館99.1.30
横須賀市立博物館
中 野 照 男NAKANOTeruo(美 術部)
(1)不動明 王像(黄 不動尊)、/t二部心観 『日本 の国宝77滋 賀/園 城 寺(こ 井 寺)近 江神宮』 朝k_1新聞社98.8
(1)西域北道の美術 『llt界美術人全集 東洋編第15巻 中 央アジア』 小学館99.3
(2)敦煙学 は、 いま 『月 刊しにか』100号 人修 館書店98.7
(4)芝山 ・観音教寺所蔵 「施餓鬼図」 について 美術 部 ・情報 資料 部研究会98.4.15
(4)シルク ロー ドの文化遺跡 と美術T葉 市民 文化人学 ωT葉rl∫文化振興財団98.5.296.5
(4)チベ ッ ト仏教美術 を訪ねて 美術部 ・情 報資料 部研究 会98.7.22
(4)ドイッ ・フランスの中央 アジア探検'拝 成10年 度秋期東洋学講座(中 央ア ジア探検の 先馴 者たちn)㈱ 東洋
文庫98.11.10
(5)QIUCI,SilkRoadKingdomofBuddhistArt,NHKINTERNATIONAL,INC98.10
中 村 茂 子NAKAMURAShigeko(芸 能部)
(2)三信遠地域修正会 の芸能構成 と伝播 『芸能 の科学』271-3299.3









民俗 芸能 の人形芝居 東京国 立文化 財研究所夏期学術講 座98.7.9
江戸東京 の里神楽一歴史 と現状一 芸能 部公開学 術講:1矢 来能楽堂98.11.5
森町 の舞楽 全国.民俗 芸能 大会研究 公演 日本1°∫年館98.11.21
国,r.劇場 人1期 太神 楽研修修r生 の現 在 と将 来 本川安 次著:作集 『日本の伝統 芸能』 付録1698.8
紀伊 半島民俗 芸能祭98「 奈良新聞」98.11.7
遠州 ・森 町の盆行 事 『お んかん』36198.11
西 浦 忠 輝NISHIURATadateru(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)
(1)占 建 築 の 保 存 を 目 的 と した 石 材 強 化 保 存 用 合 成 樹 脂 の 物 性 評 価 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書99.3
(2)タ イ 国 ス コ ー タ イ 遺 跡 の ス リ ・チ ュ ム 、¥院人 仏 の 保 存 修 復[1](西 浦 、 石 崎 、 チ ラ ポ ン、 キ ッ チ ャ)「 保 存 科
"fJ38%,'-146-15399.3
(2)タ イ 国 ア ユ タ ヤ の 歴 史 的 レ ン ガ 建 造 物 中 の 水 分 移 動 解 析(石 崎 、 朽 津 、 西 浦 、 シ ム ネ ッ ク)「 保 存 科 学 」38号
154-16399.3
(2)我 が 国 に よ る 文 化 遺 産 保 存 国 際 協 力 車 業 の 現 状 と 問 題 点[1](:神 、 西 浦)「 保 存 科 学 」38号164-17199.3
(3)石 造 文 化 財 保 存 の た め の 合 成 樹 脂 含 浸 強 化 法 の 評 価 試 験 マ テ リア ル ラ イ フ学 会 第g回 研 究 発 表 会98.6.2
(3)タ イ国 ス コ ー タ イ 遺 跡 の ス リ ・チ ュ ム 、¥院大 仏 の 保 存 修 復[1](西 浦 、 石 崎 、 チ ラ ポ ン、 キ ッ チ ャ)第20回
保 存 修 復 学 会 大 会98.6.6
(3)石 材 保 存 用 樹 脂 の 評 価 試 験[VI](西 浦 、 人 石 、 占川)第20回 保 存 修 復 学 会 大 会98.6.6
(3)シ リア ・ア イ ン ダ ー ラ 神 殿 遺 跡 保 存 修 復 国 際 プ ロ ジ ェ ク ト(西 浦 、 井L、 海 老 澤 、 ハ イ ヤ ー タ)日 本 文 化 財
科 学 会 第15回 大 会98.7.18
(3)タ イ ・ア ユ タ ヤ 遺 跡 の 劣 化 と 保 存 に 関 す る 応 用 地 質 学 的 調 査(朽 津 、 石 崎 、 西 浦)日 本 応 用 地 質 学 会 平 成10
年 度 研 究 発 表 会98.10.21
(3)ConservationTreatmenttoanHighlyBio-deterioratedStatueinSukhothai,Thailand(Nishiura,
Chiraporn),4thInternationalConferenceonBiodeteriorationofCulturalProperty,Tehran,Iran98.11.22
(4)遺 跡 の 保 存 と 観 光 開 発 シ リ ア 総 合 観 光 開 発 計 画 ワ ー ク シ ョ ッ プ 国 際 協 力 事 業 団98.7.18
(4)タ イ 国 ス コ ー タ イ 遺 跡 の ス リ ・チ ュ ム 寺ー 院 大 仏 の 保 存 修 復 ア ン コ ー ル 遺 跡 保 存 シ ン ポ ジ ウ ム 「熱 帯 ア ジ ア の
遺 跡 修 復 技 術 と ア ン コ ー ル 遺 跡 」(財)日 本 国 際 協 ノ」セ ン タ ー 他98.10.31
(4)レ ン ガ造 文 化 財 の 劣 化 と保 存 対 策(海 外 の 事 例)¥1/_成10年 度 文 化 財 保 存 修 復 研 究 協 議 会 「レ ン ガ 造 文 化 財 の
保 存 修 復 」 東 京 国 、Z文化 財 研 究 所99.1.14
(4)若 の み ほ と け の 心 を 現 代 に;国宝 臼 杵 石 仏 の 保 存 修 復 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム 「文 化 財 の 保 存 修 復 一 何 を ど う残 す



















羽 田 殺HATAHisashi(芸 能 部)
(1)能 狂言鑑賞 ガイ ド(監 修)小 学館98.12
(4)薪能 と現代 武 蔵大学公開講座98.7.18
(4)能の演技一扇を中心 に 国 、γ能楽堂 講演 と映画 を観 る会98.8.26
(4)能の復曲 につ いて 武蔵野女r大 学能 楽資料 セ ンター月例研究 会98.11.16
(4)平成十年能楽界の話題(権 藤芳一氏 と対談)NHKTV98.12.31
(5)「悪太郎」 と 「首 引」WALK(水 戸 芸術館)2998.4
(5)見物左衛門 友枝昭 世の会パ ンフレ ット98.4
(5)公演活動 と調査養成 事業をふ りかえ る 『国 立能 楽堂』181号98.9
(5)書評 ・西野春雄校注 『謡曲E`i』 能 楽 タイムズ559号98.10
(5)狂言小歌 「柴垣」「お茶の水」 国 、γ劇場邦楽鑑賞会パ ンフレッ ト98.10
(5)鵬鵡小町 のこと 浅見真州の会パ ンフ レッ ト98.10
早 川 典 子HAYAKAWANoriko(修 復技術部)
(2)輸出漆器 の修理材料 の分析(D(早 川、朽津)「保存科学 」38号48-5899.3






(2)ICP-AES/MSによ る 中 国'f'i頭遺 跡 出1:1'r銅器 の 多 元 素 分 析(llりll・'1え尾 ・金 ・鄭)「 保 存 科 学 」38Tj98-
10799.3
(3)蛍 光X線 分 析 法 に よ る 文化 財試 料o)表 面 装 飾 のI」析(早 川 ・'「尾)第591"i分 析 化 学 討 論 会98.5.23
(3)早 期 中 国 青 銅 器 の 鉛 同 位 体 比(.1'.・鄭 ・'1え尾 ・lii・川 ・T,Chasc)BUMAIV国 際 会 議(島 根)98.5.25
(3)文 化 財 資 料 測 定 に 関 す る 波 長 お よ び エ ネ ル ギ ー 分 散 型 蛍 光X線 分 析 法 の 比 較(　 1t・川 ・平 尾)日 本 文 化 財 科 学
会 第15回 大 会98.7.18
(3)平 安 時 代 経 筒 に 関 す るrl然 科 学 的 研 究(原HI・'1ろ尾 ・鈴 木 ・1管りlD日 本 文 化 財 科 学 会 第15回 人 会98.7.18
(3)ア イ ヌ 玉 の 考 占 化 学 的 研 究(斉 藤 ・llりll・平 尾 ・ll1井・佐 々 木)日 本 文 化 財 科 学 会 第15回 大 会98.7.18
(3)ApplicationsofMicroXRFforAnalysisofJapaneseTraditionalGlassandArtifacts(K.Sugihara,M.
Sato,Y.Hayakawa,A.Saito,T.Sasaki),The47thAnnualDenverX-rayConference98.8.3
(3)文 化 財 と分 析 化 学 一 東 京 国 、1/.文化 財'研究 所 保 存 科 学 部 化 学 研 究 室 一(早 川 ・平 尾)第2回 分 析 化 学 東 京 シ ン
ポ ジ ゥ ム98.9.3
(3)ICP・AES/ICP-MSによ る 早 期 中 国ll∫銅 器 の 多 元 素 分 析Clりll・'1え尾 ・金 ・鄭)日 本 分 析 化 学 会 第47年 会
98.10.6
平 尾 良 光HIRAOYoshimitsu(保存不ξ}学部)
(1)「化石 ・骨 ・木製品を探 る」 『文化財 を探 る科学 の眼一1』'iえ尾 ・lli岸編 国i:社(東京)pp.5698.3
(1)「石器 ・土器 ・装飾 品を探 る」 『文化財 を探 る科学の眼一2』 平尾 ・山岸編[t土 ネ1:(東京)pp.5698.3
(1)「青銅鏡 ・銅 鐸 ・鉄 剣を探 る」 『文化財 を探 る科学の眼一3』 平尾 ・111岸編 国 上社(東 京)pp,5698.3
(1)弥生時代青銅器 の産地推定 平成8-9年度科学研究費補助金研究成果報告 書pp.17398.3.30
(2>とりべ内壁付着物 および熔倖(推 定)の 化学分析(平 尾 ・泉谷 ・木村 ・馬淵)『 飛鳥 ・藤 原宮 発掘 調 査報告
一78一
IV一飛鳥水落遺跡 の調査一」 奈良国 、γ文化財研究所編141-142(1995)95.3
(2)鉛同位体比 による水落遺跡 出1銅 管の原料産地推定(馬 淵 ・平尾)『 飛鳥 ・藤 原宮 発掘 調査 報告IV一 飛鳥 水
落遺跡の調 査一』 奈良国i　r.文化財研究所 編143-150(1995)95.3
(2)鉛同位体比法 を用 いた小銅鐸 の材料 に関す る一 考察(平 尾 ・鈴木 ・井L・ 森 田)「 考 占学 と 自然 科学 」35
41-5497.1`1
(2)長野県和T一遺跡 出Lの 火喫 斗の科学 的調 査(平 尾 ・榎本 ・ 早川)『 和手遺 跡一 カイ ンズホーム建設に伴 う緊
急発掘調査報告 書n』 長野 県塩尻市教育委員会p.37-49(1997)97.3
(2)石川県藤江B遺 跡か ら出i:した小型銅鐸 につ いての 自然科学 的研究(・1え尾 ・鈴木 ・脇田)『 石川 県立 埋蔵 文
化財 セ ンター年報』18号89-9298.1
(2)カマ ン ・カレポユ ック第10次(1995年)調 査で出 上した銅製品の化学的測定('P尾 ・榎 本)「 アナ トリア
考古学研究」7251-26698.3.1
(2)三反 田 ド高井遺跡 出f.の金属環 の蛍光X線 分析('F尾 ・木村)『 一般国道6号 東水戸道路改築工事地 内埋 蔵
文化財調 査報告 潜Ⅳ 一三反田 ド高井遺跡』 茨城県教育財団文化財調査報!f:__11F第128集建 設省 ・茨 城県 教育 財
団編788-79098.4
(2)磯辺王塚 占墳出上金属製【㌦11の分析C-1-2鉛 同位体比 の測定61z尾 ・鈴木)『 磯辺 王塚 古墳』 豊橋 市教 育
委員会編86-8998.3
② 京都府 大田南 占墳群 出 土青龍_1銘 鏡の鉛 同位体比(}%尾 ・榎本)『 太Ⅲ南古墳群/太 田南 遺跡/矢 田城遺
跡一第2次 ～第5次 発掘調査報告 書』 京 都府弥栄町教育委員会編 京都府弥栄町文化財調査報告第15集i～iv
':・
② 椿井大塚山古墳出土鏡の化 学成分 と鉛同位体比(改 訂)(山 崎 ・室住 ・馬淵 ・平尾)『 昭和28年 椿井 大塚 山
古墳発掘 調査報告書』 京都府山城町教育委員会編 京都府 山城 町埋蔵文 化財調査報告書第20集79-9298.6
(2)各種の蛍光X線 分析装置 による文化財 資料 の分析(早 川 ・平尾)「 保存科学」37137-14598.3
② 泉屋博古館が所蔵す る中国古代青銅器の鉛 同位体比(平 尾 ・鈴木 ・早川 ・佐 々木)「 泉 屋博 古館 紀要 」15
25-4698.10
(2)中国両河流域 青銅文明間之関係(金 ・平尾 ・楊 ・Chase・馬淵 ・三輪)『 中国商文化国際学術討論会論文集 』
中国社会科学院考古研究所 編 中国大百科 全集 出版社(北 京)1995年 中国値師開催425-43398.10
(2)商代 青銅 器中 的高 放 射性 成 因鉛:'_t器 物 与沙 可 采(賓 克 勒)博 物 館 蔵 品 的 比 較 研 究 金 ・W.T.
Chase・馬淵 ・ 輪 ・平尾 ・陳 ・趙 『迎 接:卜 一 世紀 的中国考古学国際学術討論会論文集』 北京大学考 古学 系
編科学出版社562-56998.10.22







(3)カマ ン ・カレポユ ック第10次(1995年)調 査で出 上した銅製品の化学 的測 定(榎 本 ・平尾)中 近 東文化
セ ンター98.3.8
(3)渥 堆 青銅 器の自然科学的側面 『中国 三屋堆文化 に関す るシ ンポジウム』 東京llt田谷美術館98.5.15
(3)蛍光X線 分析法によ る文化財試料 の表 面装飾の分析(早 川 ・平尾)19984iこ度 分析化学討論会98.5.23
(3)早期 中国 青銅器 の鉛同位体比(金 ・鄭 ・'{'-1・1_fl川・T.Chase)BUMAIV国際会議(島 根)98.5.25
(3)アイヌ玉の考古化学的 な研究(斉 藤 ・F-1F一川 ・平尾 ・中メト・佐 々木)日 本文化財科学 会第15回 大会98.7.17
(3)文化財 資料測定 に関す る波長お よびエネルギー分散型蛍 光X線 分析法の比較(早 川 ・'r尾)日 本文 化財科
学会第15回 大会98.7.17
(3)'}%時代 の経筒 に関す る自然科学的研究(原 田 ・'1/尾・鈴 木 ・flr・川)日 本文化 財科学 会第15回 大会98.7.17
(3)文化財 と分析化学一 東京国 立文化財研究所保存科学部化学 研究 室(早 川 ・平尾)第2回 分析化学 東京 シ ンポ
一79
ジゥム98.9.5
(3)ICP-AES/ICP-MSによる早期中国青 銅器の多元素分析(早 川 ・平 尾 ・金 ・鄭)日 本分 析化 学会 第47年 会
98.10.5
(4)鉛同位体比法を用 いた早期中国 青銅 器の産地推定 中 国合肥科学技 術大学 於中国合肥講 演98.3.12
(4)蛍光X線 分析法 を用 いた文化財資料 の測定 中国合肥 科学技術大学於中国合肥講演98.3.13
(4)三角縁神獣鏡の科学的側面 朝 日カルチ ャーセ ンター講演98.7.16
(4)古代中国青銅器の鉛同位体比 中国北京科学技術大学歴史金属教室講演98.10.28
(4)鉛同位体比か ら見た古代中国1°f銅の産地 中国北京大学考古学部講演98.10.28
(4)二里頭 と股虚出土の青銅器 第91・ii1本中国 考占学協会 『分析化学 と中国考古学』98.ll.14
(5)ヒッタイ トの 白銅 「古代 ・中 世の銅生産』「季刊考占学」628098.2.1
(5)鉛同位体比法、『青銅鏡 ・銅鍔 ・鉄剣を探 る』「文化財 を探 る科学 の眼一3」 平尾 ・山岸編 国土社(東 京)13-
1998.3.25
(5)自然科学が解 き明かす古代金属の世界、「1°J銅鏡 ・銅鐸 ・鉄剣を探 る』「文化財を探 る科学 の眼一3」 平尾 ・山
岸編 国土社(東 京)6-898.3.25
(5)科学の 目で見 た文化財 「市政」4796-991998.11.5
星 野 紘HOSHINOHiroshi(芸能部)
(2)書評 ・諏訪春雄著 「日中比校 芸能 史』(占川弘文 館)『 日本民俗学』No.21498.5
(2)階上町 のナニ ャ ドヤラ 『民俗 芸能』796-1198.ll
(2)民俗芸能 再生復活への方策 『芸能 の科学』2777-9499.3
(4)「民 俗芸能」 復活 再生 の努 力 東京国 、r.文化財研究所総合研究会98.6.9
(4)人形劇 の人形 を展示 して 泉州糸操 り人形 フ ォー ラム東京国 立文化財研究所 研究 協議会98.10.9
















ロシアのパ ンテ ィ族の熊祭の芸能 東京国 、γ文化 財研究所 芸能 部研究 会99 .3.16・18
文化財 としての人形浄瑠璃 東京国 、Z文化財研究所 夏期学 術講座98.7.9
人形芝居 の歴史 群馬県教育委員会 ほか ヒ催 「ぐんま人形芝居'98」(群馬県高liI村)98.11.15
ア ジア理解講座 「中国少数民族の民俗芸能か ら 〈概説〉」国際交流基金99.1.11
ア ジア理解講座 「中国少数民族の民俗芸能か ら く川遊 び〉 国際 交流基 金」99.2.8
ア ジア理解講座 「中国少数民族の民俗芸能か ら 〈歌fllと輪踊 り〉」国際交流基金99.2.22
ア ジア理解講座 「中国少数民族の民俗芸能か ら く祭祀舞踊〉」国際交流基金99.3.15
地域文化伝承活動 の意義'内 戊10年度国 、'L71:IE3島14ナ年の家}{催事業地域文化伝承推進 事業99.2.27-28
民俗芸能 とは何 か ①花祭(神 楽)『 音楽文化の創造』No.998.6
伝統 的人形芝居復活へ の仕掛 け 『f'州文化』7698.11
民俗芸能 とは何 か ②中llt芸能の響宴(田 楽 ・猿楽など)『 音楽文化 の創造』No.1198.12
民俗芸能 の公開 の諸相 と問題点 『文化庁 月報』36599.2
「民俗芸能 とは何 か ③盆踊 り」 『音楽 文化 の創造』No.1299.3
一役 人の目か ら見た郡 司先生 早稲川大学演劇学 会 「演劇学』 特別 号99 .3
松 本 修 自MATsuMoToshuji(国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー)





(5)雲 岡 石 窟 と華 厳 寺JapanICOMOSInformation4-398.9
:1
(5)ドイッイ コモス主催 の国際会議 に出席 してJapanICOMOSInformation4-498.12
(5)坊さん との対話 「国1r博物館ニ ュー ス」617号98.10
三 浦 定 俊MIURASadatoshi(保存不ご1学部)
(1}「各種の光学 的探 査法」 『文化財探 査の手法 とその実際』 足 、r.・中篠 ・西村編 真陽社rl」124-13299.2
(2)ICCROM一遭向 世界 文化財保存之路的橋梁(林 換盛訳)歴 史文物(中 雄民国国 血歴史博物館)8巻5期72-
7598.5
(2)各種防虫剤、防微剤、煉蒸剤等 の顔料 ・金属 に及 ぼす影響(木 川 ・宮沢 ・小泉 ・佐野 ・三浦 ・後出 ・木村 ・
富田)「 文化財保存修復学会誌」4312-2199.3
(2)ホルムアルデ ヒ ドによる無機顔料 の化学変化(小 瀬戸 ・佐野 ・一{浦)「文 化財 保存修 復学 会 誌」4322-30
99.3
(2)[資料]文 化財保存修復学会年表 「文化財保存修復学会誌」43127-13099.3
(2)窒素等不活性 ガ スによる文化財殺虫処理装 置の試作 と処理例(木 川 ・山野 ・三浦 ・前川)「 保存科学」381-
899.3
(2}金色堂 の環境変化 と漆膜 に生 じた亀裂 の関 する考察(三 浦 ・小川)「 保存科学」3831-3899.3
(2)黒E:il清輝 「湖畔」調 査報告(井 日 ・加藤 ・歌田 ・ 『こ浦)「 保存科学」38137-14599.3
(2)..Sr;国立文化財研究所所蔵X線 フィルムデ ータベー スの構築(小 倉 ・青木 ・三浦)「 保存科学」38172-186
99.3
(2)展示公開施設 の館 内環境調査報告一'r成9年 度一(佐 野 ・ 捕)「 保存科学」38187-19199.3
(2)蛍光X線 分析法 による天11三人判の表面変色に関 す る調査(早 川 ・三浦 ・田尻)「 文化 財保存修復学 会誌」43
96-10599.3
(3》ホルムアルデ ヒ ドの 日本 画に与 える影響(小 瀬 戸 ・佐野 ・三浦)文 化財保存修復 学会 第20回 大会98.6.6
(3)環境 の湿度変化 が金 色堂 に与 えた影響 の評価 文化財保存修復学会第20回 大会98.6.6
(3)空気環境調査法一特 にホルムアルデ ヒ ドの濃度測定 にっ いて(佐 野 ・小瀬戸 ・三浦)文 化 財保存修復学会第
20回大会98.6.6
(3)各種防虫 剤、防徽剤、煉蒸剤 の文化財材質へ及 ぼす影響 の検討(顔 料 ・金属 に及 ぼす影響 の検討)(木 川 ・宮
澤 ・小泉 ・三浦 ・後 出 ・木村 ・富 田)文 化財保存修復学会第20回 大会98.6.6
(3)防徽剤 ア リル カラシ油揮 発成分 の顔料 に対す る変色評価(木 川 ・宮澤 ・小泉 ・三浦 ・高 田 ・関山)文 化財保
存修復学会 第20回 大会98.6.6
(3)博物館 におけ る保存活動(井 口 ・{浦)文 化財保存修復学会第20回 大会98.6.6








(4)梱包の科 学 指定文化財(美 術 」二芸品)企 画 ・展示 セ ミナー(東..f1;)98.7.14
(4)臭化 メチルの使用規制について 第20回 文化財(書 籍 ・占文書等 を含む)の 虫菌害保存対策 研修会(東 京)
98.7.16
(4}博物館施設 にお ける温湿 度管理 の考 え方 平成10年 度 九州 博物館 協議 会 第28回 学 芸員 ・事務 職 員研修 会
(長崎)98.10.19
(4)占文化財研究 と光技 術一 隠 された画の発見PhotonFair'98セミナー(浜 松)98.ll.13
(4)研究の始 まり一忘れ られた塗 りの技術一 第13回 「人学 と科学」 シンポ ジウムー海 を渡 った文化財一99.1.30





壁画劣化の原因 は 「砂漠 の大 雨」 だ った(FieldNoteVol.3)「SCIaS[サイアス]」Vol.3No,834-3598.5
随筆 文化財の非破壊調査 エネルギー ・レビューVol.18No.10p.398.9
金色堂 を守 る科学一徹底 した温度 ・湿度 の管理 週Fl」朝 日百科 「日本の国宝」9823499.1
宮 本 長二 郎MIYAMOTONagajiro(国際文化財保存修 復協力セ ンター)
(1)平地住居 と竪穴住居の類型 と変遷 先史 日本の住居 とその周辺3-22同 成 社98.12
(1)掘立柱建物の出現 と展開 先 史 日本 の住居 とその周辺261-272同 成社98.12
(1)日本中世住居の形成 と発展 建築史 の,,y」r'.間3-23中央 公論美術 出版99.1
(1)上菅荒神原遺跡の住居遺構 ヒ菅 荒神原遺跡92-96鳥 取県教育文化財団99.3
(2)縄文時代建築の種類 と構造 「季刊考 占学」64号55-5898.8
(2)東京国立文化財研究所 によ る文化財保存 修復rNEWTONア ーキオ」Vol.2180-18798.8
(2)上野原遺跡一縄文時代 早期の復 元住居 「建築雑誌」9199814-1598.9
(2)縄文時代 の建築技術一桜町遺跡一 「文建協通{、1」No.492-699.1
(2)妻木晩 田遺跡群 の建物 「季fi」邪馬台国」67号15-2099.3
(4)縄文時代建築 の復原 北陸建築学 会98,6.27
(4)中世城郭建築 兵庫県相生市教 育委員会98.7.18
(4)桜町遺跡 シンポ ジウム 読売 新聞社98.8.11
(41先史時代 の建築技術 竹中人L道 具館98.10.17
増 田 勝 彦MASUDAKatsuhiko(修 復技彿∫部)
(1)和紙 の色 と時代 「色彩か ら歴史を涜むlg9.12.5
(4)「保 存科学 と装 こうのかかわ り」 国宝修理装 こう師連 盟定期研修会98.11.20
(4)「海 外の 日本 美術品の修 復」 第131"H大学 と科学 」公開 シンポ ジウム 「海を渡 った文化財」99.1.31
(4)「高松塚 占墳壁1由iの修復」 文化財o)保存 と修復 公開 シ ンポジウム99.2.7
(4)「文化財保存 にお ける模 写 と修復」 愛知県博物館 協会 講演会99.3.17
(4)「劣化損傷史料の保存修理LI国 文学研究資*二}館史料館研修98.911
(4)「史料 の保存環境 と劣化損傷 要因」lk1文学研究資*こ}館史料館研修98.9.14
(4)「文化財修理 と科学」 美術r芸 課修理 者養成、;置習会98」().15
(4)「史料 の保存科学」 埼1<:!;!文、倉漁麟住 催 ・杓戊8年 度 文井史料取扱講習会99.2.3
松 原 美 智 子MATsuBARAMichiko(国 際 文化 財 保 存 修 復 協 ノ」セ ン タ ー)
(5)TheExhibitionoftheContemporaryJapaneseCeramicsinTraditi()na1Style「ア ジ ア 友 好 占 美 術 展:現
代 日本 の 伝 統 陶 芸 展 」 図 録 文 化 庁98.5
(5)AnnualReportontheTechnicalSurvcycifAnKkorMonumentl998「ア ン コ ー ル遺 跡 調 査 報 告 書1998」
第2章 、 第9章 、 第10章 中 川 武 監 修 日 本 国 政 府 ア ン コ ー ル 遺 跡 救 済 チ ー ム98.7
(5)1997Kobe/TokyoInternationalSymposiumRiskPreparednessforCulturalProperties:Developmentof
GuidelinesforEmergencyResponse,F,d.Saitotiidetoshi,Chun-koronI3ijutsuShuppan,Tokyo99.2
山 梨 絵美子YAMANASHIEmiko(X術 部)
(2)ラグーザ ・玉の"玉 手箱"「 芸術新潮」589号99.1
(2)日本近代洋画 にお けるオ リエ ンタ リズム 第211"i文化財の保存 に関 する国際研究集会報告1咋99.3
(4)大正 末 ・昭和 初期洋 画の傾向一朝鮮美術展 ・台湾 美術展 との関連 か ら 第321"凍京国 、r.文化財研究所美術部 ・
情報資料部公開学術講座 東京都美術 館98.10.22
(4)日本洋画 のあけぼの 逗子市民講座 逗f市 民図1*館98.10.27
(4)黒田清輝 と構想画 郡山市立美術館99.1.24
(5)タイモ ン ・スク リーチ著 『春画』 書評 週 刊ポス ト
一82一
山 野 勝 次YAMANOKatsuji(保 存科学 部)
(1)『ネズ ミ・害虫 の衛生管理』(共 著)フ ジ ・テ クノシステム98.10
(1)設、γの目的 機関誌 「しろあり」 の発行及 び広 報活動 文化財 の被害 アメ リカカ ンザ イシロア リ 『創立40
周年誌』 日本 しろあ り対策 協会編98.10
(2)シロア リの話(3)-Q&m「 文化財の虫菌害」35号8-1598.6
(2)横浜市元町で発見 され たアメ リカカ ンザイシロア リ 「しろあ り」113号98.7
(2)シロァ リの話(4}-Q&A-「 文化財の虫菌害」36号19-2498.12
(2)「第18回 文化財虫菌害煉蒸処理 実務講習会」報告 「文化財 の虫 菌害」36号42-4498.12
(2)窒素等不活性 ガスによる文化財殺虫処理装置 の試作 と処理例(木 川 ・山野 ・三浦 ・前川)「 保存科学」381-
899.3
(2)低酸素濃度殺虫法一処理温度 と殺虫効果 の検討(木 川 ・永山 ・山野)「保存科学」389-1499.3
(3)温度 を利 用 した殺 虫法q)一低温 処理 および高温処 理の殺虫効 果の検討一(木 川 ・永 山 ・山野)文 化財 保存
修復学会第20回 大会98.6.6
(3)低酸 素濃 度殺虫法 に関する基礎研究(3)一処理 温度 にっいての検討一(木 川 ・永 山 ・山野)文 化財 保存 修復
学会第20回 大会98.6.6
(5)シロア リに関する実務的知識 平成10年 度 しろあ り防除施工士資格第2次 指定講習会 日本 しろあ り対 策協
会98.9.11
(5)文化 財虫 菌害煉蒸処理仕様書 な らびに危害防止措 置にっ いて 第18回 文化財虫菌害煉蒸 処理実 務講 習会 文
化 財虫害研究所98.10.8
(5)〈文献紹介〉博物館 ・古文書館 ・植物標 本館所蔵 品の窒素 ・アル ゴン ・二酸化炭素 による害虫 防除 の比較 検討
「文化財 の虫菌害」36号9-1898.12
(5)薬剤 依存 か ら転換迫 られる シロア リ対策 日経 アーキテクチュア630号98.12
(5)シロア リの生体 と被害¥T/成ll年度 しろあ り防 除施 工 上資格 第1次 指 定 講習 会 日本 しろあ り対 策協 会
99.1.29
(5)昆虫の基礎知識 昆虫によ る文化財 の被害 と防除 文化財 の殺虫煉蒸 第20回 文化財虫 菌害 防除作 業主 任者
の能力認定試験 とその講習会 文化財虫害研究所99.2.2
米 倉 迫 夫YoNEKuRAMichio(情 報資料 部)
(1)伝源頼朝像碍論 『肖像画を読む』 角川 書店1998.7p.53-80
(4)「泉州 糸操 り人形劇 博物館構想」 への ノー ト(泉 州 糸操 り人 形劇 シ ンポ ジウム)於 東京 国立文 化財 研究 所
1998.10.9
(4)法然伝絵の展開におけ るい くつ かの間題(絵 本 の会)於 国文学研究資料館1998.12.4
(3)伝 「源頼朝像」が提起するい くつか の間題 東京国 、匿文化財研究所総合研究会1999.2.9
渡 邊 明 義WATANABEAkiyoshi
(2)国際 シンポ ジウム 「近代の文化遺産 の保存 と活用」 に学ん だこと 「月1二1」文化財」425号99.2
(4)占代絵画 の保存修復 にっいて 中国 ・中 央美術学院 巻軸絵II妻1i修復高級 研修講演98.6.5
(4)水橿画 を楽 しむ 栃木県博物館98.10.10
(4)文化財 と国際交流 第13i・i「人学 と科学」 シンポジウムー海を渡 った文化財一99.1.30


















「近代の文化遺産」は日本の近代化を証言する貴噴な資産 として未来に継承すべきものである。 しか し、形態や使
用されている材料の多様性から従来の保存修復材料や技法だけでは対応 し得ず、新たな材料 ・方法の開発が求め られ
ている。シンポジウムでは、「近代の文化遺産」の保存修復にすでに携わってきた国内外合わせて15名の発表により、
「近代の文化遺産」の保存 ・活用にかかわる現在の状況を浮 き彫 りにし、今後の課題を提示する機会となった。
プ ロ グ ラ ム
ll月4日(水)
9:30～10:00参 加 者 登 録 受 付
10:00～10:30開 会 式
10:30～11:00大 塚 英 明(文 化 庁 、 日 本)
「近 代 の 科 学 ・産 業 技 術 遺 産 の 保 存 ・活 動 の 現 状 と 課 題 」
11:00～11:30磯 村 幸 男(文 化 庁 、 日 本)
「近 代 遺 跡 の 保 存 に っ い て 一 現 状 と 課 題 」
11:30～11:45休 憩
ll:45～12:15亀 井 伸 雄(文 化 庁 、 日 本)
「近 代 化 遺 産(建 造 物 等)の 保 護 の 現 状 と 課 題 」
12:15～12:45清 水 真 一(文 化 庁 、 日 本)



















川野邊 渉 ・朽津 信明(東 京国立文化財研究所、 日本)
「煉瓦建造物 の劣 化状 況調査」
鈴木 昭(日 本1:業人学、 日本)
「日本1二業人学1:業技 術博物館にっ いて一その歴史 と現状」
昼 食
横山晋太郎(か かみが は ら航空 博物館、 口本)


















佐 藤 美 知 男(交 通 博 物 館 、 日 本)
「交 通 博 物 館 と 鉄 道 文 化 財 の 保 存 」
昼 食
内 田 星 美(産 業 考 古 学 会 、 日本)
「日 本 の 産 業 遺 産 の 現 状 と 保 存 修 復 の 問 題 」
休 憩




初 日の午後は、海外における保存 ・活用の現状、理念にかかわるテーマを取 り上げた。 ドイッで保存コンサルタン
トとして活躍 しているマーチン・カウフマ ン氏か らは、具体的な処置例を挙げながら、調査、処置をどのように行い、
遺 していくかにっいての講演があった。 ロンドンにある国立科学博物館保存部長のヘゼール ・ニューイ氏か らは実際
の処置例を紹介しながら、保存処置の判断、動態保存の問題、収蔵品管理におけるコンサバターの役割、記録の重要
性、 プラスチック材の品やコンピューターの保存に対するイギ リスにおける現在の取 り組み方など多岐に亘る講演が
あり、遺産保存の理念を確立 し、実践 していくことの重要性を考えさせられ る内容であった。
2日の午前は、工場や煉瓦窯といった大規模遺産保存の国内外の現状がテーマであった。 コーネリウス ・ゲ ッッ氏
からは ドイッラインライ トにある織物工場全体を保存 し博物館として活用す る事業に保存コンサルタントとして携わっ
た経験にっいての発表があった。日本ではなじみのない保存コンサルタントが実際にどのような働 きをし、遺産の保
存においてどのように役立 っているかは興味深い話であ った。日本からは東京国立文化財研究所の川野邉渉 と朽津信
明が、栃木県野木所在の重要文化財 ・旧 下野煉瓦窯を調査事例として、修復 ・保存に向けた劣化原因調査にっいて報
告を行った。続いて、鈴木昭氏か ら日本で も有数のコレクションを維持管理 している日本1:業大学工業技術博物館が
どのように創設されてきたかの経緯について発表があ った。これは教育の現場と しての博物館の役割の重要性を認識
する講演でもあった。
2日目午後は、航空機 と船舶(海 事遺産)の 保存をテーマとした。 まず、かかみがはら航空宇宙博物館の横山
晋太郎氏から、同館で行われた航空機の修復 ・復元 ・複製機製作にっいての解説 と、その問題点や今後の課題にっい
て講演があった。次に、 リバプールにある国立マージサイ ド博物館の海事・産業 ・交通部門の保存を担当するジョン・
キーロン氏か ら船舶の保存を中心に実例を挙げながらの発表があった。ここでは、動態保存、部材の交換の問題な
一85一
どにっ いて議論が され、現場 では文化財 と して保存 しなが ら活用 して い く難 しさに常 に直面 して いる現実 が明 らか に
な った。
3日 目の午前中 は鉄道施設の保存 ・活川 ・公開をテーマ と した。 ドイツ技術博物館の鉄道部門の ヒ級学 芸員 であ る
アルフ レッ ド・ゴッ トバ ル ト氏か ら、同博物館 において鉄道 遺産 の修復 と展示が どの ような考え によ って進 め られて
きたか、 また現在 もどの よ うに取 り組んで いるかにっいて講 演が あった。 そ して、 日本か らは交通博物館 の佐 藤美知
男氏 に日本鉄道文化財の保存 の経緯 と共に同館 におけ る鉄道 文化財の保存 にっ いての講演が あった。
シンポジウム最後 に、産.,,,,,iiit一会元会長の内IIIIE'.JCLLより、 期間中に しば しば議論 され た 「遺産 の年代設定」話
か ら 「遺産の保存 と活用」 にわ たる広範囲内容 の発表があ った。 産業遺産の保存 ・活川を今後進 めて い くLで 考慮 し
て いか なければ な らない点 を示す内容であ った。
また、国際 シンポ ジウムに併せて近 代の 文化遺産 の保 存を行 ってい る機関団体 などの活動 内容 を紹 介す るパ ネル展
示 を行 った。新 しい材料が複雑 に組み合わ さった もの、1:場、鉱ICI、is両、航空機、E作 機 械等 の保存活 動 につ いて
の ビデオや資料等の提供 もあ り、それ らを加えた展 示を行 った,,
協力機関団体 は次の通 りである、,
人牟田 市教育委員会、かかみが は ら航空宇宙博物館 、君¥馬県、交通博物館 、社団法人研 究産 業協会、 産業技術継承 セ
ンター、産業技術記念館、産 業考占学 会、尚 占集成館 、中部産業遺産 研究 会、逓1、総 合f")物館、 東京都写 爽美術館、
トヨタ博物館、 日本1:人 学i:'技術博物館、 日本産 業技術 史学 会 ・産業技右ill博物 館誘致促進 協議 会(人 阪)、 財 団
法人 日本 ナシ ョナル トラス ト、船の科学 館、 文化庁 、栃 木県 ・野 木町
(2)アジア文化財保存セ ミナー
人類共通の貴 弔な遺産 である文化財を保存1、 継 承 〔てい くたy>には国 際協 力が不可欠であ り、特 にγ ジア地域 に
お いて は、その必要性が高 いとともに緊急性が求y)られてい る,,
本 セ ミナーは、 ア ジアの文化財保存に関す る種々の問 題について報1㌧1一協議を行 うものであり、 藁(化財 保護0)分野













ア ジア地域の 世界文化遺 産:考 占遺跡 の活ll仕なか らの保存
1999(平成ID1,'.2月23日(火)～27日(D
奈良県新公会堂(セ ミナー)、奈良国 、γ文化財研究所他(サ イ トセ ミナー)
東京国 、Z文化財研究所、文化庁、奈良国'r文化 財研 究所
(財)なら ・シル クロー ト博記念国際 交流 財団
趣 旨
アジアの世界文化遺産をテーマとする。今回は考占遺跡
を取 り上げ、それ らを活川 しっつ保存する ヒでの問題点を
探る。
文化遺産を保存 し後世に伝えることは、現在に生きる我々
の責務である。一方、それ らは文化的財産(文 化財)と し ・
て有効に活用されるべきものである。遺跡の保存において

































































































2月25日(木)サ イ トセ ミナー
9:30～ll:30平城宮跡、 奈良国立文化財研究所視察
ll:30～12:30討議(奈 良 国立文化財研究所)




「西側諸国におけ る考 占遺産 の公開;技 術 の選択、社会の圧力及び政治の要求」
イ タリア文化 環境 省 ・文化財管理局 ・鑑 査官 ジョバ ンニ ・シキローネ
「ラオスの ワ ット・プー遺跡 など東南 ア ジアの遺跡保存ユ ネスコプロジェク ト」













































趣 旨、 内容説明(セ ンター)
「煉瓦の材質と耐久性」 金沢学院人学助教授 水 野 信太郎
「我が国の レンガ造文化財保存の現状と課題」
文化庁建造物課{=任文化財調査官 中 村 雅 治
「レンガ造文化財の劣化と保存対策(海 外の事例)」
国際文化財保存修復協力センター 西 浦 忠 輝
「歴史的環境における煉瓦建造物の構造補強」 京都府舞鶴{:木事務所 矢 谷 明 也
「タイ国アユタヤ遺跡におけるレンガの劣化現象」
国際文化財保存修復協力セ ンター 朽 津 信 明
保存科学部 石 崎 武 志
「古代イランの日 「しレンガの透水特性と劣化現象
一日干しレンガの物性試験法の基準化を目指 して一」 埼k:人学教授 渡 辺 邦 夫
15:45～16:45総 合 討 議(セ ン タ ー)















会 場:国 、r.教育会 館社会教 育研 修所 ・3階視聴覚研修室
出席 者数:約75名
内 容
「中国 ・交河故城の保存修復協力の経緯、現状、問題点」(株)文 化財保存計画協会 矢 野 和 之
「ヴェトナム・チャンパ王国遺跡の保存修復の経緯、現状、問題点」 日本大学 重 枝 豊
「インドネシア・バ ンテン遺跡の保存修復の経緯、現状、問題点」





会 場:国 立教育会館社会教育研修所 ・3階視聴覚研修室
出席者数:約80名
内 容
「グァテマラ・カ ミナルフユ遺跡及びエルサルバ ドル ・チ ャルチュアパ遺跡の保存修復の経緯、現状、問題点」
京都外国語大学 大 井 邦 明
「ホンジュラス、エル ・プエンテ遺跡及びラス・ピラス遺跡の保存修復の経緯、現状、問題点」
ホンジュラス国 立人類学歴史学研究所 ・ラス・ピラス遺跡調査団 中 村 誠 一
「チ リ・イースター島モアイ像の保存修復協力の経緯、現状、問題点」 奈良国、1.文化財研究所 沢 田 正 昭







値の高い民俗芸能が、伝承地の過疎や高齢化、少r化 の波の中で、その継承保存が困難 となっている。それ らの中















江 戸 東 京 博 物 館 ホ ー ル
事例発表保護団体
OlE向II楽 衆(東 京都北区i」/¥
02神 沢 Ⅲ楽保存会(静 岡県 天♂琶市神沢)
03永 井大念仏剣舞保 存会(岩 刊11盛1周市永)1)
04中 宿 糸操燈 籠人形保 存会(群 馬県安中 市中イ1、D
O5柏 崎ll∫綾r舞 保 存振 興会(新 潟 県柏崎li∫)
06寺 野伝承保存会 〈遠2[のひよんど りとお くない〉(静岡県引佐郡 ・ll佐1町渋 川 寺野)
07懐lllおくな い保存会 く遠71.のひよんど りとお くない〉(静岡県天竜市懐lll)
08題 目立保存会(奈 良県Ili辺郡都祁村)
09竹 崎観 世音 孝修IF:会鬼祭保存会(佐 賀県藤津君ll太良 町)
10成 仏1-.」.修正鬼会保存会(人 分県 東lkl東郡ik1東ill∫人字成仏)
ll岩 戸t-.t一修1E鬼会保存会(人 分県 東ik1東郡lk1東田r人字 岩戸 、¥)
12諸 鈍芝居保存会(鹿 児島県人島郡瀬戸1勺Ill∫諸鈍)
13与 那国民俗 芸能保存会(沖 縄県八lnlll郡'J・川1国lll∫)
14秋 川万歳保存会(秋f[li',1秋川市飯島)
15物 部いざな ぎ流神楽保存会(高 知県呑 美郡物部村)
16厳 原 町盆踊保存会(長 崎県 ド県郡厳原Ill∫)
ア ドバ イザ ー
植 木 行 宣 須 藤 武r 姫 川 忠 義 懸 川 弘li川 武 井1E弘
事例発表(実演者)柏崎市綾子舞保存振興会
成 果






・伝承者 ・行政 ・地域の事情に通 じたコーディネーター的な存在が必要である。




























(株)クレー・バーン・セラミックス 居 上 英 雄
金沢学院大学 水 野 信太郎
栃木県小山高校 熊 倉 一 見
舞鶴市立赤れんが博物館館長 黒 田 悠 三
文化庁建造物課 大 和 智
東京国立文化財研究所 朽 津 信 明
筑波大学 松 倉 公 憲
(4)研究会 ・講 演会 など
1)総 合研究会
総合研 究会では毎年4、6、10、12、2月に各部 ・センターが順 番に研究発表を行 って いる。




98.6.9 「民俗芸能」復活再成の努力 芸能部 星 野 紘
98.11.10在欧州日本美術品の現状一特に漆芸品を中心 として一 修復技術部 加 藤 寛
98.12.8蛍光X線 分析法による文化財資料の分析一その特徴と問題点一 保存科学部 早 川 泰 弘




期 β 題 目 所 属
耶
発 表 者 名
98.4.15芝山 ・観音教寺所蔵 「施餓鬼図」について 美術部 中 野 照 男
98.5.27近代における屏風と金地表現 美術部 塩 谷 純
98.5.27近代日本画における点描法一今村紫紅を中心に一 東京国立博物館 古 田 亮
98.6.17中国 ・明時代の仏伝図一鹿児島県歴史資料セ ンター黎明館本をめぐって一 情報資料部 井 手 誠之輔
98.7.8 東寺兜抜毘沙門天像一伝説の系譜一 美術部 岡 田 健
98.7.22チベット仏教美術を訪ねて 美術部 中 野 照 男






メ ラ ニ ー ・
ト レ ー デ
98.11.11
一五世紀の親鷺聖人絵伝が教えてくれるこ
と 箏報資料部招へい研究員 神゜戸市看護大 泉 万 里
98.12.16雪舟筆 「秋冬山水図」にっいて 情報資料部 島 尾 新
99.1.20東福寺所蔵の肖像画について 情報資料部招へい研究員 ・京都国立博物館 山 本 英 男
99.1.20東福寺の明兆系作品について 情報資料部招へい研究員 ・山口県立美術館 福 島 恒 徳
99.2.17翻訳 ・紹介 ・感想 木村荘八 美術部 田 中 淳
99.2.17竹喬研究の課題と現状一 「竹喬」落款の変遷を中心として一
美術部招へい研究員・笠岡市立竹喬美術
館 上 薗 四 郎
99.3.3 四川省の仏教彫塑 美術部 岡 田 健
99.3.3 仏教荘厳美術の構成要素に関する一提言 美術部招へい研究員 ・中京女子大学 安 藤 佳 香
99.3.10建築史誕生か ら東洋建築史へ一「法隆寺建築論」の二重性とその帰趨一 神戸芸術工科大学 青 井 哲 人
99.3.10日本建築における近世と近代 ・史的立場と技術的立場の間 早稲田人学理工総研 中 谷 礼 仁
99.3.17鑑真和上と仏像 美術部招へい研究員 ・奈良国立博物館 井 上 一 稔
99.3.24SymbolandSubstance一 ア メ リカで日本の漆工芸を紹 介す る一 美術部招へい研究員 ・ハーバー ド大学 サック ラー美術館
ア ン ・ロ ー ズ ・
キ タ ガ ワ
3)芸 能 部
編 日騰 題 目 所 属
川
発 表 者 名
98.10.15祭祀演劇について一 目連戯を例にあげなが ら一 川劇学会 張 中 学





日本俳優協会 浅 原 恒 男
99.3.12ハ ンティ族の熊祭りと芸能1 オベコ ・ウゴル スキー民族文化研究所 モル ダ ノ フ ・テ ィモ フ ェ イ
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i4)保 存科学 部
研 究 会 「展示 ケースの今後 の課題」
日 時:'F成10年7月3口(金)13:30～17:00
























































研 究 会 「他機関 との研究協力および連携」
日 時:平 成ll年2月19日(金)13:30～17:00











東京国立文化財研究所 佐 野 千 絵
東京国立文化財研究所 三 浦 定 俊
東京国立文化財研究所 佐 野 千 絵
群馬県立歴史博物館 岡 部 央
国文学研究資料館史料館 青 木 睦









砂質h壌 への水分 ・塩分移動 シミュレーションの適用
寒冷地における歴史的土構造物の保存対策:史 跡志波城(し わじょう)跡の事例
L壌中における水分 ・熱 ・塩分の連結移動 シミュレーション
石造文化財中の塩分、水分移動 シミュレーション
東京国立文化財研究所 石 崎 武 志
米国塩類研究所 ユッカ・シムネック
鳥取大学乾燥地域研究セ ンター 井 上 光 弘
佐賀大学農学部 取 出 伸 夫
鴻池組技研 武 田 一 夫
岩手大学農学部 登 尾 浩 助




研 究 会 「地球規模の気候変動と文化財の保存」
韮 催:東 京国立文化財研究所
U時:平 成ll年2月5日(金)13:30～17:00































場 所:6月22日 東京国立文化財研究所 別館会議室
6月23日 群馬県立歴史博物館
6月22日(月)東 京国立文化財研究所 別館会議室
開会挨拶 東 京国 立文化財研究所 三 浦 定 俊
IPMに つ いての概 説 イギ リス害虫 コ ンサル タン トDavidPinniger
害虫の同定 とモニ タ リングDavidPinniger
(以上、 テー プとス ライ ド)
国立民 族学博物館におけ る食害性昆虫 の生物調査
一その歴史 と現状 そ して課題一 国11族 学 博物館 宇治 谷 恵
わが国にお ける薬剤を用いた防除法 の現状 東 京国 、γ文化財研究所1.11野 勝 次
薬剤を用 いな い防除法 米国 ゲテ ィ保存研究所ShinMaekawa
討 議









群馬県 、r.歴史博物館 唐 沢 至 朗
*生物被害防除 特別研究研究会 文化財生物被害防除の今後
日 時:平 成10年12月14日(月)11:00～17:00
場 所:東 京国立文化財研究所 別館会議室
博物館 ・美術館等の生物被害のモニタリングの具体的方法 と現状
イカリ消rエ ンジニアリングセンター
風土に応 じたマネージメントの再考(仮題)イ1川 県1歴 史博物館
美術館の実態調査アンケー トか ら ブリヂストン美術館
温度処理法:文 化財材質への影響の見地からの レビュー 東京国 立文化財研究所
脱酸素法等代替殺虫法の研究経過報告 東京国立文化財研究所
討 議
川 越 和 四
長谷川 孝 徳
田 中 千 秋
石 崎 武 志




文部省の平成10年度科学研究費補助金研究成果公開促進費 「研究成果公開発表(A)」(代表者 渡邊明義)を 受 け
て、公開 シンポジウムを実施 した。発表 された研究成果は}{に、文部省科学研究費補助金(国 際学術(共 同研究))






称 第13回 「大学 と科学 」公開 シ ンポジウム
「海 を渡 った文化財一様 々なすが たとわ ざ」
1999(平成ll)年1月30日(D～31日(日)

























東京国立文化財研究所 宮 本 長二郎




東京国立文化財研究所 中 野 照 男


























































東京国立文化財研究所 米 倉 迫 夫
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2.稠 査指導 な ど
(1)所外経費 による調査指導
公費 ・文部省科学研究費補助金 ・受託研究費などの所内の経費によらずに調査指導を行った事例は下記の通りである。
麹1鞭薩 臨轟灘 麹嘆麟灘 搬巖 鎌灘 蕪鑑n.i灘購 嶽繍撒懸懸灘鑛講購灘
青 木 繁 夫 栃木県埋蔵文化財セ ンター 栃木県市町村埋文職員研修講師
青 木 繁 夫 千葉市加曽利貝塚博物館 千葉県博物館協会研究会講師
青 木 繁 夫 群馬県月夜野町 史跡・矢瀬遺跡整備指導
青 木 繁 夫 鹿児島市尚古集成館 尚古集成館所蔵文化財調査
青 木 繁 夫 埼玉県吉見町 埼玉県指定 「宝筐印塔」の調査
青 木 繁 夫 岩手県立博物館 重文 ・蒔前遺跡出土品修理委員会出席
青 木 繁 夫 橿原考古学研究所 重文 ・天神山古墳出土品修理委員会出席
青 木 繁 夫 千葉県文化財センター 保存修復体制整備の指導
青 木 繁 夫 群馬県月夜野町 史跡 ・矢瀬遺跡保存整備委員会出席
青 木 繁 夫 奈良高松塚古墳 高松塚古墳壁画保存点検作業
青 木 繁 夫 宮崎県西都原古墳 横穴墓保存処理指導
石 崎 武 志 長野県辰野美術館 収蔵品の保存環境に関する調査
石 崎 武 志 福島県柳津町 銀山跡の煉瓦煙突の保存に関する調査
石 崎 武 志 和泉市久保忽記念美術館 収蔵品の保存環境に関する調査
石 崎 武 志 京都国立博物館 指定文化財企画展示セミナーの講師
石 崎 武 志 東村山市ふるさと歴史館 東村山市ふるさと歴史館環境調査
井 手 誠之輔 奈良国立博物館 奈良国立博物館所蔵及び寄託中国絵画の調査
井 手 誠之輔 京都国立博物館 南宗仏画の調査研究
大久保 政 博 ア メ リ カ 在外日本古美術品修復協力事業事前調査
大久保 政 博 ドイ ツ 在外日本古美術品修復協力事業事前調査
岡 田 健 中国 中国陳西省唐代石窟造像の調査研究
岡 田 健 京都国立博物館 京都国立博物館所蔵の中国石仏の調査
岡 田 健 東北大学 東北大学所蔵河口慧海コレクションの調査
加 藤 寛 ア メ リカ 在外日本古美術品修復協力事業絵画等損傷調査
加 藤 寛 京都国立博物館 法界寺壁画修復にっいて調査打合せ
加 藤 寛 岩手県中尊寺 中尊寺保管の漆工品調査
加 藤 寛 那覇市教育委員会 尚家関係資料調査
加 藤 寛 奈良国立博物館 奈良国立博物館買い取り協議会出席
加 藤 寛 ドイ ツ ・ イ ギ リス 在外日本古美術品修復協力事業事前調査
加 藤 寛 岩手県中尊寺 中尊寺金色堂保存環境調査
加 藤 寛 高知県文化環境部 土佐山内家宝物館資料購入審査委員会出席
加 藤 寛 岩手県中尊寺 奥州藤原文化圏の美術工芸品の総合的調査研究
一97
氏 名 調 査 先
瓢
目 的
川野邊 渉 京都国立博物館 法界寺の修復材料の検討
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
川野邊 渉 京都国立博物館 法界寺の修復技術の検討
川野邊 渉 鹿児島市尚古集成館 尚古集成館所蔵文化財調査
川野邊 渉 茨城県立歴史館 一橋徳川家銅製品の修復調査
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
川野邊 渉 長崎市英国領事館ほか 煉瓦建造物の劣化調査
川野邊 渉 和歌山市東照宮 彩色剥落止めの指導
川野邊 渉 京都国立博物館 装演材料の調査
川野邊 渉 大分県臼杵市 磨崖仏保存修理に関する指導
川野邊 渉 国立民族学博物館 共同研究会出席
木 川 り か 自治労会館 文化財虫菌害保存対策研修会講師
木 川 り か 群馬県立歴史博物館 第17回文化財保存研修会講師
木 川 り か 奈良国立文化財研究所 奈良国立文化財研究保存科学
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
朽 津 信 明 京都国立博物館 法界寺の修復材料の検討
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存に係る照明影響調査に伴う指導
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存に係る土壌水分計設置に伴う指導
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
朽 津 信 明 平塚市薬師院 寺院壁画修復のための絵具層等の分析
朽 津 信 明 北海道余市町 史跡 ・フゴッペ洞窟照明影響調査に係る現地調査
朽 津 信 明 大分県臼杵市 磨崖仏保存修理に関する指導
朽 津 信 明 熊本県相良村 十島菅原神社の保存修復に関する技術指導
佐 野 千 絵 奈良市川島織物 ・古梅園 古美術研究旅行の引率
佐 野 千 絵 アサヒビール大山崎山荘美術館 保存環境調査及び指導
佐 野 千 絵 国立公文書館第二新館 保存環境調査
佐 野 千 絵 愛媛県美術館 保存環境調査
佐 野 千 絵 埼玉県立博物館 博物館学芸員等実務研修会(埼R県)講師
佐 野 千 絵 石川県立美術館 共同研究 「博物館資料の保存環境」研究会出席
佐 野 千 絵 大分県立歴史博物館ほか 博物館 ・美術館の保存環境調査
佐 野 千 絵 福島県立博物館 国立歴史民俗博物館共同研究による研究会出席
佐 野 千 絵 国立民族学博物館 標本資料の保存に関する指導 ・助言
佐 野 千 絵 秋田市千秋美術館 美術館の保存環境調査
佐 野 千 絵 群馬県立歴史博物館 第17回文化財保存研修会講師
塩 谷 純 岡山県成羽町美術館 黒田清輝巡回展作品撤収指導
・ ・
壕 名 纏 、、驚,鑑.II、,,隔`
閉 渦 甘
・1,曲 慨 馬 側脇 、熟1,、・ 臨 暴 蝋 勢舗
塩 谷 純 郡山市立美術館 国立博物館 ・美術館巡回展の作品展示指導
塩 谷 純 郡山市立美術館 国立博物館 ・美術館巡回展の作品撤収指導
島 尾 新 山口県立美術館 雪舟研究会出席
島 尾 新 静岡大学農学部藤枝農場 歴史系資料の基礎情報解析モデルに関する研究会出席
島 尾 新 大和文華館ほか 中国元代絵画 ・日本仏教絵画の調査
島 尾 新 山口県立美術館 雪舟研究会及びシンポジウム参加
島 尾 新 鹿児島市立美術館ほか 雪舟研究会出席
島 尾 新 静岡大学 歴史的絵画資料情報の分析とモデル化に関する調査
島 尾 新 徳川美術館 源氏物語絵巻の調査
高 桑 いつみ 名古屋市鈴木理之氏宅ほか 小鼓修理製作の実態調査ほか
高 桑 いつみ 京都市八幡内匠宅ほか 能管製作修理の実態調査
田 中 淳 岡山県成羽町美術館 黒田清輝巡回展に伴う講演会講師
中 野 照 男 四街道市教育委員会 四街道市文化財審議会出席
中 野 照 男 奈良国立博物館 奈良国立博物館陳列品買収協議員会出席
西 浦 忠 輝 イ ン ド アジャンタ ・エローラ保存整備計画諮問国際専門家会議出席
西 浦 忠 輝 大分県宇佐市、臼杵市 石造文化財保存調査
野久保 昌 良 岩手県中尊寺 奥州平泉文化圏の美術工芸品に関する調査撮影
野久保 昌 良 徳川美術館 源氏物語絵巻の撮影
早 川 泰 弘 奈良東大寺 金銅八角燈籠の調査
早 川 典 子 京都国立博物館 法界寺の修復材料の検討
早 川 典 子 京都国立博物館 法界寺壁画修復にっいて調査打合せ
早 川 典 子 高松塚古墳 高松塚古墳壁画保存点検作業
平 尾 良 光 ペ ル ー クン トウル ・ワシ遺跡 の発掘調査
平 尾 良 光 トル コ アナ トリア遺跡出土の銅 ・青銅製品の調査
平 尾 良 光 奈良東大寺 金銅八角燈籠の調査
平 尾 良 光 福岡大学 青銅器の調査
平 尾 良 光 福岡大学 弥生時代青銅器の調査
平 尾 良 光 佐賀県教育委員会 弥生時代青銅器の調査
星 野 紘 中国 中国雲南省少数民族の基層文化の調査研究
星 野 紘 山形市 国際民俗芸能 フェスティバル山形公演開催指導
星 野 紘 高知県須崎市 国際民俗芸能 フェスティバル高知公演開催指導
星 野 紘 沖縄県宮古市 国際民俗芸能 フェスティバル沖縄公演開催指導
星 野 紘 沖縄県那覇市 中国雲南省少数民族の基層文化調査研究会出席
星 野 紘 札幌市アイヌ民族文化研究センター 北海道アイヌ民族文化資料調査収集
星 野 紘 中国 国際民俗芸能フェスティバル招へい芸能事前調査
星 野 紘 山形市 国際民俗芸能フェスティバル山形公演開催指導
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増 田 勝 彦 京都国立博物館 京都国立博物館文化財保存修理所運営委員会出席
増 田 勝 彦 アメ リカ 在外日本古美術品修復協力事業絵画損傷調査
増 田 勝 彦 京都国立博物館 法界寺壁画修復にっいて調査打合せ
増 田 勝 彦 京都国立博物館 平成10年度国宝修理装漬師連盟定期研修会講師
増 田 勝 彦 埼玉県立文書館 平成10年度文書資料取扱い講習会の講師
増 田 勝 彦 奈良国立博物館 文化財修理施設新営に関する関係者会議出席
松 本 修 自 奈良国立文化財研究所 研究打合せ
松 本 修 自 奈良国立文化財研究所 木造建造物の保存修復の在り方と手法に関する研究会出席
松 本 修 自 松山市史跡来住廃寺跡 史跡来住廃寺跡調査に伴う現地指導
三 浦 定 俊 滋賀県立琵琶湖文化館 保存環境調査指導
三 浦 定 俊 イ タ リ ア 。 イクロム財政事業計画委員会ほか出席
三 浦 定 俊 奈良県法隆寺 百済観音堂及び東西宝蔵環境調査
三 浦 定 俊 市ケ谷自治労会館 文化財虫菌害保存対策研修会講師
三 浦 定 俊 鹿児島県隼人町 史跡隼人塚整備保存のための指導
三 浦 定 俊 北海道余市町 フゴッペ洞窟保存調査委員会出席
三 浦 定 俊 長崎県立美術博物館 九州樽物館協議会研修会出席
三 浦 定 俊 イ タ リア イクロム財政事業計画委員会、理事会出席
三 浦 定 俊 イ タ リア アッシジ震災文化財修復協力
三 浦 定 俊 国立民族学博物館 標本資料の保存に関する指導助言
三 浦 定 俊 奈良県高松塚古墳 高松塚占墳壁画保存点検作業
宮 本 長二郎 滋賀県守山市 下之郷遺跡現地指導
宮 本 長二郎 ト ル コ ゴールディオンMM古 墳の状況 と腐朽調査
宮 本 長二郎 青森市三内丸山遺跡 三内丸山遺跡発掘調査委員会出席
宮 本 長二郎 北海道小樽市ほか 縄文時代におけるストーンサークル及び関連記念物の設計 とランドスケープ研究会出席及び関連遺跡調査
宮 本 長二郎 三重県埋蔵文化財センター 六大A遺 跡出土木製品の調査指導
宮 本 長二郎 三重県埋蔵文化財センター 三重県内出土木製品の調査
宮 本 長二郎 松本市教育委員会 史跡松本城整備研究会出席
宮 本 長二郎 山形県天童市 史跡西沼田遺跡整備検討委員会出席
宮 本 長二郎 群馬県伊勢崎市ほか 埋蔵文化財発掘調査の指導助言
宮 本 長二郎 新潟県朝日村教育委員会 奥三面遺跡群の調査指導
宮 本 長二郎 青森市三内丸山遺跡 三内丸山遺跡発掘調査現地指導
宮 本 長二郎 長崎県壱岐郡石田町 原の辻遺跡保存整備委員会出席
宮 本 長二郎 相生市教育委員会 感状山城跡整備委員会出席
宮 本 長二郎 佐賀県鎮西町ほか 考古学発掘資料による建物の復原方法に関する研究
宮 本 長二郎 栃木県南河内町教育委員会 下野薬師寺跡保存整備委員会出席
宮 本 長二郎 群馬県北橘村ほか 波志江中屋敷東遺跡出土木材の調査指導
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宮 本 長二郎 新潟県朝日村教育委員会 奥三面遺跡群の調査指導
宮 本 長二郎 福岡市教育委員会 吉武高木遺跡調査指導委員会出席
宮 本 長二郎 長崎県壱岐郡芦辺町 原の辻遺跡保存整備委員会出席
宮 本 長二郎 国立歴史民俗博物館 重要歴史資料の情報収集に関する研究会出席
宮 本 長二郎 青森市三内丸山遺跡 三内丸山遺跡発掘調査委員会出席
山 梨 絵美子 岡山県成羽町美術館 黒田清輝巡回展展示指導
渡 邊 明 義 滋賀県守山市 国際文化交流 サ ミッ ト'98パネルデ ィスカ シ ョン出席












































































































「巴 型 銅 器 」4点






「近 世 ブ ロ ン ズ像 破 片 」2点
「ノ・L」,;1,」5ノ∴丈








「鉄 製 甲 口 点
「銅 鏡 」1点
「k製 占1㌔j4ノ∴i、
「漆1:彩 色 製 品 」
「水 瓶 」
「銅 鏡11点





















































































































国宝 ・重要文化財などの指定品および東京国、r.博物館収蔵資料の借用に関 して館内環境調査を行い、報告書を作成 ・



























































































































































































による脱塩処置、タンニン酸による防錆処置を行 うことを指示 し、各段階でのチェックを行 った。
(3)高知市坂本龍馬像の修復について(川野邊 渉)
高知市の依頼によって桂浜に所在する坂本龍馬銅像の劣化状況調査と修復方針に関す る相談を受けた。現地調査













横浜市 の依頼によって木部の腐朽状況の調査 と対策の立案を行 った。




八角灯籠の修復に際 して、組成および錆の分析、X線 調査、防錆処理方法などにっいて指導 した。









柿右衛門窯に伝わる素焼 きの陶器型が塩類風化により崩壊 している。 その強化処理法にっいて指導 した。


























¥/成4年以来6回 継続 した 「紙の保存修復」国際研修の参加者が、それぞれの国において実施 している文化財修復











京都 市国際交流会館(京 都 市左京 区粟 田口鳥居町2-1)
平成10年12月15日(火)～12月18日(金)
平成10年12月14日 ～19日
過去 のJPC参 加者14名 、 イクロムICCROM代表1名 、海外及 び国内専門家4名
日 程
12月15日(火)
基 調 講 演:フ ィ リ ッ プ ・メ レ デ ィ ス
発 表1:ア ル コ ッ ク ・ ジ ョ ア ン パ メ ラ
発 表2:マ ル シ コ.マ リ ア ア パ レ シ ダ デ ヴ リ ェ ス
発 表3:ヴ ァ レ ン トー ヴ ァ ・ ラ イ ラ ヴ ラ ス タ
休 憩
発 表4:ラ ロ ー ク ・ ク ロ ー ド
発 表5:シ モ ン ・ク ラ ウ ス ウ ル リ ッ ヒ
発 表6:エ バ ン ス ・ア ン
2月16日(水)
発 表7:ジ ャ イ ン ・ リ ト ゥ
発 表8:バ ー ケ シ ル ・マ ン ダ ナ
発 表9:マ ッ ク グ イ ン ・ニ ー ヴ
発 表10:マ ッ ゲ ン ・マ イ ケ ル
発 表11:ア フ メ ド ・イ ル シ ャ ド
発 表12:ウ オ ッ チ ャ ク ・ ミ ロ ス ワ ー ワ
発 表13:エ リ ク ソ ン ・マ ー テ ィ ン
発 表14:ス タ ー ル ・モ ニ カ マ ー ガ レ サ マ リア

















シ ミ ラ ・カ ト リ ー ナSMILAKatriina
ク リ ス ト ・ガ プ リ エ ラKRISTGabriela
バ ニ ク ・ゲ ア ハ ル トBANIKGerhard
メ レ デ ィ ス ・ フ ィ リ ッ プMERREDITHPhilip
尾 立和 則 、 増 田 勝 彦
発 表 者 リ ス ト及 び 発 表 内 容
1.ア ル コ ッ ク ・ ジ ョア ン パ メ ラMs.ALCOCK,JohannPamela,
オ ー ス ト ラ リ ア ・ ヴ ィ ク ト リア 州 立 図 書 館 「大 型 紙 本 油 画 の 修 復 」
2.マ ル シ コ ・マ リア ア パ レ シ ダ デ ヴ リエ スMs.MARSICO,MariaAparecidadeVries,
ブ ラ ジ ル ・ ブ ラ ジ ル 国 、γ図 書 館 「ブ ラ ジ ル で 入 手 可 能 な 資 材 、 日 本 製 資 材 の 代 替 と し て 」
3.ヴ ァ レ ン トー ヴ ァ ・ ラ イ ラ ヴ ラ ス タMs,VALENTOVA,LailaVlasta,
チ ェ コ ・プ ラハ 国 、凱美 術 館rJPC・95の 成 果 を 基 礎 と し た 中 国 、 本 、 イ ン ド紙 製 文 化 財 の 修 復 」
4.ラ ロ ー ク ・ ク ロ ー ドMs.LAROQUE,Claude,
フ ラ ン ス ・パ リ第 一 大 学 「パ リ第 一人 学 で 開 催 した コ ー ス(東 か ら 西 へ:西 洋 版 画 類 の 日本 式 修 復 技 術)」
5.シ モ ン ・ク ラ ウ ス ウ ル リ ッ ヒMr,SIMON,Claus・Ullrich,
ドイ ッ ・交 通 と 技 術 博 物 館 「ト レ ー シ ン グペ ー パ ー の 補 強 に 見 ら れ る 日 本 技 術 応 用 の 限 界 」
6.エ バ ン ス ・ア ンMs.EVANS,Ann,
イ ギ リ ス ・人 英 博 物 館 「人 英 博 物 館 に お け る チ ベ ッ ト ・ タ ン カ の 修 復 」
7.ジ ャ イ ン ・ リ ト ゥMs,JAIN,Ritu,
イ ン ド ・イ ン デ ィ ラ ・ガ ン ジ ー国 、γ芸 術 セ ン タ ー 「イ ン ド手 漉 紙 、 手 漉 和 紙 と の 比 較 」
8.バ ー ケ シ ル ・マ ン ダ ナMs.BARKESHLi,Mandana,
イ ラ ン ・テ ヘ ラ ン芸 術 人 学 「イ ラ ン13世 紀 の コ ー ラ ン 手稿 本 の 修 復 に 応 用 した 手 漉 和 紙 技 術 」
9.マ ッ ク グ イ ン ・ニ ー ヴMs.McGUINNE,Niamh,
ア イ ル ラ ン ド ・ア イ ル ラ ン ド国 、'r.X術館 「日 本 の 保 存 原 則 一 天 と 地 ・縁(へ り)を 付 足 す 」
10.マ ッ ゲ ン ・マ イ ケ ルMr.MAGGEN,Michael,
イ ス ラ ェ ル ・イ ス ラ ェ ル 博 物 館 「蜘 蛛 の 巣 に 描 か れ た 水 彩 画 の 修 復 」
11.ア フ メ ド ・イ ル シ ャ ドMr.AHMED,Irshad,
パ キ ス タ ン ・パ キ ス タ ン国 立 博 物 館 「絹 織 物 文 書 の 補 強 」
12.ウ オ ッ チ ャ ク ・ ミ ロ ス ワ ー ワMs.WOJTCZAK,Miroslawa,
ポ ー ラ ン ド ・ニ コ ラ ス ・コ ペ ル ニ ク ス 大 学 文 化 財 保 存 修 復 研 究 所r両lfliに描 か れ た バ ロ ッ ク 期 の 旗 の 修 復 」
13.エ リ ク ソ ン ・マ ー テ ィ ンMr.ERICSONMartin,
ス ゥ ェ ー デ ン ・ ス ウ ェ ー デ ン西 部 地 域 文 化 財 保 存 トラ ス ト 「中 国 製 壁 紙 の 修 復 」
14.ス タ ー ル ・ モ ニ カ ・マ ー ガ レ サ ・マ リ アMs.STAAL,MonicaMargarethaMaria,
オ ラ ン ダ ・紙 保 存 専 門 家(フ リー ラ ン ス)「 壁 紙 修 復 の た め の サ ポ ー ト法 」
15.ム ネ イ ・イ ヴ マ リー カ トレ ー ヌMs.MENEI,EveMarieCatherine,
フ ラ ン ス ・紙 保 存 専 門 家 「エ ジ プ ト、 パ ピ ル ス 文 喬修 復 に お け る 日 本 技 術 の 利 用 」















オース トラリァ ヴィクトリア州立図書館 「大型紙本油画の修復」
ブラジル ブラジル国 立図書館 「ブラジルで入手可能な資材、 日本製資材の代替 として」
チェコ プラハ国立美術館rJPC95の成果を基礎とした中国、日本、インド紙製文化財の修復」
フランス パ リ第一人学 「パ リ第一人学で開催 したコース(東か ら西へ:西 洋版画類の日本式修復技術)」
ドイ ツ
イ ギ リ ス
イ ン ド
イ ラ ン
ア イ ル ラ ン ド
イ ス ラ エ ル
パ キ ス タ ン
ポ ー ラ ン ド ニ コ ラ ス
ス ウ エ ー デ ン
オ ラ ン ダ
フ ラ ン ス
交通 と技術博物館 「トレーシングペーパーの補強に見られる日本技術応用の限界」
人英博物館 「人英博物館におけるチベット・タンカの修復」
インディラ・ガンジー国立芸術セ ンター 「インド手漉紙、手漉和紙 との比較」
テヘラン芸術人学 「イラン13世紀のコーラン手稿本の修復に応用した手漉和紙技術」









近年博物館 ・美術館の数が増加すると共にその施設が近代化 し、煉蒸室、保存 ・修理などの保存に関する設備が整










































































































































































































ケースス タデ ィ(於 山梨県 、r.文学 館)
一博物館 ・美術 館におけ る収蔵 ・展示の問題 とその対策…










石 橋 健太郎 広島県立歴史博物館
伊 藤 康 晴 鳥取市教育委員会博物館建設課
岩 佐 伸 一 岐阜県博物館
小 禄 祐 子 平良市総合博物館
金 光 直 美 林原美術館
鎌 田 真 美 新居浜市立郷f_美術館
澤 井 智 実 女子美術大学美術史料館
柴 原 直 樹(財)防府毛利報公会毛利博物館






































































な業務に携わる多 くの人々の理解がなければ、円滑に進 まない。特 に2005年の臭化メチルの全廃へ向け、IPM





















三 浦 定 俊














石 崎 武 志
佐 野 千 絵














































































































午前 オ リエ ンテーション 美術部第二研究室
美術館の情報 美術部第 二研究室長 田 中 淳
展示について 美術部第二研究室 塩 谷 純
午後 東京国立文化財研究所所蔵の日本近代美術資料 美術部主任研究官 山 梨 絵美子
黒田清輝記念室見学
近 ・現代美術資料の収集 ・作成の意義 と現状 美術部第二研究室
第2日9月8日(火)




午後 文化財保存について 保存科学部主任研究官 佐 野 千 絵
近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 美術部第二研究室
第3日9月9日(水)





午前 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 美術部第二研究室
午後 近 ・現代美術資料の収集 ・作成実習 美術部第二研究室
美術品の調査について 美術部第一研究室
第5日9月ll日(金)
午前 美術文献と情報処理 情報資料部文献資料研究室長 鈴 木 廣 之
美術史研究と画像処理 情報資料部写貞資料研究室長 島 尾 新
午後 美術関係情報処理の実習 情報資料部
















結ぶネッ トワークが構築 しっっある。 さらに、文化財保存の専門家の交流 も促進され、わが国の文化財修復技術の普
及と理解に対 し、大きな役割を果たしている。
調 査 国
ロ サ ン ジ
ア メ リ カ ミネアポ
ネ ル ソ ン
ゴー タ城
ベ ル リ ン
ド イ ツ ミュ ン ス
ル バ ー ツ







ミ ュ ー ジ ア ム










































一 一 一 　 一 冒 一 一_
ジ ヤ ン ル 所 蔵 先
一 一 一1一 一 一 　　 一
ハ ー バ ー ド大 学 ア ー サ ー ・M・ サ ッ ク ラ ー 紙本著色 鼠草臼 巻
美術館 紙本著色 源氏物語画帳1冊






ベル リン東洋美術館 絹本著色 不動明ll1幅
絹本著色1・ 一面観 音1幅
一 一一一 一 _一____一 一




工 芸 ピー ボデ ィ・エ ッセ クス博物館 鷲紋蒔絵螺釧盆
ケル ン東洋美術館 桜 蒔 絵 器 局(2年継続の2年目)
瓢箪 蒔絵鞍(1司)
ドレスデ ン美術館 星1」ノ k感等糸会イE洋瓦(同)



















5.講 座 な ど
美 術 部 と情 報 資 半「i部、 そLて 芸能 部 は そ れ そ れ)ミ術 史 研 究 と 芸 能 ω院 の 成 果 を 般 に 公 開 す る こ と を 目 的 に 、 毎 年
11ill公開,,,1:術1,1胴'1を開 い て い る1,)ミ術 部 ・情 報 餅 こ周 ≦v)公開X1111',座で は ス ラ イ トを 、 ま た 芸 能 部 の 場 合 で は 演 者 の
実 技 を 通 じて 、 馴llj性の 高 い,」:術川 究 の 内 ぞ蓄を わ か り やiく 解 説Lて い る,,i966(昭和41)II.度に 始 ま っ た美 術 部 ・








東 京 都)ミ術 館 講'1111
127名
発 表沓
月手 誠之 輔(情 判更資料部ll任研究'1'で)中国 文人 文化 への接近 人元僧以,'得謙 とllii林の美術一
画家で も彫刻家で も構わない、そのよ うに呼ぱれ る日本人が外国 に長 期滞在 し、現地 一流 の作家 の もとで修行 した
り、有 力なパ トロ ンの もとで)ミ術 を体験 し、それを移入す ることは、近代以前 では皆無 に近 い。 ギ リシア ・ローマ以
i.の伝統 を共有す る西欧におけ る)ミ術 交流 の構 図 と、中国を中心 とする東アジア世界 における美術交流 のそれとが異
な るとすれは、 それ は、近代以 前の 日本におけ る中国美術 の移入が、画家や彫刻家 よ り以上 に、文化移入 の主体者で
あ った人や将 来 された 「もの1の 役割 に大 きく起 因す るか らで もある。
南北朝時代は、多 くの禅僧 が鯨波 を越 えて中国 へ渡 り、長期にわた って禅林の11二山 や仏教の聖地を め ぐって求法 し
た ほか、有 ノノな中国僧の来朝が相次 ぎ、 とりわけ 日中間 の 文化 交流 の盛んな時代で もあった。 その よ うな有名無名の
文化交流の1イ本κのなかに、 入元が30年 にお よんだ以`1∫lll謙がい る。
以 犀」∫得謙 は、詩僧 と して名ll'ljい見心 来復[け んLん らいふ くIo)もとで修行 し、1365年に帰 朝 して か ら鎌倉 の禅
林で活躍 し、度r:なる詩 会をL催 して、中国 の禅林 をy)ぐる文人文化の移入を積極的 にすすめてい る。当時、 もっと
第32回美術部 ・情報資料部公開学術講座 会場風景
中国 文人 文 化へ の接 近
人'し㈲・以'1`得撒 と即夢弓・のr,
脚 質綿 鰭 研煎 井 孚誠 之●
　
大正 末 ・昭和 初潮 津凹 の 一領向
◎9,餅X三lpUE・ftf?7箆酌展と9班則迷力・ら
賄8劃 田 囎 山 製餓 員子
1998年10月21ilけト)1革・Irl都美 術 館 霞鵡鐙
■11hr,u
レ 噸1'




禅林 も、そのような文人サークルと接触 していた。中国の禅林をめぐる文人文化に、以亨はどこまで接近 しえたのだ
ろうか。この発表では、以亨得謙の足跡をたどりなが ら、彼が中国で体験 した文人文化とその移入に果たした役割を、
以亨の将来 した書画をとおして考えた。
山梨絵美子(美 術部主任研究官)人 且E末・昭和初期湘1珂の一傾向一朝鮮美術展 ・台湾美術展との関連か ら
大正期後半から昭和初期にかけて描かれた洋画のモティーフに、朝鮮、台湾、中国、南洋 といったアジアの国々の
風景、風俗が多 く登場する。 こうした傾向は、明治維新か ら西欧に注目してきた文化の流れを揺 り戻 し、日清 ・日露
戦争での勝利や国力の隆盛による白国に対するrl信の回復、それにともなう伝統の見直し、 といった観点か ら従来は
語 られてきた。
しか し、 この時期にはいわゆる 「外地」 と呼ばれた地域で、f1本政府の意向を強 く反映 した展覧会が、日本の官展
にな らうかたちで開催されており、その審査には 「内地」からL要 な1由i家たちが派遣 されている。大正11年(1922)
か ら昭和18年(1943)まで朝鮮総督府1こ催で開催された朝鮮美術展、台湾総督府の外郭団体であった台湾教 育会の主
催により昭和2年(1927)から同13年まで開かれた台湾美術展がその例である。 これ らの展覧会に山品 された作品に
は 「内地」の官展の様式への強い意識が忽められ、こうした状況が 「内地」の画家たちの作品にもなんらかの影響を
及ぼ していたと考え られる。











よび神社の氏f団 体の ㍉種類の系統がある。江戸時代の神楽師は、神豊1`舞太夫 ・陰陽師で もあった。
江戸時代から神楽師が伝承 してきた芸能は、神話を題材にした演 目を中心にその他の題材を加えた神楽芸、祭噺子 ・














実演 と話1よ ぎわ ら会 峯1己1支
奏演演ll「花 見(熊1漸ll伐)1
























(2)夏期 学 術 講 座
第23回 夏期学 術講 座
伝統 芸能研究 の発展 と 文化 財保1,蔓に役 、Zてるたy)、当研究所 芸能llllO川究 員が 人学生 を対象 に、 その分野に関す る










近松の伯劇 法 鎌 倉 恵 子
―冥Lの 飛脚1(D鎌 倉 恵 子
―冥Lの 飛脚1(11)鎌 倉 恵 子
71J8日(火)
:味線の歴 史 高 桑 いつみ
口kl性爺 合戦1(i)鎌 倉 恵 子
「国性爺 合戦 」(H)鎌 倉 恵 子
71191i(ノk)
その後の近 松 鎌 倉 恵 子
民俗 芸能 と しての人形芝居 中 村 茂 子
文化財 と しての人形 浄瑠璃 星 野 紘
7月101i(ノk)
―冥 ヒの飛脚 】の1∠、承 封印 切りの語 りを中心 に 宮城教 育 人学教授 垣 内 彰 夫
就 太人節の風(ふ う)に ついて 宮城教 育人学教授 垣 内 ・≠ 夫
―lki性爺 合戦1(II)鎌 倉 恵r
質疑応答





1995年(・/_成7年)4月 よ り 東 京 芸i・ll」・ノぐ;∫:大`'1∫:院.k連携 して ノく'Y:院教 育 に 従,」}:し、 こ れ か ら の 文 化 財保 存 を 担 う 人
材 を 育 成 し て い る 、 シ ス.・ム 保 存 学1.匁、 文 化 財 の 保 存 環 境 を 研 究 す る 保 存1:'堤境 学 講 座 と、 保 存 修 復 に 川
い る 材'料に つ い て 研1究4'る修ll芝材 料 学 講1・1≦に 分 か れ て い る、,各講:座3名 ず つ 、 所 員 か θ1・任 教 官 とLて 指
導 に 当 た っ て い る、,
受 入 学 生 の 定 員 は 、 修L課 程 ・博 「lli411∵【一も に 各 学 イiこ2名で あ る1,1'.)S)H('ド成10)年ll変 は 修i課 程 に2名 、 博L
,課私1に1名 力{イil篇1して い る13
(1)併任教官及び担当授業
保存環境学講囚≦
併 任 教 授 こ浦
fll・任 教 授 ・口己
併任助教授 佐野
修復材料学、論1孝座
併 任 教 授







増 川 勝 彦
1嘗沐 繁 メく
川 野 邊 渉
西 月1杏太 郎
小 倉 淳 ・
ノi'.ll未月。目
(保rヂ 梓;∫:11°1―IIく)
(保 存 科 学 ゴ{i;化学 研 究'・}・:長)
(1胃r村 学 、b8;1;i.1川:究官)
(断 〔」技1ホ滴;.{・<)
(II`tf(,技術1¶1第f1'ξ復 技 術 研 究 室 長)
q断1ノ技1'1湘1第絡 復 技 術研 究 室 長)
集 中lll騒一
い1'成lol「1月 一loll>
いi'成ml「 口 月 一)
<fヒ財保 存学
ず辱芝♂」冗1:隣量」層¥1:/L江;i.[lrlil}mi(前期)
保 存 環 境 学!{'1論(i)(後 期)


























玉 轟 敏 子
岡 田 健
「葵術研究」第372号






















































木 川 り か ・山 野 勝




膠 と漆による輸出漆器の修理について 加 藤 寛 ・川野邊
輸出漆器の修理材料の分析(1)
塗料から見た輸出漆器の受容について
漆r品 の螺鋼技法の研究(1)一 貝の成形技法 とその1二具にっいて一
伝統的焼付漆技法の研究
木 ド 稔 夫 ・L野
次 ・一モ 浦 定
か ・永 山 あ
浦 定
渉 ・田 口 善
早 川 典
加 藤








































寛 ・宮 田 聖 子
一119一
ICP-AES/MSによる中国二里頭遺跡出土青銅器の多元素分析
早 川 泰 弘 ・平 尾 良 光 ・金 正 耀 ・鄭 光
顔料鉱物の可視光反射スペク トルに関する基礎的研究
朽 津 信 明 ・黒 木 紀 子 ・井 口 智 子 ・三 石 正 一
(旧)岩崎家住宅壁紙調査報告(1)(受託研究報告第70号)
井 日 智 子・川野邊 渉 ・朽 津 信 明 ・大 川 昭 典
黒田清輝 「湖畔」調査報告 井U智 子 ・加 藤 淳 ∫・歌 田 眞 介 ・三 浦 定 俊
タイ国スコータイ遺跡のスリ・チュム寺院大仏の保存修復(1)
西 浦 忠 輝 ・石 崎 武 志 ・チラポン アラニャナク・キッチャ ユホー
タイ国アユタヤの歴史的 レンガ延造物中の水分移動解析
イ1崎 武 志 ・朽 津 信 明 ・西 浦 忠 輝 ・ユ ッカ シムネック
我が国による文化遺産保存国際協力ll`業の現状と悶題点(1)
一国際文化財保存修復研究会からの知見(11-～ 神 葉 子 ・西 浦 忠 輝
東京国立文化財研究所所蔵X線 フィルムデー タベースの構築
小 倉 淳 一・ICJ木・繁 夫 ・三 浦 定 俊







平成9年 主要美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術、東洋占美術)
美術文献目録(}%成9年)
定期刊行物所載文献(現 代美術 ・西洋美術、東洋 占美術)
物故者(平 成9年)
5)音 盤目録
芸能部所蔵の音盤(SP・LP)約7,000枚の詳細な目録を作成 し、すでにV巻 を「i」行 している。
既刊1・ Ⅱが残部僅少となったため、合本復刻して1噺fした。
② シンポ ジウム 等 の 報 告 書
1)国 際研究集会 プロ シーデ ィンクス
本書 は毎年行わ れる 「文化財保存およ び修復 に関す る国際研究 集会」 の基調講演 や発表をまとめた報告書 である。
((lnternationalSymposiumontheConservationandRestorationofCulturalProperty‐Spec-
trometricExaminationinConservation‐))
1994年(平成6年)10月 に行われた同 タイ トルの国際 シ ンポジウムの発表内容を まとめた報告書 で、以 下の基調
講演 および研究発表 が収録 されている。





































本書 は、平成9(1997)年12月に、美術部 ・情報資料部が担当 して開催 された第21回 国際研究集 会 《今 、 日本 の








1900年パ リ万国博覧会 とHistoiredefartdu/aeonをめ ぐって




















































































































































2)ア ジ ア 文 化 財 保 存 セ ミナ ー 報 告 涯
PithSeminarProcecdingsSeminar()nthe(;croscrvaticm()fAsianCulturalIleritage
¥1/_成8年ioIJに奈良 で行 われた第6回 ア ジア文化財保存 セ ミナー 考占遺物 の保 存一の英文 プ ロシー デ ィ ングス
であ る。 アジァ18力国 の代 表によるBll例報告(カ ン トリー レポー ト)お よび2イ牛の基調講演 の要旨、 質疑 応答 、総














































ゲティ中国プロジェク トの経験 アメリカ ・ゲティ保存研究所 前 川 信
敦煙莫高窟保存のための日中共同研究 東京国立文化財研究所 西 浦 忠 輝 ・増 川 勝 彦
敦煙莫高窟保存国際協力事業に関する発表についての質疑応答
エジプ ト王妃の谷ナファルタリ1三妃の簾保存 とその問題点 アメリカ ・ゲティ保存研究所 前 川 信







中国 交 河故城保存プ ロジェク ト
チ ャ ンパ遺跡 の保存修復の経緯、現状、問題点




(株)文化財保存計画協会 矢 野 和 之
日本人学ET.枝 賜
ll題点 群馬県埋蔵文化財調査事業団 坂 井 隆
一124一
8.公 開 ・出 品
(11公 開
1)黒 川、把念室
黒 川記念室 は本研究所 の創 、γ者帝【1ミDミ術院長1孔爵II改黒 川清輝の1)Jfilを記念 するたy)に設 け られた陳列室で あり、黒
川沽輝の油絵 ・cfil・写生帖等を収蔵公開 して いる。
創 、Z'11時、Lと して黒 川家 か ら寄贈 された ものは、油絵125点、素描170点、'rJ一生巾II鵡であるが、 その後黒iH照f
人人、樺d1愛輔、川 中良氏等か らの寄贈が加わ った。収1歳品のLな る{、のは、「湖i畔」・1智・1盛・情 」・「花 野」・「赤
髪 の少 女1・「もるる 日影1・1温室花hl剰などで ある。
般 公 開(無 料)毎 週 木 曜 日
午 後1時 ～4時
牛与シjlj立、1跡1、1え∫」父1()i-_i1115il～11)」1
年 間 人 館 者数2,99()人(平 成10年 度)





















当研究所所蔵の資料のなかで、情報資料部が管理す るもの にっいては、 人学院生、文化財研究者を対象に閲覧に供
してい る。閲覧 は、原則 と して祝 日 ・年末年始(12/25-1/7)を除 く、 毎週 月 ・水 ・11/.曜日(am.10:00-pm.4:30)
に、情報資料部 にお いて行われている。
〈図ll}資料〉
図,ll:資料 は、和漢,ll:・要所o)ほか、展覧会 カ タログ ・定期 岡行物 が、情報資料部に保管 されてい る。
図,ll:検索 は現在、 カー ドによ っているが、デ ー タベ ースによ る検索 を準備中であ る、,展覧会 力 タログは開催年別 に
わけて配架 され、定期 田行物 は巻号目録で検索 で きる、,
また定期観光物所載の研究 文献 にっ いて は、研究 所で編 集 した 『東洋 占)ミ術 文献目録」・『日本東洋 占美術文献目録』・
『日本)ミ術年鑑」 で検索 できる。
従来、開架資料 と して閲覧に供 して いた明治 人IE期の)ミ術 雑、1己ミは、過度な閲 覧集中に ともな う劣化 が進 んでいる。
情報資料部で は資料の希少性 と原 本保存の必'要を考慮 して、現在、原本のかわりにマイクロフ ィルムによる閲覧を行 っ
125一
てい る。
閲 覧可能 なマイク ロフィルム
ア トリエ、生活 美術、 みつゑ、新美術 、)ミ術(み づゑの続 「1」)、中 央美術、 日本 美術、 美術評論、)ミ術(美 術新 論
の続f=i1)、美之国、美術(美 之国の続rl」)、制作
く写 真資料〉
写 真資料 は、 モ ノクロの焼付 け写 真(四 切 り)が 分類 。配 架 され、 自山に閲 覧で きるよ うにな ってい る、,仏像、μ、
1由iは尊種 別に、絵 巻 ・肖像li[liはL題別 に、室ilqlllf代以降 の糸会画で作 者のわか るものにっいては作者別に、 不明 な もの
はL題 別 に、,韮}籍も作者別 とL題 ケ3[jとを交えて分類 されて いる。 これ らをキーに写 真を参照 しなが ら検索 す ることが
で きる。
そのほか、希望者に対 しては、売 、r.目録図版(1'諸ツ列分類)や 探幽縮 図、常 信縮 図 な どの焼 付 け写i'i;を公 開 して
いる。
(2)黒田 清 輝 巡 回 展
黒 川清輝の遺作を 多 く所蔵 してい る当研究所 は、1、
に、昭和52年 か らの1Fと して 「近代 日本汀lilllの巨











成 羽 田∫美 術 館
'1勺ルこ10islOll16日～1
東 京 国 、'r.x化財 研 究 所
成 羽 町)ミ術 館
iIIl二易蒋〒lirl客i二
岡 山 県 教 育 委 員 会
岡 山 県 郷 ヒ文 化 財 団
NHK岡III放 送 局
lII[場方父送
TSCテ レ ビ ぜ と う ち
40日1昌】
22,998名
許n采　 ・パ'ステ ル61ノ 叔





・ 沽輝の功績 を記念 し、あわぜて地 ノ1JX化の振 興に資す るたy)
'黒 旧清輝1展 を II.1回地 方において開催 して きた,,
?
黒田清輝巡回展 成羽町美術館 黒田清輝巡回展 会場風景
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参 考資料6点
図 録A4版 変型、159頁、原色図版62頁 、 単色図版77
(3)所 蔵 作 品等 の貸 与
本年度 の所蔵作 品等 の貸 与は ド記 の通 り5件19点 で あ った。
「美の内景 美術解剖学の流れ～森鴎外 ・久 米桂一郎 か ら現代 まで」('1'lrk10.7.II～9.15久米美術館)
「写生帖 第4号 」 黒 田清輝作 鉛筆 ・紙
「高村光太郎 ・智恵f:」展(平 成10.7.25～8.31礫山美術館)




「平成10年 度 国立博物館 ・美術 館巡 回展 名作が生 まれ る時 近代 日本洋画5っ の結晶」
(平成11.i.15～2.14郡山市 、γ美術館)
(平成ll.2.25～3.22北九州 市 立美術館)
「祈祷」 黒 田清輝作 油彩 ・キ ャンバス
「裸体 ・女(全 身)」 〃 〃
「昔 語 り下絵(構 図II)」 〃"
「昔語 り下絵(舞 妓)」 〃 〃
「昔語 り下絵(男)」 〃 〃
「昔 語 り ド絵(舞 妓)」 〃 〃
「昔語 り下絵(仲 居)」 〃 〃
「fH語り下絵(僧)」 〃 〃
「昔語 り下絵(草 刈 り娘)」 〃 〃
「昔語 り ド絵(清 閑 寺景)」 〃 〃
「智 ・感 ・情」""(こ の作品のみ郡山展 に出品)
「花野」 〃 〃
「花野(画 稿)」""
「もうひとっの美術史 画家 と額縁」(平成11.2.20～3.22西宮市大谷記念 美術 館)
「少 女 雪子十一歳」 黒 田清輝作 油彩 ・板
「栗拾 い」 〃 油彩 ・キ ャンバ ス





研 究 交 流
1.職 員の海外渡航
氏 名 渡 航 先 期 間 目 的 漿
青木 繁夫 中国 98.07.29-98.08.07敦煙文化財保存修復協力事業に関する調査及び協議
青木 繁夫 大韓民国 98.09.23^-98.09.29文化財の環境汚染の影響と修復技術の開発の共同研究及び学会報告
青木 繁夫 英 国 ・ドイ ツ ・オランダ 99.02.13^-99.02.24近代化遺産の保存修復に関する研究交流
青木 繁夫 中国 99.03.01^-99.03.05河北省に所在する壁画の保存修復に関する調査及び協議
石崎 武志 タイ、 カ ンボ ジア 98.08.31^-98.09.09文化財保存修復国際協力事業の レビュー
石崎 武志 フラ ンス、 ドイ ツ 98.10.20-98.10.28文化財の凍結劣化現象と保存対策に関する調査・研究
石崎 武志 タイ 98.12.15^-98.12.21遺跡保存修復調査と日・タイ協力に関する協議
石崎 武志 中国 99.03.01^-99.03.05河北省に所在する壁画の保存修復に関する調査及び協議





大久保政博 タイ 99.03.07^-99.03.10日・タイ研究セミナー出席及び日 ・タイ協力に関す る協議
岡田 健 中国 98.07.15^-98.08.07中国仏教美術に関する調査 ・研究
岡田 健 中国 98.08.23^-98.09.13中国陳西省唐代石窟造像の調査・研究
加藤 寛 英国、 ドイツ 98.12.05^-98.12.14在外日本古美術品保存修復協力事業調査・協議
加藤 寛 米国 98.06.22-98.07.02在外日本古美術品保存修復協力事業調査・協議
加藤 寛 ドイツ 98.10.23-98.11.02日独交流:漆工品に関する共同研究
加藤 寛 ドイツ 99.03.10^-99.03.15日独交流:漆工品保存に関する共同研究
鎌倉 恵子 台湾 99.03.20-99.03.29台北及びその周辺における東南アジア人形劇の人形操 りの技法及び伝承の保存に関する調査等
川野邊 渉 英国、 ドイツ、オ ランダ 99.02.13-99.02.25近代化遺産の保存修復に関する研究交流
川野邊 渉 中国 99.03.01^-99.03.05河北省に所在する壁画の保存修復に関する調査及び協議
朽津 信明 タイ、 カ ンボジア 98.08.31^-98.09.03遺跡保存修復調査と日・タイ協力に関する協議
朽津 信明 タイ 98.12.16^98.12.19遺跡保存修復調査と日・タイ協力に関する協議
朽津 信明 タイ 99.03.07-99.03.11日・タイ研究セミナー出席及び遺跡保存修復に関す る調査及び協議
小関 仁志 タイ 99.03.05^-99.03.14日・タイ研究セミナー出席及び日・タイ協力に関す る協議
塩谷 純 イ タリア 99.03.21～99.03.31 在外日本古美術品保存修復協力事業調査
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氏 名 渡 航 先 期 間 目 的
高桑いつみ 英国 98.08.24^-98.09.07在英日本古楽器及び古楽譜に関する調査
中野 照男 タイ 、 ネ パ ー ル、チ ベ ッ ト 98.07.02^-98.07.11チベ ッ ト、 ネパ ール仏教美術調査
中野 照男 中国 99.03.01^-99.03.05河北省に所在する壁画の保存修復に関する調査及び協議
西浦 忠輝 シ リ ア 、 ハ ン ガリー 98.05.13^-98.05.30
シリア、アイ ン・ダーラ神殿遺跡の保存修復に関する調査及
び中近東地域の遺跡に関する情報収集等
西浦 忠輝 タイ、 カ ンボ ジア、 パキス タン 98.08.23^-98.09.09文化財保存修復国際協力事業の レビュー
西浦 忠輝 ウズベキス タン 98.09.14^-98.09.22中央アジア文化遺産保存協力政府 ミッション
西浦 忠輝 イ ン ド 98.10.25^-98.10.30アジャンタ、エローラ保存整備計画諮問国際専門家会議出席
西浦 忠輝 イ ラン 98.11.19^-98.11.29第4回国際文化財生物劣化会議での発表等
西浦 忠輝 タイ 98.12.14^-98.12.24遺跡保存修復調査と日 ・タイ協力に関する協議
西浦 忠輝 タイ、 パ キ ス タ ン 99.03.05^-99.03.19日・タイ研究セミナー出席及び遺跡保存修復に関する調査及び協議
長谷川洋一 中国 99.03.01～99.03.05河北省に所在する壁画の保存修復に関する調査及び協議
早川 泰弘 米国 98.07.29^-98.08.06X線を用いた文化財分析手法の調査 ・研究
早川 泰弘 中国 98.10.20^-98.10.29古代中国1愈f銅器の研究
早川 泰弘 米国 99.03.04^-99.03.13文化財の新しい分析手法に関する調査
平尾 良光 トル コ 98.08.27^-98.09.09アナ トリア遺跡出土の銅、青銅製品の調査
平尾 良光 ペ ル ー 98.08.10^-98.08.19クントゥルワン遺跡発掘調査
平尾 良光 中国 98.10.20^-98.10.29古代中国i'i銅器の研究
星野 紘 ロ シ ア 98.04.25～98.05.02 ハ ンテ ィ族の熊祭の芸能凋査
星野 紘 中国 98.08.16^-98.08.26沖縄と霊南省少数民族の基層文化の比較研究
星野 紘 ロ シ ア 98.12.17^-98.12.27熊祭芸能調査
星野 紘 中国 99.03.30^-99.04.09斎簾 主榊 成11年度国際民俗芸能フェステ・バル禰 事
増田 勝彦 米国 98.06.22^-98.07.02在外日本古美術品保存修復協力事業調査 ・協議
増田 勝彦 中国 98.07.29^-98.08.07敦煙文化財保存修復協力事業に関する調査及び協議
増田 勝彦 イタ リア、英国 99.03.20^99.03.31イクロムとの打合せ及び在外日本古美術品保存修復協力事業調査
松本 修自 中国 98.06.21^-98.06.26イコモ ス国際 シ ンポジウム出席
松本 修自 ドイツ 98.10.28^-98.11.08イコモス国際会議山席
松本 修自 タイ 98.12.1?^-98.12.21遺跡保存修復凋査と日・タイ協力に関する協議
松本 修自 ギ リシ ア 、 英 国 、ドイ ツ、 イ タ リア 99.03.07^-99.08.21
文部省在外研究員:欧州における建造物保存修復理及び技術
の史的研究
三浦 定俊 イタ リア 98.05.24^-98.05.30イクロム財政事業計画委員会及びFPC・AAB合同委員会出席
三浦 定俊 ドイツ 98.10.23^-98.11.02日独交流:漆 工品に関する共同研究
三浦 定俊 イタ リア 98.11.16^98.11.23イクロム理事会出席
三浦 定俊 イタ リア 99.01.17^-99.01.23アッシジ震災被害文化財修復協力
三浦 定俊 ドイツ 99.03.10^-99.03.15日独交流:漆 工品保存に関する共同研究
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氏 名 渡 航 先 期 間
"鱗
目 的 難
宮本長二郎 トル コ 98.04.10^-98.04.24ゴールディオンMM古 墳の状況 と腐朽原因調査
宮本長二郎 タイ、 カ ンボ ジア 98.08.31^-98.09.09文化財保存修復国際協力事業のレビュー
宮本長二郎 タイ 98.12.1798.12.24遺跡保存修復調査と日・タイ協力に関する協議
宮本長二郎 タイ 99.03.05^-99.03.14日・タイ研究セ ミナー出席及び遺跡保存修復に関す る調査及び協議
山梨絵美子 イ タ リア 99.03.21^-99.03.29在外日本古美術品保存修復協力事業調査
米倉 .迫夫 大韓民国 99.03.19^-99.03.23国立中央博物館における中国絵画調査





蓬 招へい期間 氏 名 国 籍 所 属 招 へ い 理 由
98.5.17^-8.14金正耀 中 国 中国社会科学院世界宗教研究所助教授
早期中国青銅器の自然科学的
研究
98.6.20^-6.26前川 信 日 本 ゲティ文化財保存研究所環境研究室主任研究員
無公害な文化財生物劣化防除
法の研究
98.7.13^-7.26WANGYunli 中 国 中国文物研究所助理研究員 考古遺物の保存修理に関する共同研究
98.8.3^-8.11ヴ ィ ラ ・ ロ ポチ ャ ナ
ラ ト
タ イ タイ国芸術総局秘書室長 日タイ共同研究に関する調査
研究
98.8.3^-8.11タナ チ ャイ ・ス ワ ン ・




98.8.5^-8.14羅世平 中 国 中央美術学院美術史系主任 早期中国青銅器の研究
98.8.5^-8.14陳振裕 中 国 湖北省文物考古研究所長 早期中国青銅器の研究
98.8.5^-8.15ミヒ ャ エ ル ・ペ ッ エ ッ ト ド イ ツ バイエルン州立文化財研究所所長 漆工品の保存に関する調査研究





エ バ ァ ・キ ュ ー レ ン
タ ー ル ド イ ツ 修復技術者
漆工品の保存に関する調査研究
98.8.29^9.10キ メ ー ナ ・ ヴ ェ ラ ・シ ス ネ ロ ス エクア ドル 修復建築家 建造物保存修復の比較研究
98.10.1^-10.16張中学 中 国 川劇学会会艮 アジアの無形文化財の伝承と発展についての研究
98.10.5～10.10 呉金塔 中 国 福建省泉州市道教協会会員 アジァの無形文化財の伝承と発展についての研究
98.10.6^-10.15王連茂 中 国 泉州海外交通史博物館艮 アジアの無形文化財の伝承と発展についての研究
98.10.20^-10.26金正耀 中 国 中国社会科学院世界宗教研究所助教授 古代中国青銅器の研究
98.10.28^11.08メ ラ ニ ー ・ ト レ デ ド イ ツ ハイデルベルク大学助教授 日本の物語絵画における中国
的なるものの展開
98.10.31^-11.13ジ ョ ン ・キ ー ロ ン イ ギ リ ス マージサイド国立博物館船舶 ・産業 ・陸運機械保存担当主任
第22回文化財 の保存 に関す
る国際研究集会参加
98.10.31^-11.15ア ル フ レ ッ ド ・ ゴ ッ
トヴ ァ ル ト





マ ル テ ィ ン ・カ ウ フ
マ ン ド イ ツ 保存 コンサル タン ト
第22回文化財の保存 に関す
る国際研究集会参加
98.10.31A-11.15ヘ イ ゼ ル ・ニ ュ ー イ イ ギ リ ス 大英科学博物館保存部長 第22回文化財の保存 に関する国際研究集会参加
98.11.2^-11.9コ ル ネ リ ウ ス ゜ゲ ッツ ド イ ツ 保存修復 コンサル タン ト
第22回文化財の保存に関す
る国際研究集会参加
98.11.2^-11.14姜大一 韓 国 国立文化財研究所研究官 文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究
一132一









98.12.2^-1.30李樹若 中 国 敦燈研究員保護研究所館員 敦煙文化財の保存修復に関する日中共同研究研修員
98.12.2^-1.30i 中 国 敦煙研究員保護研究所館員 敦煙文化財の保存修復に関する日中共同研究研修員
98.12.12-　12.20
ガ ブ リ エ ラ ・ク リ ス
ト










98.12.13^-12.20ア ン ・エ バ ン ス イ ギ リ ス 大英博物館保存担当官 紙の保存修復国際セミナー出席
98.12.13-12.20
マ ル テ ィ ン ・エ リ ク
ソ ン











98.12.13^-12.20ク ロ ー ド ・ ラ ロ ー ク フ ラ ン ス パ リ第一大学講師 紙の保存修復国際セミナー出席
98.12.13^・12.20
フ ィ リ ップ ・メ ル デ ィ





98.12.13^-12.20リ ト ウ ・ ジ ャ イ ン イ ン ド インディラガンディー国立芸術セ ンター保存担当助手
紙の保存修復国際セミナー出
席
98.12.13^-12.20ゲルハ ル ト・バニク ド イ ツ シ3ト ウッ トガル ト州立 アカデ ミー教授
紙の保存修復国際セミナー出席




98.12.14^-12.19ジ ョ ア ン ・ オ ル コ ツク





99.1.7^-1.13郭太原 中 国 河北省文物研究所副所長 河北省所在古代壁画の保存修復に関する日中共同研究協議
99.1.2?^-2.4ヨー ゼ フ ・ク ラ イナ ー ド イ ツ ボン大学教授 日独学術交流:ドイッにお ける輸出漆器に関する研究
99.1.27^-2.5ア ン ジ ェ ラ ・ ツ ィ ー
ゲ ン バ イ ン
ド イ ツ ケルン東洋美術館非常勤学芸員
仏教美術を中心とした東アジ
ア美術史に関する調査研究




ペ トラ ・ヒ ル デ ガ ル
ト ・ロ シ ュ
ド イ ツ ケルン東洋美術館非常勤学芸員 仏教彫刻に関する調査研究
99.1.31^-2.6前川 信 日 本 ゲティ文化財保存研究所環境研究室主任研究員
文化財の保存に関する国際研
究集会組織委員会出席
99.2.18^3.3ナ リー ラ ッ ト ・プ リー




99.2.18^-3.3プラヂ ャモ ン ・ダスリ タ イ 教育省芸術総局技官
日タイ共同研究に関わる調査
研究








国 籍 所 属 招 へ い 理 由
垂
99.2.21^-2.28ア ソカ ・パ リサ ・ウ ィジ ュ ラ ン ス リランカ イコモスス リランカ保存部長
第8回 アジア文化財保存セ ミ
ナー出席
99.2.21^-2.28ウ オ ン ・ ヴ ォ ン カ ンボジア 文化芸術省文化財局長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.21～2.28
モ ハ メ ド ・ア テ ィ ク















99.2.21^-2.28野口 英雄 日 本 ユネスコパ リ本部主席担当官 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.22^-2.28張志軍 中 国 秦始皇兵馬桶博物館副研究員 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.22^-2.28申昌秀 韓 国 昌原文化財研究所長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.22^-2.28サ イ ー ド ・ウル ・レーマ ン パ キスタ ン 考古博物館局長
第8回 アジア文化財保存セ ミ
ナー出席
99.2.22^-2.28セナカ ・バ ンダラナヤケ ス リ ラ ン カ ケラニア大学副学長
第8回 アジア文化財保存セ ミ
ナー出席
99.2.22^-3.10・P・ ア グ ラ ワ ル イ ン ド イン ド保存研究所評議会議長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.22^-3.3ニ コ ム ・ム シ ガ カ マ タ イ タイ芸術総局長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席





99.3.1^-3.8ロ バ ー ト ・キ ャ ロ ル ア メ リ カ メトロポリタン美術館修復室長
在外日本美術修復協力事業の
中間視察及び関連調査
99.3.10^3.16韓鐘哲 韓 国 湖厳美術館付設文化財保存研究所研究員 金属文化財の研究
99.3.10^-3.16金杢虎 韓 国 湖厳美術館付設文化財保存研究所研究員
金属文化財の研究
99.3.12^-3.23モ ル ダ ノバ ・タチ ア ー













99.3.14^-3.18金英淑 韓 国 東洋服飾研究院艮 日鯨染色紙保存の研究
99.3.14^-3.21李明憲 輯 国 国立文化財研究所保存科学研究室艮 文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究
99.3.14^3.21姜大一 韓 国 国立文化財研究所研究官 文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究
99.3.15^-3.25ジ ュ ー ン ・ リ ー ア メ リ カ ロサ ンゼル ス ・カ ウンテ ィ美術館副学芸員
日本及び中国漆器に関する比
較方法の共同研究
99.3.15^-3.25ポ リス ・グダル ア メ リ カ





ア ン ・ロ ー ズ ・キ タ
ガ ワ






99.3.23^-3.27徐菖哲 韓 国 国立公州大学校地質環境学部副教授
古墳遺跡の保存に関する共同
研究








期 間 氏 名 所 属 理 由
98.4.6～4.7 宗田 好史 京都府立大学助教授 アジア文化財保存セ ミナー実施打合せ
98.4.20 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本古美術品保存修復指導委員会出席
98.5.13 林 良彦 文化庁文化財保護部建造物課文化財調査官 重文下野煉瓦製造 ・劣化調査中間報告会出席
98.5.13 下間久美子 隷 皆文化財保灘 髄 物課文 重文下野煉瓦製造 ・劣化調査中間報告会出席
98.5.18 湯山 賢一 京都国立博物館学芸課長 在外日本古美術品保存修復指導委員会出席
98.5.27^-5.29中村 雅治 礁 賭 化財保護腱 造物課主 環境調査報告会出席
98.6.1^-6.2千葉 光一 名古屋大学工学部助教授 ICP-MSによる考古遺物中極微量元素の定量に関する研究
98.6.1～6.2 鈴木 一義 国立科学博物館研究官 近代の文化遺産の修復研究
98.6.22 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22^-6.23松田 隆嗣 福局県立博物館学芸員 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22^-6.23園田 直子 国立民族学博物館助教授 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22^-6.24中村 康 京都国 、/.博物館文化財保存修復管理指導室長 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22-r6.24成瀬 正和 宮内庁正倉院事務所室長 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22^・6.24 長谷川孝徳 石川県立歴史博物館学芸員 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.22^-6.24宇治谷 恵
一 一 一
属轟鷺撒 舗灘理緻 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.23 青木 睦 国文学研究資料館・史料館助手 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.23 森田 稔 文化庁文化財保護部美術工芸課化財管理指導官
博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理
(IPM)研究会出席
98.6.23 奥 健夫 文化庁文化財保護部美術工芸課部技官 博物館 ・美術館等における虫害の総合防除管理(IPM)研究会出席
98.6.29 松倉 公憲 筑波大学地球科学系教授 近代の文化遺産保存研究会にて講演
98.6.29 居上 英雄
・ク レー ・バ ー ン ・セラ ミック
ス代表取締役会艮 近代の文化遺産保存研究会にて講演
98.6.29 熊倉 一見 栃木県立小山高等学校教諭 近代の文化遺産保存研究会にて講演
98.6.29^-6.30黒田 悠三 舞鶴市立赤れんが博物館長 近代の文化遺産保存研究会にて講演
98.6.29^-6.30水野信太郎 金沢学院大学経営情報学部助教授 近代の文化遺産保存研究会にて講演
98.7.2^-7.3千葉 光一 名古屋大学工学部助教授 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.3 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.3 青山 訓子 岐阜県美術館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
一136一
期 間 氏 名 所 属 ,:理 由
98.7.3^-7.4 小林 幸雄 北海道開拓記念館展示課学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.3^-7.4平 利弘 北海道立帯広美術館学芸員 文化財施没の保存環境に関する研究会出席
98.?.3^-7.4中村 康 京都国立博物館文化財保存修復管理指導室長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.3^-7.4 長屋菜津子 愛知県美術館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.3^-7.4 松田 隆嗣 福島県立博物館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
98.7.6^-7.7 桜井 弘人 飯田市美術館博物館学芸員 花祭り研究会
98.7.7^-7.8北村 謙一 人間国宝 ・学識経験者 第1回在外日本美術(工芸)修復研究会出席
98.7.24^-7.25下坂 守 京都国立博物館学芸課普及室長 文化財保存に関する現状及び対策についての打合せ
98.7.24～7.25 河上 繁樹 京都国立博物館学芸課主任研究官
文化財保存に関する現状及び対策についての打合
せ
98.7.24^-7.25宮川 禎一 京都国立博物館学芸課文部技官 文化財保存に関する現状及び対策についての打合せ
98.9.1～9.2 沢田 正昭 奈良国立文化財研究所埋蔵文化センター部長 研究打合せ
98.9.14^-9.19杉本 秀子 石橋美術館学芸員 近代美術資料のデータ化と共同利用に関する協議会出席
98.9.16^-9.18平沢 広 萬鉄五郎記念美術館学芸員 近代美術資料のデータ化 と共同利用に関する協議会出席
98.9.28^-9.29福由 正己 北海道大学低温科学研究所教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.28^-9.29矢谷 明也 京都府舞鶴土木事務所職員 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.28^-9.29新田 英治 鹿児島大学法文学部教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.28^-9.29佐々木達夫 金沢大学文学部教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.28^-9.30伊東 重剛 熊本大学工学部助教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.28^-9.30山田 拓伸 宇佐風土記の丘歴史民俗資料館主幹研究員 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 泉田 英雄 豊橋技術科学大学助教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 伊藤 延男 元所長 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 上野 邦一 奈良女子大学生活環境部教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 内田 昭人 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター主任研究官 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 森田 恒之 国立民族学博物館教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 今津 節生 奈良県立橿原考古学研究所保存科学研究室長 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 海老澤孝雄 ・ざ ・エ トス代表取締役 第4回国際文化財保存修復研究会出席










期 間 氏 名 所 属 理 由;
98.9.29 千田 剛道 奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部主任研究官 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 中田 英史 文化財保存計画協会主任研究員 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 西山 要一 奈良大学文学部教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 増井 正哉 奈良女子大学生活環境学部助教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 内田 俊秀 京都造形芸術大学文化財研究センター教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 大西國太郎 京都芸術短期大学客員教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 木村 勉 奈良国立文化財研究所建造物研究室長 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 小西 正捷 立教大学文学部教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 中尾 芳治 帝塚山学院人学教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 矢野 和之 文化財保存計画協会代表取締役 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.9.29 石澤 良昭 上智大学外国学部艮 ・教授 第4回国際文化財保存修復研究会出席
98.10.1^-10.3三浦 正人 北海道埋蔵文化財センター研究員主査 考古資料保存検討会出席
98.10.1.10.3細川 金也 佐賀県教育庁文化財保護課主事 考古資料保存検討会出席
98.10.1^-10.3尾立 和則 修復家 考古資料保存検討会出席
98.10.4～10.6 鈴木 昭 日本工業人学工業技術博物館館長
第22回文化財の保存及び修復に関する研究会
出席
98.10.4^-10.6横山晋太郎 かがみはら航空宇宙博物館参事 第22回文化財の保存及び修復 に関す る研究会出席
98.10.4^-10.6内田 星美 東京経済人学名誉教授会出席 第22回文化財の保存及び修復に関する研究
98.11.5 池田 春男 あと りえ シ トロエ ン 第22回文化財の保存及び修復に関する研究会出席
98.11.5 早川 博康 三菱自動車 ・乗用車開発本部装備設計課上任
第22回文化財の保存及び修復に関する研究会出席
98.11.8-11.14泉 万里 神戸市看護大学看護学部助教授 中世やまと絵資料の共有化に関する研究
98.11.16^-11.17武田 一夫 鴻池組技術研究所主任研究員 石造文化財、レンガ建造物の凍結劣化と塩類風化のメカニズムに関する研究会出席
98.11.16^-11.18登尾 浩助 岩手大学農学部講師 石造文化財、レンガ廼造物の凍結劣化 と塩類風化のメカニズムに関する研究会出席
98.11.16^-11.18取出 信夫 佐賀大学農学部講師助教授 造文化財、レンガ建造物の凍結劣化 と塩類風琵のメカニズムに関する研究会出席




98.12.10 宗田 好史 京都府立大学人間環境学部助教授
アジア文化財保存セ ミナー ・ワーキ ンググルー
プ会合 出席
98.12.10 田辺 征夫 奈良国立文化財研究所平城京跡発掘調査部長
アジア文化財保存セ ミナー ・ワーキ ンググルー
プ会 合出席
98.12.11 陰里 鐵郎 横浜美術館長 平成10年度研究評価委員会出席
98.12.11 大河 直躬 千葉大学名誉教授 平成10年度研究評価委員会出席
一138一
騨雪
期 間 氏 名 所 属
冗 衛
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98.12.11 馬淵 久夫 くらしき作陽大学食文化学部長 平成10年度研究評価委員会出席
98.12.11 坂本 満 聖徳大学人文学部教授 平成10年度研究評価委員会出席
98.12.11 小林 責 武蔵野女子大学短期大学部教授 平成10年度研究評価委員会出席
98.12.11 沢田 正昭 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研究指導部長 平成10年度研究評価委員会出席
98.12.13-12.15寺嶋 弘道 北海道立帯広美術館学芸課長 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14 河村 康博 羽村市郷土博物館学芸員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^・12.15 及川 規 東北歴史資料館学芸部技術主査 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^-12.15小林 幸雄 北海道開拓記念館事業部展示課学芸員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14-12.15手塚 均 東北歴史資料館学芸部保存科学研究科長 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^-12.15長谷川孝徳 石川県立歴史博物館学芸課学芸主査 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^-12.15原田 和彦 松代藩文化施設管理事務所学芸員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14～12.15降幡 浩樹 長野市立博物館学芸員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^-12.15松田 隆嗣 福島県立博物館専門学芸員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.14^-12.15山田 拓伸 大分県立歴史博物館学芸課主幹研究員 第2回文化財生物被害防除の今後研究会出席
98.12.21^-12.23服部 等作 神戸芸術工科大学助教授 西アジアの鳥人像に関する資料の収集
99.1.13^-1.14水野伸太郎 金沢学院大学経営情報学部助教授 文化財保存修理研究協議会出席及び研究発表
99.1.13^-1.14矢野 明也 京都府舞鶴土木事務所 文化財保存修理研究協議会出席及び研究発表
99.1.14 渡辺 邦夫 埼玉大学工学部教授 文化財保存修理研究協議会出席及び研究発表
99.1.17^・1.22 福島 恒徳 山口県立美術館 東福寺所蔵絵画についての共同研究
99.1.19^-1.21山本 英男 京都国立博物館資料センター文部技官 東福寺所蔵絵画についての共同研究
99.1.25^-1.26中川 芳三 松竹 ・常務取締役 上方歌舞伎の伝承研究会講師
99.1.25^-1.27石川 充宏 高知大学教授 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^-1.27岡 泰正 神戸市立博物館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25-r1.27小野田一幸 神戸市立博物館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^1.27勝盛 典子 神戸市立博物館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^-1.27塚原 晃 神戸市立博物館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^-1.27門田 由紀 安芸市立歴史民俗資料館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^-1.27北村 謙一 漆芸修復家 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25^1.2?小池 富雄 徳川美術館学芸員 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99,1.25～1.27 下川 達弥 長崎県立美術博物館次長 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
99.1.25-r1.27高橋 隆博 関西大学教授 第2回在外日本古美術修復技術研究会出席
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鮮 羅 間` 蒜 塙
氏 名 所 属 理 由
99.1.29-V1.30木村 勉 奈良国立文化財研究所建造物研究室長 センター保存計画研究会出席
99.1.29^-1.30増井 正哉 奈良女子大学助教授 センター保存計画研究会出席
99.1.29^1.30西山 要一 奈良大学教授 センター保存計画研究会出席
99.1.29^-1.30橋本 清勇 京都大学大学院工学研究科助手 センター保存計画研究会出席
99.1.29^1.30福田 敏郎 京都府教育委員会文化財保護課係長 センター保存計画研究会出席
99.1.29^-1.30池亀 彩 京都大学大学院生 センター保存計画研究会出席
99.1.29^1.30寺本 礼子 寺本建築都市研究所 センター保存計画研究会出席
99.1.29^-1.30飯田喜四郎 愛知工業大学客員教授 センター保存計画研究会出席
99.1.29^-1.30村田 信夫 滋賀県教育委員会文化財保護課専門員 センター保存計画研究会出席
99.2.2^-2.3杉 市和 能楽師笛方森田流 森田流笛 「翁」の録音実施計画
99.2.2^-2.3佐々木達夫 金沢大学教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.2^-2.3矢谷 明也 京都府舞鶴土木事務所職員 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.2^-2.3福田 正己 北海道大学低温研究所教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.2^-2.4 山田 拓伸 宇佐風 ヒ紀の丘歴史民俗資料館主幹研究員 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2,2～2.4 増井 正哉 奈良女子大学助教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 谷一 尚 共立女子大学助教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 中村 誠一 ホンジュラス国立人類学研究所ラス・ピラス遺跡調査団長 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 浅野 和生 愛知教育大学助教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 伊藤 延男 元所長 第5同国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 今津 節生 橿原考古学研究所保存科学研究室長 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 内田 昭人 奈良国立文化財研究所保存工学研究室長 第5同国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 内田 俊秀 京都造形芸術大学教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 大井 邦明 京都外国語大学教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 西藤 清秀 橿原考古学研究所総括研究員 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 坂井 隆 群馬県埋蔵文化財調査事業団主幹専門員 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 沢田 正昭 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター研究指導部長 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 大西國太郎 京都芸術短期大学客員教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 中尾 芳治 帝塚山学院大学教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 海老澤孝雄 ざ・エ トス代表取締役 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 坂本 勇 東京修復保存センター 第5回国際文化財保存修復研究会出席
99.2.3 常木 晃 筑波大学歴史人類学系助教授 第5回国際文化財保存修復研究会出席









99.2.4 奥谷 禎一 神戸大学名誉教授 第23回文化財の保存及び修復に関する国際 シンポジウム組織委員会出席
99.2.5 加藤 央之 電力中央研究所大気科学部上席研究員 地球規模の気候変動と文化財の保存に関する研究会山席
99.2.5 高田久美子 科学技術振興財団 地球規模の気候変動と文化財の保存に関する研究会出席
99.2.5 木村 圭司 奈良女子大学文学部助手 地球規模の気候変動と文化財の保存に関する研究会出席
99.2.5^-2.6 登尾 浩助 岩手大学農学部講師 地球規模の気候変動と文化財の保存に関する研究会出席
99.2.5^-2.6 溝口 勝 三重大学生物資源学部助教授 地球規模の気候変動と文化財の保存に関する研究会出席
99.2.9^-2.10曽和 博朗 能楽師 幸流小鼓 「翁」の録音実施計画
99.2.9^-2.11田中 秀吉 佐賀大学理工学部助教授 近代文化遺産の保存修復に関する研究交流
99.2.10 曽和 尚靖 能楽師 幸流小鼓 「翁」の録音実施計画
99.2.15 日高健一郎 筑波大学芸術学系助教授 センター研究員採用二次試験選考委員会出席
99.2.15^-2.20上薗 四郎 笠岡市立美術館主任学芸員 日本の近代美術の発達に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成研究協議会出席
99.2.17^-2.18田中 正史 小杉放奄記念日光美術館学芸主任 日本の近代美術の発達に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成研究協議会出席
99.2.17^-2.18鈴木 日和 小杉放蕎記念日光美術館学芸員 日本の近代美術の発達に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成研究協議会出席
99.2.19 岡部 央 群馬県立歴史博物館学芸課長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^2.20中村 康 京都国立博物館文化財保存修復管理指導室長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20小林 幸雄 北海道開拓記念館展示課学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20石川登志雄 京都府教育庁文化財保存課管理調査係 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20田中 善明 三重県立美術館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20寺嶋 弘道 北海道立帯広美術館学芸課長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20松田 隆嗣 福島県立博物館学芸員 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20宮 衛 石川県立美術館学芸主査 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.19^-2.20宇治谷 恵 国立民族学博物館情報管理施設情報企画課標本資料係長 文化財施設の保存環境に関する研究会出席
99.2.23^-2.24町田 章 文化庁文化財保護部文化財鑑査官 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.23^-2.24西 和彦 文化庁文化財保護部建造物課技官 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.23^-2.27井上 洋一 東京国立博物館学芸部考古課先史室長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.23^-2.24伊藤 延男 元所長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.25^-2.27伊藤 延男 元所長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
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期 間 銭 名 所 属 理 由
99.2.23^-2.24宗田 好史 京都府立大学人間環境学部助教授 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.26^2.27宗田 好史 京都府立大学人間環境学部助教授 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.24^-2.26石澤 良昭 上智大学外国語学部長 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.24^-2.27中川 武 早稲田大学理工学部教授 第8回 アジア文化財保存セ ミナー出席
99.2.25^-2.26四辻 秀紀 徳川美術館主任学芸員 源氏物語絵巻の共同調査 ・研究
99.2.25^-2.26吉川 美穂 徳川美術館学芸員 源氏物語絵巻の共同調査 ・研究
99.2.28^-3.6安藤 佳香 中京女子大学助教授 日本における外来美術の受容にっいての研究会出席
99.3.1^-3.4 植野 健造 石橋美術館学芸貧 日本の近代美術の発達に関する明治後期から昭和初期の基礎資料集成研究協議会出席
99.3.8^-3.11三輪 英夫 九州大学文学部助教授 研究協議会出席




99.3.9～3.11 小笠原健吉 盛岡市永井大念仏剣舞保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9^-3.12大桑 太作 天竜市懐山おくない保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9-r3.12伊東 勉 柏崎市綾 チ舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席












99.3.9^-3.12北條貞次郎 秋田市秋田万歳保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9^-3.12西久保忠勝 奈良県都祁村題目立保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9^-3.12懸田 弘訓 福島県文化財保護審議会委員 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9^-3.12植木 行宣 滋賀県文化財保護審議会委員 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席




期 間 氏 名 所 属
1囲
理 由
99.3.9～3.12 坪井理作雄 天竜市神沢田楽保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.9^-3.12瀬沢 達也 鹿児島県瀬戸内町諸鈍芝居保存会 民俗芸能研究協議会における事例報告 ・協議会出席
99.3.10^3.12関 尚美 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^3.12大野 智子 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12布施 恵 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12曾田 ミヨ子 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12堀井 薫 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12丸山 正敏 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^3.12高橋 和芳 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12高橋 和人 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10-r3.12布施 武彦 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12大野 和重 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12松浦 明彦 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12高橋 典久 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12押田 貞信 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12関 一重 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.10^-3.12布施 富治 柏崎市綾子舞保存振興会 民俗芸能研究協議会における実演
99.3.15^-3.17石田 正治 豊橋工業高等学校教諭 近代文化遺産の保存修復に関する研究交流




氏 名 国 籍 所 属 等
レ イ モ ン ド ・ リ ー ヴ エ ンバ ー グ オ ラ ン ダ 家具修復専門家
ポ ー ル ・バ ー ナ ー ド ・ケ ネ リ ー オ ー ス ト ラ リア シドニー大学アジア学科博士課程
ニ コ ム ・シ シ ガ カ マ タ イ タイ国芸術総局長
ヴ ィ ラ ・ロ ボ チ ャ ナ ラ ト タ イ タイ国芸術総局秘書室長
タ ナ チ ャ イ ・ス ワ ン ワ ッ タ ナ タ イ タイ国芸術総局考古博物館部保存担当官
萢迫安 中 国 中国中央美術学院副院長
朱竹 中 国 中国中央美術学院外事弁公室主任
胡偉 中 国 中国中央美術学院中国画材料技法工作室主任
ス ー ザ ン ・ク ー ン ド イ ツ ケルン東洋美術館非常勤学芸員
ア ン ジ ェ ラ ・ツ ィ ー ゲ ンバ イ ン ド イ ツ ケルン東洋美術館非常勤学芸員
ペ ト ラ ・ ヒ ル デ ガ ル ト ・ロ シ3 ド イ ツ ケルン東洋美術館非常勤学芸員
② 表敬訪問
日 時 氏 名 国 籍 所 脳 等 目 的
1998年4月 W.F.フ ァ イ ト ド イ ツ ベル リン東洋美術館長 在外日本古美術品の修理打合せ
1998年5月 K,J.プ ラ ン ト ド イ ツ シュッッ トガル ト・リンデ ン博物館 視察
1998年6月ル パ ー ト フ ォ ー ク ナ ー イギ リス ヴ ィク トリア&ア ルバー ト美術館 視察
1998年8月 林金梅 台 湾 国立文化資産保存研究所 視察
1998年10月 張文彬ほか4名 中 国 国家文物局艮 視察
1998年11月 胡偉 中 国 中央美術学院 学院L催 「巻軸絵画修復上級研修会」の協力依頼及び打合せ
1998年12月ジ ェ ー ム ス.T.ユ ーラ ッ ク アメ リカ
フ リーア美術館/ア ー
サー ・M・ サ ックラー
美術館
在外日本占美術品の修理打合せ
1999年1月 黄国鐘ほか1名 台 湾 台湾国会議員 視察
1999年1月 re迫安ほか2名 中 国 中央美術学院副院長 文化財保存修復研究の調査視察
1999年3月シ チ ュ ア ー ト ・ ピ ア ー アメ リカ メ トロポ リタン美術館 在外日本古美術品の修理打合せ
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6.主 な所蔵 資料
1.図 書 資 料
(1)美術関係図書
日本 ・東洋 ・欧米の美術に関する書籍を中心に、各地方公共団体編集の文化財関係調査報告書、展覧会の図録 ・目
録類、売立目録、美術関係雑誌(和 文1,962種・韓文34種・中文98種・欧文394種)等を所蔵 している。
特色としては江戸期の版本や明治大正期刊行の大型図録 ・明治期開催博覧会関係資料 ・明治か ら昭和初期にかけて
発行された和文美術雑誌など、多 くの貴重書を所蔵 している。
(2)芸能関係図書
雅楽 ・寺事と ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸、その他わが国の伝統芸能の研究に必要な図書
11,628冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テアトロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本






区 分(1998年度) 美 術 関 係 芸 能 関 係 保存科学 ・修復技術関係 計
和 漢 書 1,528冊 1,286冊 76冊
3,030冊




実物よりの直接撮影を主にした写真資料の作成 と、購入写真 ・複写写真による補足整備 に加えて、印刷物中の図版
をおさめるという方式で、当研究所設立当初より一貫 して力を注いできた写真資料を有する。 それ らは日本東洋古美
術、日本近代 ・現代美術、西洋美術の全域にわたり、それぞれ絵画 ・書籍 ・彫刻 ・工芸 ・建築等の諸部門に及ぶ。特
別大型の ものか ら小型のものまで総数凡そ26万点、原板保有量はほぼ3分 の1に あたり、別にマイクロ ・フ ィルム
255巻がある。写真資料のほか、拓本、作家伝記資料、落款印章資料、近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料、 資料 スク
ラップ等と図書カード・図版カー ド・各種索引類など多数。
② 芸能関係資料
レコー ド、録音テープ、シネフィルム、 ビデオテープ、写真等による芸能資料を数多 く備えている。レコー ドには、
毎年各社から発売 される伝統芸能関係 レコー ドのほか、1960(昭和35)年度文部省機関研究費によ って購入 した安
原 コレクションは、明治 ・大正 ・昭和3代 にわたって発売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので、近代における







analog digital 8mm 16mm VHS方式 8mm べ 一 タ カ ム
1998年度 0本 17本 0本 0本 64本 0本 31本




1998年度 0枚 222枚 0枚
合 計 7,119枚 804枚 16枚
(3)保存科学 ・修復技術関係資料





























































東京市上野公園内に鉄筋 コンク リー ト造、半地階2階建、延面積1,192m2の建物1棟を起工 し
た(本館)。























































美術研究所の図書 ・諸資料全部を111形県酒田市本町1丁 目本間家倉庫3棟 に疎開 した。
酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避けるため、 さらに酒田市外牧曽根村松












美術研究所組織規程が定められ第 ・研究部 ・第 研 究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。
文化財保護法の一部が改IE、東京文化財研究所組織規程が定められ、美術部 ・芸能部 ・保存科








従来の2階建欝庫の ヒにさらに1階 を増築3階 建とし、増築分延面積71m`が竣一Lした。
東京国立文化財研究所研究受託規程が定められ、この年度か ら受託研究が開始された。
東京国立文化財研究所組織規程の ・部が改1Eされ、従来の庶務室は庶務課となった。










保存科学部庁舎の1階 の模様替コニ事に着手 し、同年10月15日1:事が完rし た。





















本館構内の写場等(木 造、平屋建、延而積144m`)を取 りこわし、情報資料部研究棟 として、

















3.歴 代所 長(昭 和5年 ～平成10年)
隅 贋
役 職 氏 名
、
期 間
主 事 正 木 直 彦 昭 和5.6.28～昭 和6.11.24
主 事 矢 代 幸 雄 昭 和6.11.25～昭 和10.531
所長事務取扱 和 田 英 作 昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21
所 長 矢 代 幸 雄 昭 和11.6.22～昭 和17.6.28
所長事務取扱 田 中 豊 蔵 昭 和17.6.29～昭 和22.&15
所 長 田 中 豊 蔵 昭 和22.&16～ 昭 和23.5.10
所長代理 福 山 敏 男 昭 和23.5.11～昭 和24.8.30
所 長 松 本 栄 一 昭 和24.8.31～昭 和27.3.31
所長肇務代理 矢 代 幸 雄 昭 和27.4,1～ 昭 和28.10.31
所 長 田 中 一 松 昭 和28.ll.1～昭 和40.3.31
所 長 関 野 克 昭 和40.4.1～ 昭 和53.3.31
所 長 伊 藤 延 男 昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31
所 長 濱 田 隆 昭 和62.4,1～ 平 成3.3.31
所 長 西 川 杏 太 郎 平 成3.4.1～ 平 成8.3。31
所 艮 渡 邊 明 義 平 成8.4.1～ 現 在
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4.名 誉研究員





白 畑 よ し 昭 和5.6.30～ 昭 和27.8.1 昭 和53.10.18
高 田 修 美術部艮 昭 和27.12.1～ 昭 和44.3.31 昭 和53.10.18
登 石 健 三 保存科学部長 昭 和27.10.1～ 昭 和50.4.1 昭 和53.10.18
岡 畏三郎 美術部長 昭 和20.5.15～ 昭 和51.4.1 昭 和53.10.18
関 野 克 所長 昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1 昭 和53.10.18
秋 山 光 和 美術部第一研究室長 昭 和16.10.1～ 昭 和42.2.1 昭 和54.10.18
久 野 健 情報資料部長 昭 和20.5.31～ 昭 和57.4.1 昭 和57.10.18
川 上 浬 美術部長 昭 和21.2.28～ 昭 和57.4.1 昭 和57.10.18
関 千 代 美術部第二研究室長 昭 和18.12.15～昭 和58.4.1 昭 和58.10.18
横 道 萬里雄 芸能部長 昭 和2&3.16～ 昭 和51.4.1 昭 和59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭 和17.11.3～ 昭 和59.4.1 昭 和59.10.18
江 上 緩 情報資料部主任研究官 昭 和38.5.18～ 昭 和59.3.31 昭 和59.10.18
田 村 悦 子 美術部主任研究官 昭 和22.6.16～ 昭 和60.3.31 昭 和60.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭 和22.6.27～ 昭 和so.3.31 昭 和60.10.18
伊 藤 延 男 所長 昭 和53.4,1～ 昭 和62.3.31 昭 和62.10.18
柳 澤 孝 美術部長 昭 和21.9.30～ 昭 和62.3.31 昭 和62.10.18
三 隅 治 雄 芸能部長 昭 和27.10.1～ 昭 和63.3.31 昭 和63.10.18
樋 口 清 治 修復技術部長 昭 和37.11.1～ 昭 和63.3.31 昭 和63.10.18
田 實 榮 子 美術部主任研究官 昭 和23.3.31～平 成 元.3.31 平成 元.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭 和34.4.1～ 平 成 元.3.31 平成 元.10.18
濱 田 隆 所長 昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18
関 口 正 之 美術部長 昭 和42.2.1～ 平 成3.3.31 平 成3.10.18
佐 藤 道 子 芸能部長 昭 和34.4.1～ 平 成4.3.31 平 成4.10.18
馬 淵 久 夫 保存科学部長 昭 和50.10.1～ 平 成4.3,31 平 成4.10.18
新 井 英 夫 保存科学部長 昭 和45.9.1～ 平 成5.3.31 平 成5.4.1
石 川 陸 郎r1 保存科学部主任研究官 昭 和32.4.15～ 平 成5.3.31 平成5.4.1
西 川 杏太郎 所長 平 成3.4,1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1
門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭 和32.4.1～ 平 成8.3.31 平 成8.4.1
三 輪 英 夫 美術部第二研究室長 昭 和53.8.1～ 平 成8.3.31 平成8.4.1
蒲 生 郷 昭 芸能部長 昭 和56.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1
中 里 壽 克 修復技術部第一修復技術研究室長 昭 和39.4.1～ 平 成10.3.31 平 成10.4.1
*11997年6月28日 逝 去
一151一
5.1998(平 成10)年 度 予算 等
(単位:千 円)
































研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交 付 額
基 盤 研 究 囚 文化財収蔵庫の庫内空気環境調査法の公定化のための基礎的研究 佐野 千絵 4,300
〃 日本における美術史学の成立と展開 米倉 迫夫 3,500
〃 世界の文化財の保存 宮本長二郎 13,400




基 盤 研 究(B》下張り文書剥離のための澱粉糊の老化技術 増田 勝彦 3,900




〃 地方に残 る雅楽 ・能楽の古楽器研究 高桑いつみ 700
〃 多孔質材料の凍結 ・融解による劣化機構の解明とその防止対策 石崎 武志 1,000
〃 新資料翻刻による花祭りの芸能史的位置づけ一大神楽から花祭りへ一 中村 茂子 1,600
国 際 学 術 研 究 古代東アジアにおける青銅器の変遷に関する考古学的自然科学的研究 平尾 良光 4,900
〃 文化財の微量試料分析法の開発 三浦 定俊 :11
〃 タイ国 ・アユタヤ遺跡の保存修復に関する研究 宮本長二郎 3,100
特別研究員奨励費 絹などのたんぱく質材質試料の劣化状態のPy-GC-MSによる評価手法の確立 佐野 千絵 3,100
合 計 52,900
1998(平成10)年 度 受託研 究一 覧
(単位:千 円)
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2化 学研究室においては、文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む。)を 行い、
並びにその結果の公表を行 う。
3物 理研究室においては、文化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行い、並びにその結果の公表を行 う。











2文 献資料研究室においては、第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所掌に係る文献資料その他の資料
(写真資料を除 く)の作成、収集、整理、保管、公表、閲覧及び調査研究を行 う。



























発 行 所 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所
〒110-8713東京都台東 区」野 公園13-27
TELO3-3823-2241(代友)
FAXO3-3828-2434
http://www.tobunken.go.jp
」
